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はじめに

国や地方の厳しい財政状況や少子高齢化社会の到来など、地域を取り巻く環

境が大きく変化しているなか、各地域は個性豊かで活力に満ちた地域づくりを

自らの創意工夫で実現することが求められています。

このような状況のもとで、地域のホスピタリティの向上や観光振興に係る人

材育成などを楽しみながら行える「ご当地検定」が全国で注目されています。

多くのメディアが取り上げたこともあってブームとなり、ここ数年の間で爆発

的に増加してきています。

全国には既に数多くのご当地検定がありますが、今でも新たなご当地検定が

次々に誕生しています。これらは、自治体や商工会議所など、様々な団体が独

自の方法で実施しています。

そこで、これらの検定について調査することによって、ご当地検定がどのよ

うな目的で実施されているのかをはじめ、どのように地域の魅力を発信してい

るのか、地域住民の意識に与える効果はどうか、検定運営に課題はあるのか、

検定運営をしていくために留意しなければならないことは何かなどを明らかに

することとしました。また、商盾街のにぎわいの創出や地域ブランドの確立な

ど、地域振興面での効果についてもあわせて調査することとしました。

調査に当たりましては、全国各地で実施されているご当地検定の実施主体に

対して、アンケート調査を実施するとともに、ユニークな取り組みなどがみら

れる 6つのご当地検定については個別に取材し、これらの結果を報告書に取り

まとめました。

調査を進めるに当たりましては、株式会社ブランド総合研究所 代表取締役

社長 田中章雄氏にご指導をいただきました。また、田中氏には第3章にご執

筆いただくとともに、第2章の事例調査の監修もお引き受けいただくなど、多

大なご協力を賜りました。ここに深く感謝申し上げます。

本報告書が、ご当地検定を実施している皆様や今後実施しようと考えている

皆様のお役に立てれば幸いです。

最後に、本報告書の作成にあたり調査にご協力をいただきました関係機関の

皆様に厚く御礼申し上げます。

平成21年3月

財団法人地域活性化センタ一

理事長 石田直裕
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1 調査の目的

全国各地で実施されているご当地検定は、目的から実施主体、受験対象者、試験の出

題形式、試験問題、合格者の特典に至るまで、地域の実情に合わせたものとなっており、

検定ごとに異なったものとなっている。目的としては、地域のホスピタリティの向上や

観光振興に係る人材育成などがあり、実施主体としては、自治体や商工会議所、観光協

会などがある。

このため、本報告書では、全国にあるご当地検定を一斉調査し、特徴的な取り組みや

課題を洗い出すとともにその効果を調査し、現在ご当地検定を実施している団体や今後

実施しようと考えている団体に参考となるような資料を取りまとめることを目的として、

実施した。

2 調査の方法

(1)ご当地検定の定義

本書でいうご当地検定とは、検定内容が実施されている区域の地域資源(歴史や文化

など)の知識を測るものや研修に資するものとする。

( 2 )アンケート調査

全国にある 239件のご当地検定実施主体に対して、現状や今後の取り組み方針等、そ

の実態を把握するためにアンケー卜調査を実施した。

実施期間平成 20年 11月 17日'"'-'12月 15日

調査方法郵送アンケート方式

( 3 )現地事例調査

「実施目的に対して効果を実感している検定J又は「問題 ・課題を解決した検定」又

は「実施方法がユニークな検定」であり、かつ、「検定を実施し始めて l年以上を経過し、

今後も開催していくこととしている検定」をアンケート結果から抽出した。

そこで、実施主体の種別や検定の規模、地域ノくランスなどを考慮のうえ、 6事例を選考

し、現地取材を実施した。
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( 第 1章 アンケート調査 ) 





1 アンケート調査の実施概要

(1)調査概略

①対象 インターネット調査や自治体からの情報提供等により判明した 239件

実施主体は、行政機関や商工会議所等の民間団体に関わらず、広く調

査したが、自動車や戦国史など、の一部のマニアを対象としたものや個人

や団体が個人的に実施するなどで地域づくりや地域振興との関連が低い

ものは対象外とした。

②期間 平成 20年 11月 17日"-'12月 15日

③配布 ・回収 クロネコメール便配布 ・郵便回収

(2 )調査の内容

検定概要 開始年月日 ・実施頻度 ・受験対象者の制限 ・実施目的 ・受験区分 ・

出題形式 ・受験者数 ・合格者数 ・合格率 ・合格基準 ・受験費用(・

金額)・共催団体等

検定問題 作成者 ・内容 ・実施場所 ・事前準備 ・問題解答の公表

検定合格者 合格者への特典(・導入見込み)・合格者の活用

検定の今後 目的に対する効果 ・年間事業費(・内訳)・運営上の問題と課題 ・今

後の取り組みの方向性 ・その他、 特徴的な取り組みや意見等

(3 )発送・回収数

①発送件数 239件

②回収件数 166件(回収率的.5%) 
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2 集計結果

1 .ご当地検定の概要

(1)都道府県別のご当地検定数

このアンケート調査においては、44都道府県にある 166のご当地検定の実施主体から回

答があった。都道府県別ご当地検定数については、兵庫県が 16件と最多であり 、次いで、

北海道の 11件、大阪府と愛知県の 7件である。

順位都道府県 |件数 順位都道府県 件数

1兵庫県 16 9神奈川県 5 

2北海道 11 1岐阜県 5 
ーー ーーー 一ー ー← + ーー 一一ーーーー←

3大阪府 7 

静岡広垂揖岡島山県県県県

5 

|愛知県 7 5 

5日空城県 6 5 

埼玉県 6 5 

長野県 6 福岡県 5 

京都府 6 44都道府県計 166 

(2 )検定実施主体の属性

検定実施主体の属性については、「商工会議所等」が 33.2%と最多であり 、次いで「自

治体」の 31.3%、INPOや住民団体等」の 13.9%である。「その他」には、財団法人や社団

法人などがあった。

その他
8.4% 

N=166 件数 |

自治体 52 

% 

31.3 

大学等の
教育機関
1.2百 自治体

31.3% 
↓ 

一部事務組合等 O 0.0 

商工会議所等 55 33.2 

観光協会等 14 8.4 

NPOや住民団体等 23 13.9 

民間企業 6 3.6 

大学等の教育機関 2 1.2 
一一一一→

その他 14 8.4 

合計 166 100.0 
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0.0% 

商工会議

所等

33.2目



( 3)検定の開始年月

問 1 昭和」か 「平成」をお選びいただき、検定の開始年月をご記入ください。

昭和・平成 年月から

現在実施されている検定の開始年月については、「平成 20年」が 37.4%と最多であり、

次いで「平成 19年」の 29.5%となっており、回答のあった検定の多くが過去 2年間に開

催されたものである。

また、最も歴史の古い検定は、平成 14年 11月に開始されたものである。

N=166 件数
。ノ IU 10 20 30 40 (%) 

平成21年以降(予定) 12 

平成20年 62 37.4 

平成19年 49 29.5 

平成18年 26 15.7 

平成17年 8. 4.8 -平成16年以前 9 5.4 .. 
合計 166 100.0 
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(4)検定の実施頻度

問2 検定の実施頻度について、該当する番号をお選びいただき、具体的な実施月な

どをご記入ください

1.年 l回 (具体的に:

2. 年2回 (具体的に:

3. 年 3回以上 (具体的に:

4. 不定期 (具体的に:

検定の実施頻度については、「年 1回」が 66.5%と7割近くを占めており、「年 2回」は

10.4%、「年 3回」は 1.6%であり 、l年に複数回実施している検定は l割強程度である。

「その他j には、試験的に実施しただけとの回答や次回以降の予定が決まっていないとい

う「次回未定Jが 7.9%、イ ンターネッ ト上での実施や期間を決めずテキストに掲載され

ている検定問題を各自で受験するとしづ方法などの「随時Jが6.7%となっている。

N=164 件数 % 

年1回 109 66.5 
ー 」

年2回 17 10.4 

年3回以上 3 1.8 

不定期 11 6.7 z 次回未定 13 7.9 

他随時 11 6.7 

合計 164 100.0 
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年2回
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/ 

随時

6.7唱

年1回

66.5首



(5 )検定の受験対象者の制限

問3 検定の受験対象者の制限について、該当する番号をお選びください。

(複数回答可)

1.特になし

2.年齢要件を満たす者のみ:(歳以上 ・以下、歳"'(歳

3. 地域在住者のみ ・在勤者のみ ・在学者のみ

4.資格を有する者のみ:(資格名:

5. その他(具体的に:

[集計方法]

受験区分が複数あり 、受験区分ごとに制限が異なる検定については、そのうち lつでも

「特になし」としづ区分があるか、すべての人がいずれかの区分を受験できる場合は、「特

になし」とした。

検定の受験対象者の制限については、 「特になし」が 86.5%と大多数を占めている。次

いで、危険物を取り扱うため高校生以上としているものやお酒の試飲があるため 20歳以上

としているものなど、「年齢要件を満たす者のみ」の 8.0%であった。地元の小学生という

ように「年齢要件を満たす者のみ」と「地域在住者のみ ・在勤者のみ ・在学者のみ」の複

数の制限が組み合わされている検定もあった。

「その他Jには、市民の会への加入を条件としているものやガイドライパー協議会に所

属するタクシー会社乗務員であることなどがあった。

N=163 件数 % 20 40 60 80 100 

特になし 141 86.5 

年齢要件を満たす者のみ 13 8.0 • 地域在住者のみ在勤者のみ在学者のみ 7 4.3 • 資格を有する者のみ(※) 。0.0 
その他 4 

※ここでいう資絡とは、弁護士や建築士などの国家資格や公的資格のこととし、上級を受験する条件とな

っている初級合格は含まないこととした。
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(6)検定の目的

問4 検定の目的について、該当する番号をお選びください。(複数回答可)

1. 地域の認識度向上 2. 地域への愛着や誇りの再認識

3.地域の歴史 ・文化の伝承 4. 地域のホスピタリティの向上

5.観光振興に係る人材育成 6. 地域や地域資源(産業 ・特産品)の PR

7.その他(具体的に :

検定実施の目的については、「地域の認識度向上JI地域への愛着や誇りの再認識」が共

に75.0%と最多であり 、次いで「地域の歴史 ・文化の伝承」の 56.1%、「観光振興に係る

人材育成Jの51.6%である。「その他」では、「家族間のコミュニケーションの充実」や「食

育の推進」、「脳の健康 ・心の教育」などがある。

N=164 

地域の認識度向上

地域への愛着や誇りの再認識

地域の歴史・文化の伝承

地域のホスピタリティの向上

観光振興に係る人材育成

地域や地域資源のPR

その他

件数 % 

123 75.0 

123， 75.0 

竺七 旦~I!
80 48.8 

64 I 39.0 

851 51~! 
16 9.8 
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(7)検定の難易度等による区分

問5 検定の難易度等による区分(上級 ・中級 ・初級等)について、該当する番号を

お選びください。

また、 1を選択した場合は、何区分に分かれているかもご記入ください。

1. している 区分 2. していない

[集計方法]

ここでいう区分とは、受験する際の区分を対象とし、得点によって区分される(合格級

と設定している)検定は、「区分無」とした。

検定の難易度等による区分の有無については、「区分有」が 47.6%、「区分無」が 52.4%

であり、「区分無Jの方が若干多い。

N=164 件数

区分有 78 

区分無 86 

合計 164 

% 

47.6 

52.4 

100.0 

区分していな

い
52.4% 

区分している

47.6% 

区分数については、 13区分」が57.7%と最多であり、次いで 12区分」の 34.6%であり、

それ以外は少数だ、った。「その他」には、37区分や 92区分としているものがあった。92

もの区分となるのは、 lつの検定で 3つのテーマを持ち、テーマごとに受験級が詳細に設

定されているからである。

N=78 件数 % 

2区分 27 34.6 

3区分 45 57.7 

4区分 4 5.1 

その他 2 2.6 

合計 78 100.0 
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(8)検定試験問題の出題形式

問6 検定試験問題の出題形式について、該当する番号をお選びください。

(複数回答可)

1. 選択式 2.記述式 3.面接式 4.論文式

5.研修会等を受講すれば合格 6.その他 (具体的に:

検定試験問題の出題形式については、「選択式」が 96.3%と大半を占めている。「記述式」

も23.3%であるが、選択式と併用されているものがほとんどであり 、記述式のみで実施さ

れている検定は2つだ、けで、ある。

「その他」には、「フィーノレド試験や「実地試験j などの現場での試験のほか、「ワイン

のテイステインクリ、「実食して食材を当てる」など、実際に味わって回答するものもある。

N=163 件数 % U 20 40 60 80 

選択式 157 96.3 

記述式 38 23.3 

面接式 O 0.0 • 論文式 10 

研修会などを受講すれば合格 2 1.2 

その他 10 611・
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(9)受験者数、合格者数、合格率、合格基準

交問 6で 1""'-'4、6と回答された方にお伺いします。(5と回答された方のみ問 8へお進

みください。)

問7 過去 3回以内の検定の受験者数、合格者数、合格率及び合格基準をご記入くだ

さし、。

※合格基準の欄には、正解率 (00%、O問中O問)や合格者数を受験者のうち

100名と定めているなどとご記入ください。また区分( )級のない場合は、一

番上の表にご記入ください。

①受験者数

[集計方法1
1年間に複数回実施され、平成 20年度に未実施回のある検定については、平成 20年度

の受験者数は比較データに含めないこととした。

年度ごとに各受験区分の受験者数を合計し、直近実施年度とその前年度の受験者数を比

較した。受験者数については、増加している検定が 34.4%であり、減少している検定が

65.6%と、6害rJ強が減少傾向にある。また、受験者数では、 8，305人が最多であり、次いで

6， 346人、 3，050人である。

N=61 件数

増加 21 

減少 40 

合計 61 

% 

34.4 

65.6 

100.0 

65.6% 

増加

34.4% 

受験年度 ・区分別の受験者数が最も多い検定では、 7，085人のものがあり 、次いで5，232

人、 4，713人である。
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受験者数の増加率については、「企25%未満"-'O%Jが26.2%と最多であり 、次いで「企

50%未満~企25%Jが21.3%、「企50%以下j が 18.0%である。

N=61 件数 % 
。 20 40 

100%以上 3 4.9 -50~100%未満 2 3.3 • 25~50%未満 6 9.8 

0~25児未満 10 16.4 

企 25%未満~O出 16 26.2 
+ 

.50%未満~ 06 25% 13 21.3 

企 50%以下 11 18.0 

合計 61 100.0 

受験者数が増加している 21の検定では、増加率 121.9%が最多であった。増加している

要因としては、市外や県外からの受験者が増加していること (3件、 14.3%)や観光業者 ・

高校生などが団体受験していること (2件、9.5%)、観光業会等のアルバイトの雇用に合

格者を優遇するよう働きかけるなどの合格者への特典があること (2件、9.5%)などが考

えられる。

一方で、受験者数が減少している40の検定では、増加率 84.6%減が最も低く、次いで

70.5%減、 69.7%減である。また、直近実施年度の受験者数が 100人以上の検定のみを対

象とした場合では、70.5%減が最も低く 、次いで66.4%減、66.2%減である。

②合格率

直近実施回の受験区分別の合格率については、f80%"-'100%Jが、37.3%と最多で、次

いで f60%"-'80%未満」の 18.1%と合格率が高いものの割合が上位を占めている。合格率

が60%以上の検定が 55.4%と半数以上を占めている。

N= 193 件数

0%~20%未満 27 

% 

14.0% 

0%-20% 

未満

(qも)

20%~40%未満 25 13.0% 
80%-

1 00 ~も
20%-40% 

未満

40%~60%未満 34 

60%~80%未満 35 

80%~ 1 00% 72 

17.6目

18.1% 

37.3% 

- 19-

60%-80% 

未満

40%-60% 

未満



直近実施回の受験者数が 100人以上の検定では、合格率2.6%が最難関の検定であり、5%

未満の超難関検定が4検定もあった。また、初級が 9.3%で上級が 2.8%と複数の区分で難

易度の高い検定もあり、「ふるさとを学んでもらうことが主目的であり、これは合格させる

ための簡単な問題とはしなしリ方針であった。
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(10)検定の受験費用

問8 検定の受験費用について、該当する番号をお選びください。

1.有料 2.無料

SQ1 1.有料を選んだ方に伺います。

検定料はいくらですか。受験級によって異なる場合はそれぞれの費用をご記入く

ださい。

1. 検定料は一律

2.受験級ごとに費用は異なる

円

B
K
B
1
R
N〈

止
川
井
什

ψ
耳

円

円

円

検定受験費用については、「有料」が 70.6%、「無料」が29.4%である。

N=163 件数 1 % 

有料 115 70.6 
十

無料 48 29.4 

合計 163 100.0 

。 20 40 60 80 ( ~も )

「有料」と回答した検定うち、区分ごとの検定受験費用については、「一律」が63.5%、

「受験級ごとに異なる」が36.5%である。

N=115 件数 | % 

一律 73 63.5 

受験級ごとに異なる 42 36.5 

合計 115 100.0 

。 20 40 60 80 (% ) 
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検定受検費用の金額については、 13，000円"-'4，500円未満Jが、37.5%と最多であり、

次いで、、 11円"-'1， 500円未満jの29.8%である。最も検定受検費用の高い検定では、受験

料が 10，000円であり、次いで 7，000円、 6，300円である。

また、団体割引制度や学生割引、リピーターへの割引制度を設けている検定もある。

N=168 件数

1 円 ~1 ， 500円未満 50 

1 ， 500 円~3 ，000円未満 34 
卜一

3 ， 000 円~4 ， 500円未満 63 
卜一一

4，500円以上 21 

※テキスト料込みの受験料も含む

% 

29.8切
トー

20.2% 

37.5目
ト

12.5弘

4.500円以上

3.000円 /

4.500円未満

-22-
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(11)検定の共催、後援、協賛団体

問9 検定の共催、後援、協賛団体について、該当する番号をお選びください。

(複数回答可)

1. 特になし 2.自治体 3.一部事務組合等 4.商工会議所等

5.観光協会等 6. NPOや住民団体等 7.民間企業

8. 大学等の教育機関 9.その他 (具体的 :

検定の共催、後援、協賛団体については、「自治体」が 59.1%と最多であり、次いで「観

光協会等」の 36.6%である。単独で実施している「特になし」も 27.4%もある。「その他」

には、ボランティアや神社の宮司、観光ガイドの会などがある。

N=164 件数 I % 
。 20 40 60 

特になし (単独実施) 27.4 

自治体 ~59 . 1 

一部事務組合等 1 3.0 
商工会議所等

観光協会等 60 36.6 
~ -l 

NPOや住民団体等 23 14.0 

民間企業 31 18.9 

大学等の教育機関 22 13.4 

その他 25 15.2 

23 

80 (%) 



2.検定問題

(1)検定試験問題の作成者

問 10 検定試験問題の作成に関わっている方について、該当する番号をお選びくださ

い。(複数回答可)

1.主催者 2.大学等の教育機関 3.住民等からの募集(公募)

4.民間企業(業者)への委託 5.その他(具体的

検定試験問題作成者については、「主催者Jが84.5%と圧倒的に多い。次いで、「その他J

の24.8%、「大学などの教育機関」の 22.4%である。「その他jでは、博物館等の学芸員や

教育委員会、 NPO、公式テキスト監修者などがある。

N=161 

主催者

大学等の教育機関

住民等からの募集

民間企業(業者)への委託

その他

件数 % 

136 84.5 

361 22.4 

5.6 

15十一
24.8 

。 20 

-• • • 

-24-
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(2)検定試験問題の内容

問 11 検定試験問題の内容について、該当する番号をお選びください。

1.毎回同じ内容である

3.毎回違う内容である

5.その他(具体的:

2.一部分を年度によって変更している

4.複数の内容を使い分けている

検定試験内については、「毎回違う内容であるJが 54.9%と最多であり、次いで「一部

分を年度によって変更している」の 24.1%である。今回調査した検定に未実施のものや今

後の実施が未定のものが多かったため、未記入のものが 33件あった。

後述する「問 19 検定の実施 ・運営にあたっての問題 ・課題」における項目として「問

題作成が負担」の回答率が 35.3%となっているのは、毎回問題を作成している団体が多い

ことが背景にあると考えられる。

N=133 件数 | % 

毎回同じ内容である べ9.8 
一部分を年度によって変更している 32 24.0 

一
毎回違う内容である 73 54.9 

複数の内容を使い分けている 15 11.3 

合計 133 100.0 
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(3)検定試験の実施場所

問 12 検定試験の実施場所について、該当する番号をお選びください。(複数回答可)

1.現地会場 2.他都市会場(都市名

3.インターネット上 4.その他(具体的:

検定試験の実施場所については、「現地会場」が 89.6%と圧倒的に多い。「その他」では、

「回答用紙の郵送Jや「折り込みチラシによる問題配布」などがあった。

N=163 件数 % 

現地会場 1461 89.6 
一伽

他都市会場 9 5.5 

インターネット上 16 9.8 

その他 10 6.1 

。 20 40 60 80 100(%) 

-
園
田

(4)検定試験の事前準備

問 13 検定を受けるにあたって事前に準備するための問題集、参考書や受験対策とし

て実施しているサービスがある場合は、該当する番号をお選びください。(複数回

答可)また、有償の場合は、それぞれの料金を記入ください。

1.公式テキストがある

3.当日、現地での講習がある

5.その他(具体的に ) 

2.事前の公式セミナー ・講習会がある

4.通信教育過程がある

検定試験の事前準備としては、「公式テキストがある」が 77.1%と最多であり、次いで

「事前の公式セミナー ・講習会があるJの37.9%、「その他」の 20.7%である。

「その他」では、自治体や観光協会等が発行している観光パンフレットや地元タウン誌、

ホームページ等での情報公開 ・活用を促しているほか、受験者の要望に応じて参考となる

書籍を紹介しているものもある。

N=140 件数 % 

公式テキストがある 108 77.1 

事前の公式セミナー講習会がある 53 37.9 

当日、現地での講習がある 9 6.4 

通信教育過程がある 2 1.4 

その他 29 20.7 

。 20 40 60 80 100 (%) 
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(5)検定の試験問題・解答の公表の有無

問 14 検定の試験問題 ・解答の公表の有無について、それぞれ該当する番号をお選び

ください

試験問題

試験解答

( 1. 公表する

( 1. 公表する

2. 公表しない)

2. 公表しなし、)

検定試験の問題及び解答の公表の有無については、「公表する」は、試験問題が 57.4%

であり、試験解答が 57.7%である。「公表しない」は、試験問題が 42.6%であり、試験解

答が 42.3%である。

試験問題

N=155 

公表する

公表しない

合計

試験問題

公表しない
42.6弘

件数

89 

66 

155 

% 

57.4 
寸

42.6 

100.0 

公表する
57.4% 

-27-

試験解答

N=156 

公表する
トー

公表しない

合計

試験解答

公表しな
し、

42.3首

件数 % 

90 57.7 

66 42.3 

156 100.0 

57.7帖



3.検定合格者

(1)合格者への特典

問 15 検定合格者への特典について、該当する番号をお選びください。

(複数回答可)

1.認定証、カード、パッチ等の発行 ・配布

2.観光施設や飲食!苫での優待 ・割引や特産品や商品券等の授与

3.フォローアップセミナーや合格者懇談会などへの参加

4.資格認定されたガイドとして従事できる

5.その他(具体的

検定合格者への特典については、 「認定証、カード、 バッチ等の発行 ・配布Jが 93.0%

と圧倒的に多い。「その他」では、参加賞の授与や成績優秀者にはトロフィーの授与のほか、

観光ボランティアガイドとしての観光協会等への推薦や観光口コミ大使への任命、検定を

実施する団体のホームページでの紹介などがあった。

N=157 件数 % 

認定証、 カード、パッチ等の発行・配布 146 93.0 

観光施設や飲食店での優待・害1]引や特産品
← 

や商品券等の授与 35 22.3 

フォローアップセミナーや合格者懇談会などへの参
29 18.5 

加

資格認定されたガイドとして従事できる 14 8.9 

その他 30 19.1 

。 20 40 60 80 100 (%) 

園
園
田
園
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(2)今後導入を検討している特典

問 15

SQ1 検定合格者への特典について、今後導入しようと考えていることがあれば、具

体的にご記入ください

なお、その特典が問 15の 1"'-'4番のものであれば、該当する番号をご記入くだ

さし、。

今後導入を検討している特典については、47件の回答があった。多くの検定で「観光施

設等の優待 ・割引」や「ガイドとしての従事」の導入に向けた検討が行なわれている。そ

の他では、特徴的なものとして次のようなものがある。

・合格者が検定合格を仕事に役立てるようなステッカーなどの配布する

.合格者を周遊型観光事業策定に参画させる

-観光業会等で、合格者の学生アルバイトを優遇するよう働きかける

・観光ガイド、グ、/レメガイドを開発、配布する

・合格者の希望があれば実習生として受け入れてくれる農園を募集する

・検定運営業務(企画 ・立案など)への参画させる

(3)検定合格者を活用した取り組み

問 16 検定合格者を活用した取り組みをご記入ください。(例 :観光ガイドとして活

用しているなど)

検定合格者を活用した取り組みについては、 65件の回答があった。特徴的なものとして

は、次のようなものがある。

-公認、ガイドとして認定し、ツアーガイドに活用している

・大規模な式典を開催する際に駅に設けた臨時案内所で、式典や観光について案内を行っ

ている

・市が開催する出前講座の講師として活用している

-有料観光ガイドとして活用しており、タクシー乗務員は、ルート案内時のガイドで割高

料金を徴収できることとしている
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4.検定の今後について

( 1 )検定実施による効果

問 17 検定を実施した効果について、問 4でお選びいただいた目的ごとに効果の有無

をお選びください。また、効果を実感した具体的な内容をご記入ください。

(複数回答可)

[集計方法]

問4の目的と問 17の効果のいずれも選択している回答のみ有効とした。

検定実施による効果については、「地域や地域資源のPRJが 89.6%と最多であり、次

いで「地域の認知度向上」の 89.0%である。「その他j には、不明や未知数、今後に期待

しているなどがある。

一方、「地域のホスピタリティの向上Jが最も低く 78.7%であり 、その他の割合も 14.9%

と最も高くなっており、効果が実感しにくいものと考えられる。

N 
効果有 効果無 その他

件数 % 件数 % 件数 % 

地域や地域資源のPR 67 60 89.6 1.5 6 8.9 
一

地域の認識度向上 109 ?7」89.0 3 2.7 9: 8.3 
一一 一

地域への愛着や誇りの再認識 103 89 86.4 3 2.9 11 10.7 

地域の歴史ー文化の伝承 78 67 85.9 3 3.8 8， 10.3 

観光振興に係る人材育成 67 55 82.1 4 6.0 8 11.9 

地域のホスピタリティの向上 47 37 78.7 3 6.4 7 14.9 

他

%
の
9

そ
8
m
J
 

の
一
源

一

資

一

域

一

地

一

や

一

域

一

地 地域の認知度向Y
一一 」 その他

効果無
8.3% 

1.5弛
効果無

2.7% 

効果有

89.0% 

効果有

89.6弘

nu 



地域への愛着や誇りの再認識

その他

効果無

2.9首

観光振興に係る人材育成

その他
11.9%¥¥ 

効果無

6.0帖

効果有

86.4弛

82.1% 

地減の歴史・文化の伝承 1

その他

効果無

3.8百

地域のホスピタリティの向上t

その他
14.9% 

効果無 /

6.4首

効果有

85.9帖

効果有

78.7目

また、問 4で目的として選択した検定のうち、「効果有jと回答のあったものの割合であ

る目的の「達成率Jは、「地域の認知度向上jが 78.9%と最多であり 、次いで「地域や地

域資源のPRJの 75.0%である。目的の達成率でも、やはり「地域のホスピタリティの向

上」が最も低い 57.8%である。

目的 効果有達成率
(件) (件) (%) 。 20 40 60 80 100 (%) 

地域の認識度向上 123 97 78.9 

地域や地域資源のPR 80 60 75.0 
ー→ 1 

地域への愛着や誇りの再認識 123 ~ 72.4 
一一地域の歴史・文化の伝承 ~2 1 

観光振興に係る人材育成 85 64.7 

地域のホスピタリティの向上 64 37 57.8 

効果を実感した具体的な内容のうち特徴的なものについては、次のとおりである。

①地域の認識度向上(回答数 51件)

・キャラクターを募集したら、全国から予想以上の応募があった

-受講者から異口同音、目からうろこの連続であったと絶賛されている
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. r地域=検定」という認識度が上がり 、新聞等のメディアに取材される機会が増え

た

②地域への愛着や誇りの再認識(回答数47件)

-検定問題が小中学校の副読本として活用されている

.問題集が約 200冊売れている

-親子での受験者も多く 、後で答え合わせをしている姿を多数見受けられた

③地域の歴史 ・文化の伝承(回答数 34件)

-地域の伝統野菜を食べてみたいとの声や両親の出身であり懐かしかったとの声など、

様々な声が聞かれた

-検定を機会に、初めて地域の農産物の歴史を学んだという声が多かった

④地域のホスピタリディの向上(回答数 26件)

・合格者が自主的なガイド、活動を行っている

・観光関連事業者の観光客への対応意識が改善された

⑤観光振興に係る人材育成(回答 37件)

・検定をきっかけとして得た知識を観光ガイドとして活用したいという要望が多くある

・一部ではあるがボランティアガイドへの意欲がみられる

-合格者の中で希望者がボランティアガイドの組織を結成

⑥地域や地域資源のPR (回答数 39件)

.受験者の半数以上が県外からである

・この検定の発端は地域や特産品等の紹介であり、現地を訪ねる人が増えている

⑦その他(回答数 19件)

-地元 FM局とタイアップ、県内全域を対象の長期イベン トの実施に繋がった

.市内小中学校に問題を配布郷土学習資料として活用されている

-中級認定を望む声や、新情報の提供が多く寄せられている
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(2)年間総事業費(人件費を除く。)

問 18 検定の運営にあたっての年間総事業費(人件費を除く 。)をご記入ください。

なお、金額は概算で結構です。

昭和 ・平成( )年実施分 年間事業費( 千円)

SQ1 事業費の財源の内訳のうち次の4つをご記入ください。なお、金額は概算で結

構です。

受験料収入( 千円) 実施団体の負担金( 千円)

講習会やテキスト収入( 千円) 共催団体等の負担金( 千円)

年間総事業費については、 11，000千円未満j が41.0%と最多であり、次いで 11，000'"'-'

2，999千円」の 28.8%、13，000'"'-'4，900千円」の 10.8%であり、 5，000千円未満が 8割以

上となっている。5.8%あった 10円」の回答は、別事業で組んでいる予算の一部を活用す

るといった背景から、実際の事業費を算定できないためである。年間総事業費の平均は、

2， 737千円である。

年間総事業費の最も高い検定は 30，000千円であり、次いで 25，000千円、 20，000千円で

ある。金額は概算でよいことと したため、切りのいい数字となっているものと考えられる。

費用の高い検定は、 l回の受験者数が多いものや複数の会場で、試験を行っているもの、

複数の受験区分を設定しているものである。その他では、インターネットの検定システム

を整備したため、回答のあった年度のみ事業費が大幅に増えた検定もあった。

N=139 件数 | % 

10，000千円以上 111 7.9 
一一一

5 ，000~9 ， 999千円 8 5.8 
ト

3 ，000~4 ， 999千円 15 10.8 

1 ， 000~2 ， 999千円 40 28.8 

1，000千円未満 57 41.0 
寸

0円 8 5.8 

合計 139 1000 

平均 2，737千円

10，000千円以
上

7.9覧
5.000-9.999 
千円

5.8% 
0円

5.8% 

3，000-4，999 
千円
10.8% 

1，000千円未
満

41.0弘

1.000-2.999 
千円
28.8首

円

t
u



(3 )検定の実施・運営にあたっての問題・課題

問 19 検定の実施や運営にあたっての問題 ・課題について、該当する番号をお選びく

ださい。(複数回答可)

1.運営面での人手不足 2.予算がない

4.受験者数が伸び悩みゃ質の低下

6.検定のPR手法 7.問題作成が負担

3.会場の確保が困難

5.合格者の活用方法

8.その他(具体的:

検定実施 ・運営にあたっての問題 ・課題については、「合格者の活用方法j が 56.2%と

最多で、次いで「検定のPR手法Jの51.0%であり、ご当地検定では、 管理運営以外の部

分で苦慮している団体が多い。

N=153 件数 | % 10 20 40 60 (%) 

運営面での人手不足 401 26.1 

予算がない 51 

会場の確保が困難 10
1 

受験者数が伸び悩みゃ質の低下 50 

合格者の活用方法 86 

検定のPR手法 78
1 

問題作成が負担 54 

その他 51 -3.~・
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(4)今後の取り組みの方向性

問20 今後の取り組みの方向性について、該当する番号をお選びください。

1.新たな検定の企画、開発を行っていく予定

2. 新たな企画、開発は行わず、既存の検定のさらなる発展、活性化を目指す

3.これまでどおり 実施していく

4. 既存の検定の見直し、改革(改善)を行う

5. 既存の検定の中止、廃止を検討している

6. その他(具体的

今後の取り組みの方向性については、「新たな企画、開発は行わず、既存の検定のさらな

る発展、活性化を目指す」が 40.4%と最多であり、「これまで通り実施していく」の 18.4%

と合わせて、約 6割の検定が既存の検定を活用していく方向性を示している。

一方で、「見直し、改革Jが21.3%、「中止 ・廃止j が1.4%であり、約2害IJの検定が中

止等を考えている。

「その他」では、ボランティアやNPOを中心とした運営組織への移行や様々な検定が

実施されることを期待しているなどがあった。

Nニ141 件数 % その他
新たな検定の企画、開発を行なっ

既存の検定
の中止、廃 5.0% 新たな検定

19 13.5 
ていく予定

寸
新たな企画、開発は行なわず、既存の検

57 40.4 定のさらなる発展、活性化を目指す
十

止を検討
の企画、

1.4覧/簿・三 開発

既存の検定
13.5弛

これまでどおり実施していく 26 18.4 の見直し、改
革

既存の検定の見直し、改革を行う 30 21.3 21.3% 
新たな規格

既存の検定の中止、廃止を検定し
2 1.4 

ている
既存の検定
のさらなる発

一一一一一ー

その他 7 5.0 18.4首
展、活性化
40.4% 

合計 141 100.0 
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( 5 )その他、意見・感想

問21 その他、ご当地検定の特徴的な取り組みやご意見、ご感想などございましたら、

ご記入ください。

その他、意見 ・感想、については、 53件の回答があった。特徴的なものとしては、次のよ

うなものがある。

①特徴的な取り組み

・当方の検定では、最終的に中心市街地の活性を目的としているが、地域の偉人や地域

名をキーワードとすることで、広く周辺地域の関連団体等と連携して行うことができて

いる

・県内観光施設や文化施設、地元産品を扱う飲食庖や物販庖を対象にスタンプラリーを

実施し、その得点が検定の得点に加算される

・試験のみではなく、現地をパスツアーでめぐり楽しみながら受験してもらっている

・rYahoo!みんなの検定j にオフィ シヤル出題者として開設している

-市民が(全くのボランティアとして)手づくりで企画、運営し、且つ単なる筆記検定だ

けではなく実地検定まで実施し、その結果が行政の政策 ・施策に(直接)反映される検定

となっており、マスコミ等にも評価されている

・温泉地の検定として、地元講師障によるセミナー「検定直前温泉合宿」を旅館におい

て開催し、温泉街の街歩きや入浴など、温泉を満喫しながら検定を受けることができる

②意見 ・感想

・当方の検定は、各地で既に実施されている「観光ガイド検定試験」の枠を超えたもので

あり、「ひとづくり」はもとより「まちづくり」や「地域を誇る文化の醸成Jを組み込ん

だ、プログラムにより、地域の歴史や文化などに対する幅広い知識を有し、地域に誇りを

抱く市民や産業人の育成を目指していくものである

-当方の検定は「おもてなしJと「ホスピタリテイJに力を入れており、他のご当地検定

とは違うと認識している

-地域内で一通り希望者が検定に受かつてしまうと受験人数の減少により運営が厳しく

なると思われる

・実施に先立ち県をはじめ関係団体に支援、協力要請を願ったが門前払いだ、った

.本格的なテキストの販売の拡充により経費を黒字化したい

-小規模な自治体では出題、受験者ともに限りがあり、継続して実施するのは困難な状

況となっている

-受験者減少傾向の対策が課題となっており、他の検定の対策を知りたい

q
d
 



第2章事例調査





1 事例調査の実施概要

(1)調査目的

事例調査については、アンケー卜結果等により、先進的な取り組みをしている次の 6

つの検定を調査した。

No ご当地検定名 主催者 地域

① 函館歴史文化観光検定 函館商工会議所 北海道函館市

② 小田原まちあるき検定 小田原まちあるき検定協議会 神奈川県小田原市

金沢検定 社団法人金沢経済同友会

③ 一一一一一一一一一暢岨回一一“一--一一一一一回ー目-----軸叩町曹司噌ー----一一一一一回目白-----併円山....._-------・MドH伊甲山崎憎--岨岨岨岨柚.山・ー・山崎----時句ー____0"_-円山町村 金沢市

ジュニアかなざわ検定 ジュニアかなざわ検定実行委員会

④ 
明石・タコ検定委員会、明石中心市街地ま

明石 ・タコ検定 兵庫県明石市
ちづくり推進会議、明石商工会議所

⑤ 津山まつり ・だんじり検定 津山だんじり保存会館 岡山県津山市

⑥ 熊本 ・観光文化検定 熊本商工会議所 熊本市

⑤津山まつり・だんじり検定

③金沢検定

ジュニアかなざわ検定

①函館歴史文化観光検定

②小田原まちあるき検定

⑥熊本・観光文化検定

グ
申
注

・・品
侠2
0
 

ゐ
f
.
0

石明④
 

a 

'011 〆
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函館歴史文化観光検定(はこだて検定)

一ご当地検定の概要一

l. 概要

函館の街に関する歴史 ・文化 ・産業 ・地理 ・人々の暮らしなどの学習を通じて街へ

の愛着や誇りを再認識して頂き、函館の魅力を観光客や全国の方々へおもてなしの心

をもって紹介できる人材を育成することを目指して実施している。

2. 主催団体

函館商工会議所

3.協力団体

函館市、社団法人函館国際観光コンペンション協会

4.開始年月日

平成 19年 3月

5.試験区分

2区分(初級、上級)

6.受験料

初級 3，000円、上級 5，000円

7.公式テキス ト

はこだて検定公式テキストブック 2，100円

8.実施状況

初級実施年月 実施回 受験者数(人)

平成 19年 3月 第 l回 907 

平成 19年 11月 第 2回 297 

平成20年 11月 第 3回 480 

合格者数(人)

722 

83 

132 

合格率(%)

受験者数(人) I合格者数(人) I合格率 (%)

79. 6 

27.9 

27. 5 

上級実施年月

平成 19年 11月

平成20年 11月

219 I 5 I 2.3 

75 I 16 I 21. 3 

[取材協力]函館商工会議所地域振興課 検定風景

左から永津大樹さん、黒川 宣之さん
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一共催・後援等の自治体についてー

ぴ

函館市

1.北海道函館市の概要

. . 

北海道函館市

面

人

積 677.92k ni 

口 294，264人

(平成 17年度国勢調査)

函館市は、渡島半島の南東部に位置し、東 ・南 ・北の三方を太平洋 ・津軽海峡に固

まれ、西は北斗市 ・七飯町 ・鹿部町と接している。

観光客の入込み数は年間 4.818千人(平成 19年度)にも達するなど、全国でも屈指

の観光都市である。また、認知度や魅力度など全63項目から評価された地域ブランド

調査(株式会社ブランド総合研究所)においても、平成 20年度には全国第2位の都市

に選ばれている。

2.所管課

函館市観光コンペンション部観光振興課

3.地域資源

・観光資源:函館山からの夜景、湯の川温泉、特別史跡五稜郭跡 など

・農林水産物:イカ、ウニ、ガゴメ、ゴッコ、ドンコ など

4.地域振興事業

函館開港 150周年記念事業など

函館山からの夜景 函館のイカ
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1 函館歴史文化観光検定のはじまり

(1)ホスピタリティの向上に向けて

「平成 15年頃、商工会議所にできたばかりの青年部が中

心となって、今後の函館に必要なことは何か、どうしてい

けばいいのかといったことをソフトとハードの両面から

日々活発な議論をしていた。Jと当時を振り返るのは、函館

商工会議所の黒川氏と永津氏だ。

当時の函館市は、接客サービス業者の応対マナーの悪さ

が指摘され、あわせて観光客の減少も危倶されているとこ

ろであった。青年部の会長が旅館の経営者であったことも

あり、地域のホスピタリティの向上が重要であるとの認識

で一致し、業者の接客サービスの向上や改善に効果のある

対策を模索することとなってし、く。

そんな頃、同じくホスピタリティの向上に取り組もうと

していた函館市が観光基本計画を策定し、経済界と行政の

赤レンガ倉庫群

双方で検定の実施に向けた話が一気に盛り上がり、平成 18年度の実施に向けて動き始める

こととなった。また同時に、商工会議所では、笑顔のある地域づくりやおもてなし向上を

目的としたスマイルキャンベーン運動

も開始している。地域の事業所を巻き

込んだこの活動は、現在でも続けてい

る。

このように、函館歴史文化観光検定

は、商工会議所を始めとする経済界側

の熱意と市の後押しによって実施され

ることとなった。

(2 )観光基本計画とは

函館市では、平成 16年から 10年間

の計画である函館市観光基本計画を策

定している。観光振興はもちろんのこ

と全ての人々が函館を楽しむことがで

きるまちづくりを目指すものであり 、

「観光文化のあるまち ・函館~住むこ

と、訪れたことが自慢できるまちづく

り」を基本理念として、5つの基本方

t 自由の「観光文化都市」づくり
全ての人に自由な活動の機会を提供できるまちづくり

-観光客も、市民も 全ての人に観光都市・函館を姦しんでいただけ
るよう、受入11嶋などを聾備します.

2 自主の「観光文化都市Jづくり
自らがまちの魅力を男児・発錨し、箇れるまちづくり

.市民との協働による慎光冒沼町発見・再構第・創出などを通じ、地

域が一体となって函館観光の魅力を高品ます。

3 自立の「観光文化都市」づくり
簡に観光領興を軍司障し、経済的な自立を目指すまちづくり

.観光掻輿による一層の経溝浪及を目指すた晶、さらなる観光客概致

に努晶るほ也¥観光貨車・サービスの付加価値在高めます.

4 自律の「観光文化都市」づくり
まちの f員jIζ箆づ膏、 riEJへと転自由・発展していくまちづくり

-函館聾光町問題点を正面から見極え、全市民が協.してその解決に
向けた凪り組み在庫闘していきます.

5 自発の「観光文化都市」づくり
ずっと住んでいたい・また行者たいと思えるまちづ〈り

-市民I~ r量古れるJ まち‘観光客にとっては r~;::がれJ のまち
身近な空閣の糞化などを通じて、そんなまちを創出していきます.

函館市観光基本計蘭-5つの基本方針一
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針を設定し、基本方針達成のために施策の基本方向が決められている。

基本方針のうちの一つが『自発の「観光文化都市jづくり』であり、施策の基本方向を

ホスピタリティとサービスの向上とし、すべての市民がガイドとなっておもてなしが出来

る様なまちづくりを目指す市民総ガイド化計画に取り組んでいる。

2 検定の運営

(1)商工会議所が主催者、市と観光協会が協力団体

函館市の観光振興については、市役所や社団法人函館国際観光コンペンション協会(以

下、観光協会という。)に商工会議所を加えた 3者が一体となって行っている。当初、検定

試験の運営方法については、協議会形式が良いのではなし、かという意見が出されるなど議

論が交わされたが、最終的には商工会議所が主催者となり、リスクを負担する代わりに運

営の収入を得るということで決着することとなった。年間に数多くの検定試験を運営し、

ノウハウを持っている商工会議所が運営すれば、新しく組織を立ち上げるよりもスムーズ

に実現出来るのではなし、かという意見が大勢を占めたからでもある。ここで問題となって

くるのが、観光業者以外の商工会議所の会員である。一見、 ホスピタリティの向上を目的

とし、観光を中心とした検定を主催することに異論も出そうなものであるが、観光都市で

あるという下地もあって異論なく進めることができたとのことだ。

現在この検定に関わっているスタッフは、兼務の担当

者が l人とテキストの販売等の庶務の担当者だけであ

る。立上げの時には多くの時間を要し、問題作成や採点、

集計等を外注しておらず、他の検定よりも余分に時間を

要しているのではなし、かとはいうものの、既に 3回実施

したこともあり、実働日数は、 年間 30"""-'40日程度と大

きな負担となっていないとのことだ。

また、はこだて検定=商工会議所ということで、商工

会議所の活動がこれまで縁のなかった一般市民にまで

広まり、地域との距離が今まで以上に近くなったなどの

メリットもあった。

函館市や観光協会は、公式テキス卜の作成の際に負担

金を出し、検定の実施の前後で開催する協力機関連絡会

議に参加し、意見を出し合うことなどで協力している。

( 2 )持続可能な検定運営を目指して

はこだて検定公式テキストブック

今回当センターで実施したアンケート調査では、ご当地検定の受験者数は受験回数が進

むにつれて減少している検定が多く、受験者数の確保を課題として上げている検定が多い
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とし、う結果であった。

この検定でも初回から第 2回にかけて受験者数が大幅に減

少している。この結果に、主催者としては、当初から想定し

ていたことであるという。マーケットが地域に限定されてい

る中で、持続可能な検定にしていくことを当初から考えてお

り、初級の第 2回から第 3回では、 297人から 480人と増加に

転じている。これは、市立函館高校の 1年生が北海道の教育

委員会に認定された函館学という地域を学ぶ授業の集大成と

して受験することとなったためで、青少年の郷土教育にも活

用して欲しいと考えていた主催者が高校側と連携体制を取り、

受験料の割引やテキストの寄贈といった優遇措置を設けるな

ど、受験しやすい仕組みをつくった結果である。また、合格

カードに合格回数を表示し顕彰する「合格回数積算表示制度j

を実施し、受験者数の l割程度のリピーターの確保にも成功している。

八幡坂

公式テキストは市内の多くの書庖で販売されている。これまでに 6，000冊以上も売れて

おり、検定の実施は収益事業となっているが、赤字運営に転落しないように経費節減にも

取り組んでいる。また、テキストの販売数からマーケットは十分にあることが分かつてお

り、販売数がこれまでの受験者数よりも多いため、受験者予備軍が多数いるのではなし、か

と主催者は考え、受験者の更なる掘り起こしに取り組むこととしている。

(3 )問題作成や事前講習会は難しい

この検定の問題は、各分野の先生からなる作問委員会から出された素案を主催者で編集

し、作成されている。バラエティに富んだ分野、先生が多いため、時には先生の想い入れ

が問題となって出てくることがあるのだといい、先生にとっての常識と一般の常識、受験

者の興味関心や観光に必要なことと先生が知っておいて欲しいレベルについて、バランス

を取ることが主催者の役割であり、難しいことであるとしづ。事実、合格率が 2.3%という

超難関であった初回の上級試験の際には、あんなに難しいものを受けても仕方がないとの

意見が多くあり、翌年の上級試験の際には、受験者数が大幅に減少する結果を招いたこと

は、その後の反省材料ともなっている。

出題する分野でも、様々な問題点がある。受験者にとっては、観光に関する検定との意

識が強いが、検定名のとおり歴史や文化も含め、幅広く函館を学ぶことや、自分自身の価

値向上を図ることで、もって地域の価値を上げよ うという提案をしている検定であるため、

観光関連企業の従事者が検定を受けた際に、「仕事に関係ない問題が多いのではなし、か。j

との苦情が寄せられることもあった。苦情に対しては、聞き入れるべき妥当な意見は取り

入れないといけないと思っているが、検定の本質に関わる部分では毅然とした対応も取ら

なくてはいけないと主催者では考えている。
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また、初回の検定試験の前には、商工会議所主催の講習会も実施した。講習会は検定問

題の出題傾向を教えるもので、はなかったため、募集の際にもそう調っていたのだが、講習

内容に対する苦情が多く寄せられた。この理由を検定と講習会の主催者が同じであるから

だと考え、 2年目はNPOに委託し、開催したが、苦情の内容は同じであった。また、受験

者が想定を超える 1，000名以上となった初級の第 l回検定では、講習会の定員がオーバー

し、受講できなかった人からも苦情を受けることとなった。「試験対策と銘打てば、受講出

来ない人から不利ではなし、かと文句が出る。試験対策ではないと銘打てば、受講内容が試

験内容と関係しないため、受講の意味がなかったと文句が出る。主催者が何のために講習

会を行うのか、コンセプ トを明確にし、十分な説明をする責務があるのだろう。」と主催者

では考えている。

(4)合格すれば

検定を初めて実施した際には、検定に合格してもメリットがないとの批判が多く寄せら

れた。現在では、合格者認定グッズの購入権の付与などの特典が用意されており、今後も

博物館など、社会教育施設での割引や優待などが検討されている。主催者としては、当初

から用意できれば良かったとの考えもあるが、単に優待割引制度を設けるだけでお茶を濁

したくないと思っていたという。

今年度からは、主に合格者を対象とした「観光ホスピタリティ講演会」を市と観光協会

との 3者で実施しており、検定試験と連動し、更に観光ホスピタリティについての造詣を

深めることができることとなっている。また、観光に関する行政関係者やまちづくり関係

者との交流や上級者同士の交流を目的として上級合格者の集いを開催するなど、上級合格

者をピラミッドの頂点として、上級合格を目指している人や初級合格者といったカテゴリ

ー別にどのようなサービスやインセンティブを提供していくことが有効なのか考えていく

こととしている。

3 検定実施後

(1) 3回実施して

全国のご当地検定の中には、ある程度収益を上げれば良いと考えて実施している検定も

あると聞いているが、この検定では、当初から観光基本計画や自分たちのまちづくりを今

後どのようにしていくかをベースにする検定であるため、 3年や5年で終わらせるようなこ

とは考えていないのだと主催者では考えているという。

最近では、合格者の自主的な活動が広がりつつあり、合格したタクシードライパーを紹

介したタクシー会社のホームページの出現や、銀行で順番待ちをする際の呼び出しカード

への検定問題の掲載、超難関であった初回上級試験合格者によるハイレベルな模擬試験の
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実施、北海道教育大学のゼミにおける小学生向けのワークショップの題材としての利用な

ど、主催者でアプローチをしなくても、色々なところからアイディアが寄せられている。

これは、主催者が検定問題の利用希望があれば、原則として認める方針であることが一つ

の要因であると考えられる。

一方、検定を始めて 3年目となった今日では、話題づくりとしての部分では随分落ち着

いてきている。地元新聞社などからは、検定の広告を出さな

し、かという問い合わせがあるそうだが、平成 19年度からは路

面電車の中吊りに検定問題を出すなど、毎年 lつは新たな取

り組みをし、それを記事にしてもらうことで広告費をかけな

いPR方法をとるなどの工夫も始めている。

主催者にとっては、検定を通して、これまで関わりのなか

った人々と交流することととなり、これまでに受けたことの

ない種類の苦情を受けるなどの苦労もあったが、それらの

人々との接点ができるなど、得るものも大きかったのだとい

う。知識が豊富な年配者の場合は、本人自体が検定問題とい

うべき方もいたとのことだが、充実感もあったという。また、

ご当地検定は、主催者が日々行っている日本商工会議所等が

システマティックに行っている検定と違い、地域独自のノウ

路面電車

ハウを蓄積することができ、この経験は他の事業でも生かせるものとなっているとのこと

である。

(2 )交流の手段として

主催者である商工会議所としては、青函地域での連携を更に促進していきたいと考えて

いる。まずは、検定の合格者の相互乗り入れの制度に関する検討するため、青森 ・函館地

区を主体に東北 ・北海道地区の検定組織による連絡会議を開催したいと考えている。

また、企画段階とのことではあるが、平成 21年度は函館開港 150周年であり、同じく開

港 150周年の横浜で、記念事業として試験会場を設けたいと考えている。 これは、横浜で

の開催を望む方からのメールによって企画されたことであり、横浜で開催すれば、首都圏

からのニーズは十分にあると主催者では考えている。

(3 )今後の課題

主催者は、検定によって地域を学んだ人々をどうにか地域のエネルギーに変えていけれ

ばと思っている。意欲のある人達が活躍するための次のステップ作りが課題となっている。

また、今後持続的な仕組みとしていくためには、人事異動等による後任問題がある。担

当者が変わらず関わっていくことはできないため、どのようにノウハウを引き継いでいく

か、難易度の調整をはじめとする品質保証をしていくかが課題である。いずれも、 3回ゃっ
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て初めて見えてきたところでもあるため、担当が変わっても維持していけるものとしてい

かなければならない。また、現在の検定制度は、担当者の人脈により倉Ijり上げられた部分

も大きいため、今後、例えば作間の先生方との関わりについて、担当が変わっても安定し

て運営できる仕組みづくりも課題となっている。
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小田原まちあるき検定

-ご当地検定の概要一

1.概要

小田原を目で、耳で、舌で学ぶ体験型の検定である。午前は、ガイドの解説付で、小田

原の老舗 ・名所旧跡をまちあるき。お昼は小田原のご当地グルメを賞味し、午後はまち

あるき したからこそ分かる検定問題で腕試をし、最後にご当地のお土産を持ち帰るとい

う、楽しみながら地域を学ぶことを目的に実施している。

2. 主催団体

小田原まちあるき検定協議会(小田原箱根商工会議所 ・NPO法人小田原まちづくり

応援団 ・NPO法人小田原ガイド協会)

3. 開始年月日

平成 19年 11月

4.試験区分

特になし(ただし、試験後の成績評価は 3区分で表彰する。)

5.受験料

3， 500円(検定まちあるきツアー料金 ・検定受験料 ・テキス 卜代・保険料を含む。

但しテキスト不要の場合は 2，500円)

6.公式テキスト

小田原まちあるき検定指南帖(ガイドブック)2，000円

7. 実施状況

実施年月 実施回 受験者数(人) 合格者数(人)

平成 19年 11月 第 l回

平成 20年 3月 第 2回

平成 20年 5月 第3回

平成 20年 10月 第4回

曹司.

d 司
[取材協力]小田原箱根商工会議所

左から山田 洋子さん、小林大悟さん

46 

84 

72 

49 
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一共催・後援等の自治体についてー

ぶ:二三

:神奈川県小田原市

:面積 114.06k rrf 

j人口 198，741人

(平成 17年国勢調査)

.•••..••••.••••..••••. ・ ・"..........・・・・".....

1.神奈川県小田原市の概要

小田原市は、東京から約 85Km、神奈川県の南西部、相模湾に面した足柄平野に位置

し、西側の箱根山塊と東側の曽我丘陵に包まれた地形にある。相模湾に面する南部で

は、小田原漁港を拠点として水産業が盛んで、ある。観光客数では、平成4年の 542万

人をピークに減少していたが、近年増加傾向にある。

2. 関係所管課

小田原市企画部企画政策課

3. 自治体内にある地域資源

[名所 ・旧跡]小田原城士止公園、 石垣山一夜城歴史公園、二宮尊徳生家 など

[特産 ・地酒]かまぼこ、ひもの、梅干し、寄木細工、漆器、清酒智恵袋 など

4.地域振興策とご当地検定

総合計画「ビジョン21おだわらJ(H10)では、「明日の 1000年都市」をキャッチフ

レーズに、未来に生きる子孫に夢と希望あふれる小田原を残すための具体的な政策提

言のためのシンクタンク「小田原市政策総合研究所」を平成 12年に発足。市民参加型

の手法をとりいれ、その年の研究活動がきっかけとなり、 NPOの発足、「小田原まちあ

るき検定j の誕生へと続く。

一時
〆
M
a
一

一

ゆ

J

号
一

小田原城 小田原市街
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1 小田原まちあるき検定のはじまり

(1)検定のきっかけ

小田原まちあるき検定は、小田原箱根商工会議所・NPO法人小田原まちづくり応援団 -

NPO法人小田原ガイド協会の三者による小田原まちあるき検定協議会で運営している。

NPO法人小田原まちづくり応援団(※1)は、主要なメンバーが東海道小田原宿千年

蔵構想に携わり、フィールドワーク ・地域資源に精通していた。平成17年度に、神奈川県

の相模湾沿岸地域の魅力を高める構想づくりモデ‘ル事業に採択されたことから、地域資源、

を発信 ・活用するためのプログラムとして、まちあるきとご当地検定を融合させた 「アカ

デミー」を提案したところ、神奈川県 「さがみ湾文化ネットワーク構想」に盛り込まれた。

その結果、平成18年度には、 「相模湾アカデミー」事業に採択され、小田原版の事業を

「小田原まちあるき検定」と名づけ、検定に必要なガイドブックの作成を進めるとともに、

模擬検定を行うなど、ノウハウの蓄積に努めた。その問、平成19年度からの「小田原まち

あるき検定」実施を目指し、小田原箱根商工会議所に協力を要請した。同所でもガイドブ

ックの作成を計画していたため、独自に他地域のご当地検定を調査したところ、ご当地検

定にまちあるきを組み合わせる事例が無いことから、小田原ならではの独自性が確保でき

るとの判断から協力することとなった。

また、まちあるきガイドに豊富なノウハウを蓄積している、 NPO法人小田原ガイド協

会(※ 2) にも協力を呼びかけ、平成19年2月に三者で協議会を設立することで合意、約半

年の準備期間を経て、平成19年11月に第l回小田原まちあるき検定を実施した。

※1 NPO法人小田原まちづくり応援団

小田原市政策総合研究所の平成 12年度研究報告に、公募市民研究員が主体的に係わった

「東海道小田原宿千年蔵J構想、がある。研究は、まちの地域資源を洗い出す微密なフィー

ルドワークと多様なメンバーとの徹底した意見交換をもって行われた。参加者には、この

経験が市民活動参加への一層の弾みとなった。この時の主要なメンバーが、「東海道小田原

宿千年蔵」構想、を自分達でできる事は自分達で、やってみようとする思し、から、平成 16年に

rNPO小田原まちづくり応援団」を発足させる。

※2 NPO法人小田原ガイド協会

小田原市では、平成 6年度に「おだわらシルバー大学Jを創設する。その受講コースに

は、ボランティアガイドに必要な知識 ・技術の習得を目的とした歴史観光コースがある。

カリキュラムは、履修期間 3年で、一般教養 29回 ・専門科目 91回併せて 120回 ・240時間

と専門性を重視した講義内容となっている。修了後のボランティアガイドとしての活動の

場は、平成 18年に誕生した NPO法人小田原ガイド協会(登録者は現在約 100人)が中心と

なる。NPO法人小田原ガイド協会では、独自の企画ガイドコースをもって希望者の随行ガイ

ドを実施するほか、 「小田原まちあるき検定」のガイドとしても参加協力する。
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(2 )実施主体の概要

運営の基本は三者の合議によるものである

が、大まかな役割分担を説明する。まず、「小

田原まちあるき検定」の社会的信用を強化す

る意味で、協議会の事務局を小田原箱根商工

会議所が担当するとともに、検定事業の収支

管理、昼食や土産物の調達調整、試験会場の

提供を行っている。 NPO法人小田原まちづ

くり応援団は、ガイドブック「小田原まちあ

るき指南帖」の作成、地域資源、の洗い出しゃ

/レート設計、検定当日の進行管理などを担当。

午前の市内めぐり

NPO法人小田原ガイド協会は、当然ながら検定の重要な役割であるガイドであり、地域

資源の洗い出しやノレート設計である。

商工会議所では取材協力いただいた小林氏 ・山田氏のお二人で連絡調整、参加受付、マ

スコミ対応、予算管理など全てを対応している。小林氏は 「予算が無いので苦労もするが、

参加者 ・リピーターとの出会いなど回を重ねるごとに楽しみもある。集合場所で参加者の

皆様を待っていると、突然知らない方から小林さーんて声をかけられたりするのですが、

実はリピーターの方だ、ったりとびっくりさせられることもしばしばJと喜びを語る。

2 検定の運営管理・特徴

(1)主催者の思いが一つ

実施にいたったきっかけは前述のとおりであるが、根本には自分達の町を知ってもらい

たいとする共通の意識がうかがえる。商工会議所は、消費者にまちを知ってもらいたい。

NPO法人小田原まちづくり応援団は、フィーノレドワークにより再認識した地域資源の素

晴らしさを多くの市民と共有し活用していきたい。NPO法人小田原ガイド協会は、歴史

あふれる郷土を多くの人に知ってもらいたい。このような三者の思いがーっとなって検定

を成功に導いている

(2 )問題やテキストの作成方法。

小田原まちあるき検定の問題やテキストは、前述のとおり 三者の合議により決定する。

地域資源の豊富な情報を有するNPO法人小田原まちづくり応援団と、郷土史とまちある

きのガイド経験豊富なNPO法人小田原ガイド協会のノウハウ、そして関係各機関との調

整役である小田原箱根商工会議所が、過去の参加者の意向なども参考にしつつルート設定、

回覧ポイントの説明内容、昼食メニューの選定、土産物等それぞれが得意とする分野の情
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報を出し合い協議により取り決めている。

テキストとなる「小田原まちあるき指南帖」は、第

l号「海岸 ・宿場界隈の巻」、第2号「板橋 ・歯}併界

隈の巻Jまで発行している。作成目的は、これを片手

に街中を散策してもらう事である。そのため、背広の

内ポケットやGパンの尻ポケット、鞄やリュ ックのサ

イドポケットなどでの携行を考えてスリムなA4縦 2

つ折の異形サイズとなっている。紙面上段 1/4に地図、

残りを問題3聞が均等に配置され、裏面に同じレイア

ウトで回答が紹介されている。地域資源、を見間違わな

いように極力写真等が添付されており、 一人歩きでも

問題はなさそうだ。第2号「板橋 ・西海子界隈の巻j

(本文 68頁)では、板橋界隈コース、早川|から西海子

界隈コースが紹介され、それぞれに 45の設問が記載さ

れている。

実際の検定参加にあたってテキス卜の購入は自由だ

が、ガイドもこのテキストを基に説明するため殆どの

参加者が購入するとのこと。余談であるが、 地元のタ

クシー会社からも、観光客を乗せた際にガイドブック

を見せるだけでも喜ばれると隠れた評判となっており、

そこそこに引き合いがあるとのことだ。

(3 )検定の実施方法

何といっても特徴は、五感で楽しむ検定方法である。

この検定は概ね4""'-'5時間を要するものであり、流れと

しては、次のとおりだ。

参加者は指定の場所で現地集合

→10人程度のグループに分かれて

テキスト片手にガイドさんの解説を

聞きながら 2時間程度のまちなか見

学(時には地元住民によるサプライ

ズイベントも)

→地元ならではのグルメと関係する

ミニ講習会で、昼食 ・休憩

テキスト第2号

→午後に検定試験を実施、3択50問、 保存会&松原神社総代の木遣り歌(サプライズイベン ト)

問題はテキストばかりでなく、 当日

のガイドの説明や昼食、昼食時のミニ講習会からも出題
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→その場でで、採点 .検定認定バツチの贈呈(その日の成績上

位者 l印0%に“二宮尊徳級(黄色)"¥、続く l叩0%に“北原白秋

級(青色)γ"¥、そのほか全員に“弥次喜多級(白色)γ"

→参加者全員に当たる土産抽選会後、解散となる。

(4)予算

事業は、参加者収入の範囲で遣り繰りしているとのこと。
弥次喜多級検定パッチ

これは、関係者の多くが無報酬で、商工会議所の協力により事務局経費も無料であるため、

当該イベント実施に要した経費は、ほとんど参加者負担金で賄われたということである。

なお、まちづくり活動への理解もあり 、食材や土産物も関係者の協力でコストは随分と抑

えられている。つまり 、小田原まちあるき検定は、関係者の理解、協力なくして成り立た

ない事業である。

(5 )検定のPR方法

前述のとおり予算が少ないため、関係機関の協力が主となる。小田原市の広報誌、地元

新聞やタウン誌のほか効果的なのがコミュニティ FMの利用である。第2回目の検定でF

Mヨコハマが、第3回ではFMおだわら ・FM湘南ナパサのレポーターによる参加者の声

など検定の様子を紹介したことで、視聴者からの問い合わせが増加するという効果があっ

た。第 4回ではコミュニティ FMにかかるプレスリリ ース範囲を広げた結果FM5局、 う

ち l局は静岡県下の放送局の協力を得ることができた。実際に静岡の視聴者の参加もあっ

たという。

(6 )受験者

受験者数は、第 l回46人、第 2回84人、第 3回 72人、第4回49人と推移している。4

回目の落ち込みは、毎回大口で参加する地元企業が最終的に日程の都合が付かず参加をあ

きらめた結果と要因がはっきりしており 、事務局は定着してきたと判断している。受験者

の特徴をみると、市内、域外の参加比率は概ね 5対 5、男女比はやや男性が多く 、中高年

者の参加が目立つ。一般的な検定とは異なり、まち歩きツアーの要素が強くリピーターの

参加が目立つ。第 3回の参加者の約 40%が、第4回目では脅威の 80%がリピーターであっ

た。受験者のタイプは、やはり小田原をもっと知りたいといったアウトドア系探求者が多

くなる。

3 検定継続のために

初回は、手探り状態で開催したところ、参加者のアンケー卜から昼食の提供の要望が多
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く寄せられた。このため、 2回目では、昼食は地元食材を活かした小田原おでんを提供し

ている。また、ミニ講演会の開催やまちあるきの途中で地元民とのふれあい交流の場を設

けるなどで好評を得た。

3回目では、小田原駅弁の老舗庖の全面協

力で検定特製弁当と駅弁にまつわる歴史解説

のミニ講演会が好評を得る。

4回目では、フィールドスタート地点を小

田原駅から早川駅に変更し、小田原漁港をめ

ぐるルートとした。老舗屈による特製つみれ

汁の昼食が大変好評。

企画に当たって重視してきた点は、常に参

加者本位にたちどうしたら喜んでもらえるか

検定特製弁当

念頭においている。人気の秘密は、何を見せてくれるのだろう、何を賞味させてくれるの

だろうとしづ参加者に期待を抱かせ裏切らない、参加者の心をくすぐる仕掛けが重要であ

る。

小田原まちあるき検定も回を重ねリピーターも多く定着してきたということで、次回か

らは事務局をNPO法人小田原まちづくり応援団に移管する。小田原まちあるき検定のリ

ピーターは、ある意味で、小田原市の応援団予備軍ともいえる。この応援団予備軍が、今後

の小田原市のまちづくりにどうかかわってもらえるかが次の課題である。
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金沢検定

一ご当地検定の概要一

1.概要

金沢に関する歴史、文化、経済、産業、風習、文学など、さまざまな分野から出題

し、「金沢通Jの度合いを認定。あわせて金沢の魅力を内外に発信し、ブランド力を高

めることを目的に実施している。

2.主催団体

社団法人金沢経済同友会

3.協力団体

。共催金沢商工会議所、(社)金沢青年会議所、(財)北園総合研究所。後援石

川県、石川県教育委員会、金沢市、金沢市教育委員会、「石川県に世界遺産をJ推進会

議。協力 金沢大学、北陸先端科学技術大学院大学、石川県立看護大学、石川県立大

学、金沢美術工芸大学、金沢工業大学、金沢星陵大学、金沢医科大学、北陸大学、金

沢学院大学、金城大学、北陸学院大学

4. 開始年月日

平成 17年 11月 20日

5.試験区分

3区分(初級、中級、上級=中級合格が受験資格)

6.受験料

初級 1，000円、中級 1，500円、上級 2，000円

7.公式テキスト

公式テキストはなし(他団体が出版した予想問題集等はある。)

8. 実施状況

初級実施年月 実施回 受験者数(人) 合格者数(人)

平成 18年 11月 第 2回 2， 396 333 

平成 19年 11月 第 3回 2，015 401 

平成20年 11月 第 4回 2，462 228 

中級実施年月 実施回 受験者数(人) 合格者数(人)

平成 18年 11月 第 2回 325 61 

平成 19年 11月 第 3回 366 113 

平成20年 11月 第 4回 482 148 

上級実施年月 実施回 受験者数(人) 合格者数(人)

平成 18年 11月 第 1回 15 2 

平成 19年 11月 第 2回 47 2 

平成20年 11月 第 3回 107 3 

-55-

合格率(%)

13. 9 

19. 9 

9.3 

合格率(%)

18. 8 

30. 9 

30. 7 

合格率(%)

13. 3 

4. 3 

2.8 



一共催・後援等の自治体についてー

1.金沢市の概要

金沢市

面積 467.77k rri 

e人口 454，607人

(平成 17年度国勢調査)

金沢市は、石川県の中央よりやや南寄りに位置し、東は白山山系、砺波丘陵をはさ

んで、富山県小矢部市 ・南砺市と接しており、西は日本海に面し、北は内灘町、津幡町

と、南は白山市 ・野々市町とそれぞれ接している。

市の東部から南部にかけては白山山系と砺波丘陵の山地により構成され、西部から

北部にかけては沖積平地となって金沢平野の北部を占めており、市内には犀川・浅野

川という 2本の河川が流れるなど自然条件に恵まれた都市である。

かつては、加賀藩百万石の城下町であり、戦災を逃れたことから国内でも数少ない

典型的な城下町の面影が市内の至る所に残り、貴重な観光資源にもなっている。

2.地域資源

・観光資源

工士口
-=口口

-農林水産物:

兼六園、長町武家屋敷界隈、茶屋街 など

九谷焼、加賀友禅、漆器、金箔 など

アマエビ、ズワイガニ、ブリ、加賀野菜 など

名勝兼六園 長町武家屋敷界隈
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1 金沢検定のはじまり

(1)はじまりは「ふるさと教育Jの推進から

「ふるさとのありように心を砕く」、これは、金沢検定の主催者である金沢経済同友会の

活動理念である。金沢経済同友会(昭和 32年設立)は、石川県内に所在する法人の役員や

幹部職員の個人参加で構成される社団法人であり、経済人の立場から地域の自主性、独自

性を大切にしながら、地域経済の発展を図るとともに、「ふるさとJに誇りと自信を持つこ

とのできる地域社会づくりを目指して様々な活動を行っている。

今から 10年前の平成11年、金沢経済同友会は、

「ふるさと教育の推進Jを同会の主要事業の柱に

すえ、行政当局や学校現場に「ふるさと教育Jの

実施を呼びかけたり、「ふるさと塾」としづ会員を

対象にした「ふるさと教育」の研修会を実施した

りするなどの活動を始めた。平成 14年、 NHKで

放映された大河ドラマ「利家とまっ~加賀百万石

物語"""'Jは、ふるさとの歴史の大きなひとこまを、

多くの人に知ってもらおうと、金沢経済同友会が 金沢城橋爪門

大河ドラマ誘致の特別提言を行い、率先して誘致運動を展開した成果だ、った。平成 16年度

には、ふるさとの文化遺産に誇りを持ち、後世に伝えようと、「城下町金沢」と「霊峰白山」

の世界文化遺産登録を目指した運動を立ち上げ、行政や関係団体を巻き込んだ「石川県に

世界遺産を」推進会議を組織し、住民への啓発を中心に運動を牽引してきた。また、平成

13年からは、金沢の新たな魅力を創造する試みとして、金沢創造都市会議、金沢学会を毎

年交互に開催してきた。

こうした活動によって、総合学習の時間などを

利用した「ふるさと教育」が石川県の教育現場に

次第に広がるなど効果が見え出してきた。そうし

た中、「子どもにふるさとを学ぼうと呼び掛ける

以上、大人にもふるさとを学んでもらうことが必

要j としづ話が持ち上がってくる。平成 16年に

「第 l回京都検定」が実施されたことも刺激とな

って、「金沢でもふるさと検定をやろうJという

声が上がり、こういった一連の経緯を受けて平成

17年に第 l回金沢検定は実施されることとなった。

(2 )第 1回実施までの経緯

ひがし茶屋街のまちなみ

金沢検定の実施を金沢経済同友会が考え始めた平成 16年当時、京都検定と同種の検定を
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行なおうと考えた機関が他にもあったようだが、実行には至らなかったという。同友会が

金沢検定を実施にまでもっていくことができたのは、会の志である「どんな高速な識見で

も、実行に移さないでは一椀の汁にも劣るJ(幕末の陽明学者 ・吉田松陰の言葉)に則り、

提言するだけでなく自ら実行するという強し、実行力によるところが大きいようである。

実際、同友会内で金沢検定の実施が決定して以降は一直線に翌年に実施ということで準

備を進めていったという。「ふるさ と教育の推進j を主要事業の柱に据えたころから同会で

は、議決機関である理事会で意思決定されれば、 トップである代表幹事のリーダーシップ

のもとに、会員が一丸となって実行に移して行くという体制が整えられてきた。金沢検定

では、ただちに会内に副代表幹事の 1人を実行委員長とする金沢検定試験実行委員会が置

かれ、多くの会員の協力で、特に際立つた障害もなく、検定の実施を実行へと移していっ

たようである。

こういった経緯もあり、第 1回金沢検定を実施した当時から検定の運営は、事務局の事

務作業を一部担当している(財)北園総合研究所を除けば、金沢経済同友会が中心となっ

て行っている。実行委員会を、他の団体も加えた協同組織にすると、「もたれあいJが生じ

る可能性があり、責任を持った執行態勢で臨むには同友会のみで行うのがベス トという考

えのようである。この体制は当初から変わっていないとのことである。

2 検定の運営について

(1)問題の作成について

今回のアンケート調査では、問題作成を負担と

考える実施団体が多いという結果が出ている。金

沢検定の場合、第 l回は初級と中級で各 100問、

第2回以降は初級、中級、上級で計 300問、毎年

異なる問題を作成している。問題作成に関しては、

金沢検定の場合も相応の苦労があるようである。

金沢検定の問題作成過程を詳細に報告するこ

とは出来ないが、概略としては、大学などの研究

者や各分野の専門家数十人に出題を依頼し、集ま

った問題を、実行委員会とは別に置かれた特別チ

尾山神社

ームが取捨選択したりしながら、最終的に初級 ・中級 ・上級のレベルに合わせて各 100問

ずつを作成するという。問題作成に協力してくれる多くのブレーンを持っていることが、

毎年違う内容で 300問もの問題を作成できる要因のようである。しかし、多岐に渡る問題

を整理し、初級 ・中級 ・上級のレベルを毎回一定にそろえることなど、特別チームの作業

の困難さは想像に難くないところだ。
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金沢検定の問題は金沢の歴史、文化、経済、産

業、風習、文学など様々な分野から出題されてい

るが、出題に当たっては非常に気をつかう部分も

あるようである。例えば、金沢検定は四者択一方

式の問題であるが、歴史分野の場合、定説とは別

の解釈があったりすることも多いし、風習などの

分野では、学説と、世間一般に定着していること

が異なっていることもある。このため、出題に当 近江町市場

たっては、問題の内容を入念にチェックし、複数の回答が出るような問題は出さないよう

に気をつけているとのことである。

( 2 )問題の難易度について

初級 9.3%、中級 30.7%、上級 2.8%。これは平成 20年度に実施された第 4回金沢検定

の合格率である。この合格率の数字が物語るように、金沢検定の特徴は全国でも トップク

ラスと思われる難易度の高さにあるといえる。

なぜ、高難易度の検定にしたのか。その理由もまた、この検定が「ふるさと教育」活動

の一環として始まったことにある。「幅広い年代、大人の層にもふるさとを学んでもらい、

誇りと自信を持ってもらうというところに力点があり、テキストを 1冊読んで、それで合

格するような検定なら意味がない。自分で調べて勉強して身についた知識だからこそ意味

があるJという方針を同友会が貫いていることが、金沢検定を全国屈指の高難易度の検定

にしているのである。

(3 )検定当日の実施体制

金沢検定は、受験者数が毎回 2，500人を超える大規模なものであり 、共催 ・協力団体の

商工会議所や青年会議所は人的支援をしている。過去最高となった平成 20年度に実施した

第4回目の検定では、金沢市内 8ヶ所計 63室の試験会場で 3，000人を超える受験者が集ま

り、試験に必要な人員も 150人に上っている。8カ所の会場ごとに総括責任者を置き、その

下に試験監督を行う会場責任者、その下にアルバイトの補助員という形で会場ごとの実施

体制を組み、マニュアルに沿って事前の説明会を開催するなど、入念な事前打合せをし、

検定を実施している。

検定の実施日は、円滑に試験会場を確保するためにも、他の大きい規模の試験とパッテ

イングしないように工夫している。平成 19年度の第 3固までは 11月の第 3日曜日に実施

していたが、日商簿記や英検といった様々な試験の実施日と重なっており、試験会場の大

半を金沢市の郊外にある大学に分散せざるを得なかったため、第4回からは 11月の第2日

曜日としている。この結果、岡市中心部の会場で 2，000席近くを確保でき、郊外の会場は 2

ヶ所だけとすることできた。一方で、検定の翌日の月曜日が全国的な新聞の休刊日である
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ため、翌日の新聞に検定の模様が載らないという新たな悩みも出てきているようである。

主催者としては「金沢市の中心街に出てきて試験を受けた後、食事や買い物をするJと

いうように検定を街のにぎわいに繋げたいと考えており、今後も市内中心部の会場を増や

していきたいとの意向である。 21年度の第5回も 11月の第2日曜日の実施で固まったそう

だ。新聞休刊日とい う悩みを抱えながら、前倒しすることも、先送りすることも難しいよ

うだ。

(4)受験者数増加に向けた取り組みについて

金沢検定の受験者数は、 2回目、 3回目と少しずつ減少が見られたため、第 4回の実施に

当たり 、金沢市内の企業を中心に、団体受験を働きかける取り組みを行っている。また、

平成 19年、金沢経済同友会では、「企業も地域を構成する市民の一員として、地域の発展

に貢献しよう」という趣旨の「企業市民宣言」を提唱し、これに賛同する し200社超の企

業や法人によって「企業市民宣言の会Jを設立した。同会のアクションプランの中に「金沢

検定をみんなで受けよう」という項目を入れ、企業市民宣言の会に入っている企業や法人

にも受験を呼びかけたりもした。第 4回の検定では、こうした取り組みや知名度の向上に

よる個人の受験者が増加によって、初めて 3000人の大台超えが実現した。

団体受験をおこなう企業や法人では、ホテル業界が顕著で、ある。お客さんに対応するた

めの知識の拡充やレベルアップ等のために、従業員から受験者を募って団体で受験するケ

ースが増加している。一方、必ずしも観光関連業界に限ったものではない。寧ろ、検定が

実施される 11月は観光業界が忙しい時期であり、タクシー会社業界などでは、まとまって

受験することは難しいようである。一般の企業でも、 地域に根付く企業として地域のこと

を知ることは大事という空気が醸成されてきており 、県外に本社のある企業の出先機関で

も、転勤族の支社長や支庖長が率先垂範して金沢検定を受験するケースが増えている。

金沢市では、 5年後の 2014年度に北陸新幹線の開業を控えており、それに向けた取り組

みが、市内の各方面で始まっている。もともと金沢は北陸では「もてなし力j のレベルが

高い地域とされているが、北陸新幹線の金沢開業を前に、それをもっと向上させようとい

うのが行政や観光関連業界の大きなテーマになっているようである。ストロー現象に負け

ない地域づくりのためである。

金沢経済同友会によると、地域の「もてなし力」の底力は、多くの人が自分の住んでい

る地域を、いかに誇りを持って語れるか、というところにあるのだという。このため、地

元の様々な知識について幅広く学ぶ機会となり 、難易度も高く深い知識を得られる機会と

なると認識されてきたことも、受験者数が増えてきた要因の一つなのかもしれない。

(5 )受験者の年代について

受験者の年齢は、下は9歳から上は80歳まで幅広い年代に亘っているが、社会人の受験

者が比較的多いということが特徴である。30代や 40代の受験者数が一番多く、 20代や 50
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代の人が続く。幅広い年代、大人の層にふるさとを学んでもらうという検定の狙いは実現

しているものと思われる。

また、中級や上級の試験になると 60代前後の人が多くなる。これは、定年退職などで生

活にゆとりが生まれ、この機会に自分の住んでいる地域のことをより深く知りたいという

人が多いのかもしれないとのことであった。

金沢検定には公式テキストがない。地元の北園新聞社や出版会社などから多くの参考図

書が出ているが、中級や上級の合格を目指す人の場合、参考図書だけでなく、自分で見て

歩くなど幅広く勉強する必要があり、時間的余裕のあるこの世代の受験者が多いのかもし

れないとのことである。受験者の中には学生もおり、中学校や高校でまとまって受験に来

るケースも相次いでいる。これまで各学校にふるさとのことを学ぼうと働きかけてきたこ

とが浸透してきたことが、結び、ついているのではなし、かとのことであった。

(6 )検定の合格者について

金沢検定の合格者に対しては、各級ごとに認定証、合格証、合格バッジを贈っているが、

主催者としては、合格者を活用した取り組みはしていないとのことだ。一方、合格者自身

の活動は様々なところで広がっている。ボランテイアガイドは勿論、金沢市内のあるホテ

ルでは、検定の合格者が考えた見学コースを設定してお客さんに勧めるといった活動を始

めている。タクシー会社の中には、運転手全員が受検し、合格証明書をタクシーに乗せ、

自社のホームページで合格した運転手を紹介するなどのPRをしているところも出てきて

し、る。

この背景には、金沢検定が難しいということが知れ渡ったことで、上級はもとより中級

の合格者でも凄いという評価が広まったことにあるようである。検定が一つのブランドに

なりつつあることで、検定に合格したことが一種のステータスになっていることが様々な

合格者の活動、活用に繋がっているようである。

3 検定を実施してみて

金沢検定が始まった翌年の平成 18年には、金沢市の教育委員会が小 ・中学生を対象にし

たジュニアかなざわ検定を実施し、平成 20年度で 3回目を迎えた。この高得点合格者が、

金沢検定に挑戦してくるケースも目だ、っている。金沢検定が始まった後、これに触発され

た形で石川県内や隣県の富山県内にも様々なご当地検定が誕生しているほか、金沢大学で

も平成 18年度から、全学の新入生を対象とした単位取得ができる「金沢学」の授業をスタ

ートさせており、金沢検定がきっかけとなって、地域のことを知るための活動やそれを通

じて地元への愛着を持とうという運動が広まっていったようである。

金沢検定主催者の金沢経済同友会は今、会の活動の照準を 2014年度に予定される北陸新
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幹線金沢開業に合わせ、ストロー現象に負けない魅力的な地域づくり目指している。この

大きな柱が金沢検定であり、多くの人がふるさとを学び、ふるさとに誇りと自信を持てば、

それがひいては地域の活'性化につながるという想いは着実に前進している。
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ジュニアかなざわ検定

一ご当地検定の概要一

1.概要

年 l回、小学 4年生から中学生を対象に、金沢の歴史や文化、自然、産業、まちづ

くり、偉人などの分野から択一式で 50問出題する。

70点以上にカードを発行 (90点以上ゴールドカード、 80点以上シルバーカード、

70点以上ブロンズカード)0 100点満点はジュニアかなざわ博士に認定する。

2. 主催団体

ジュニアかなざわ検定実行委員会 (事務局 :金沢市教育委員会生涯学習課)

3. 実施年月日

平成 18年 11月

4.試験区分

なし

5.受検料

無料

6.公式テキスト

こども金沢市史、のびゆく金沢

7. 実施状況

実施年月 実施回 受検者数(人)

平成 18年 11月 第 l回 805 

平成 19年 8月 第 2回 1，218 

平成 20年 8月 第 3回 1， 475 

合格者数(人) 合格率(%)

195 

102 

453 

24. 2 

8.4 

30. 7 

※ 制度上、合格・不合格としづ概念はなく、点数が 70点以上の受検者に対して認

定カードを発行するという仕組みをとっている。このため合格者数の欄には便

宜上、認定カードの発行を受けた者の数を記入しである。

金沢市役所 ジュニアかなざわ検定公式テキスト
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1 ジュニアかなざわ検定のはじまり

(1)金沢検定の存在

ジュニアかなざわ検定は平成 18年に始まった。検定を始めることになったきっかけは、

前年の平成 17年に金沢経済同友会が大人を対象にした「金沢検定Jを始めたことが大きか

ったようである。第 l回金沢検定が始まった頃、「子ども向けの検定もあればいいのに」と

いう要望が市に寄せられており、これを受けて市役所内で「子ども向けの検定を市の方で

実施しよう」という話が持ち上がり、「ジュニアかなざわ検定」は翌平成 18年度の新たな

取り組みとして位置付けられることとなった。

(2 )検討を重ねながら現在の実施体制へ

新規事業として実施することが決まって以降、市役所内では検討を繰り返しながら準備

を進め、平成 18年度に第 l回の「ジュニアかなざわ検定」は実施された。現在のジュニア

かなざわ検定の実施体制は、ジュニアかなざわ検定実行委員会を主体とし、その事務局は

教育委員会の生涯学習課に置かれている。実施体制や実施方法は、検定の回数を重ねてい

く中で、少しずつ見直しを重ねていく過程を経て決まったものである。例えば、第 l回の

検定は 11月に実施されていたのだが、会場となる小中学校や受検者である小中学生のこと

を考慮し、第 2回からは夏休み中の 8月後半とした。また、第 l回の事務局は市役所の企

画部門である総合調整課に置いていたが、検定の実施に当たり小中学校との連携が重要で

あり 、教育委員会の方が連携を取りやすいとの理由から、第 2回以降は教育委員会の生涯

学習課へ事務局を移している。

実行委員会の構成メンバーは小学校、中学校の校長先生それぞれ l名ずっと関係団体の

代表者、有識者からなっており、年に 3目前後開催される実行委員会において検定の実施

に係る意志決定を行っている。事務局としては、生涯学習課の職員 2名が兼務で担当して

いる。

この検定では、共催団体や後援団体は特になく、金沢市教育委員会の生涯学習課がほぼ

単独で、行っているとのことであった。

2 検定の管理運営

(1)問題の作成について

ジュニアかなざわ検定の問題は、実行委員会とは別に設けられた問題作成委員会の方で

作成されている。委員会の構成メンバーは、有識者 l人に小学校と中学校の社会科の先生

が 2人ずつの計 5名で、学校の先生については推薦のあった方に任期付きで、入ってもらっ

ている。 50聞からなる検定問題は、問題作成委員会の中で案を出し合い、協議しながら作
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成している。

検定の問題の対象は金沢市の歴史、文化、自然、産業、まちづくり、偉人等である。主

催者によると「この検定の最終目標は将来大人になったときに金沢というまちを情報発信

できる子どもを育てていくことにあり、そのために金沢に興味を持ってもらい、金沢のこ

とを知ってもらい、学んで、もらうためのきっかけづくりとして、検定を実施している。Jと

のことだ。

(2 )検定の区分について

ジュニアかなざわ検定は、獲得した得点に応じて、 70点以上はブロンズカード、 80点以

上はシルバーカード、 90点以上はゴールドカードを発行し、 100点満点で、ジュニアかなざ

わ博士に認定するという制度を採っており、上級や初級といった受検区分は設けていない。

ただ、対象年齢が小学校4年生から中学校 3年生までと幅があるため、「小学校と中学校で

試験の内容を分けてみてはどうかJとの声もあったようであるが、 100点満点を目指してい

る子供が多数いるため、今のところ「めざせジュニアかなざわ博士」という現在のやり方

を続けていくということで方針を固めているようである。また、繰り返し検定を受けてい

るリピーターが存在していることも受検者が年々増えてきた要因のーっとなっている。

(3 )検定当日の実施体制について

ジュニアかなざわ検定の受検方式は個人受検と団体受検の 2種類がある。団体受検は、

学校ごとに受検者を取りまとめ、申し込みされており、団体受検の申し込みがあった小中

学校を会場に実施していることから、申し込みのあった学校の先生に試験現場での監督や

問題用紙の配布 ・回収といった作業で、の協力を得ている。また、協力してもらう先生には

事前に試験監督のマニュアルを配布しており、それに沿って検定を実施してくれるように

依頼している。

個人受検については第 3回の場合だと市の施設 2ヵ所に会場を設けて実施されており、

こちらの方は生涯学習課の職員が試験現場での監督や問題用紙の配布 ・回収作業を行って

いる。

(4)検定のPR活動について

検定のPRについては、対象者が小学校 4年生から中学生であることから学校を中心に

行っており、校舎内にポスターを貼ってもらったり、学校の方からパンフレットや要項を

受検の対象者全員に配布してもらったり、学校の先生に団体受検の申し込みをお願いした

りといった活動が中心である。また、大きなイベントがあればブースを設けて検定のPR

を行ったり、募集案内を市の広報に載せたり、パンフレッ トや要項を市役所の窓口に置い

て来庁者に配布したり、マスコミへの投げ込みを行ったりもしている。受検者の数も回を

重ねるごとに順調に増えてきている。一方で、主催者としてはこの検定を金沢について学

p
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d
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u
 



んでもらうきっかけづくりにするという目的から、今後、 一層の周知をしていくためにP

R方法の検討が課題になっているとのことである。

3 今後の取り組みについて

主催者としては、現在の検定を発展させる方向で、今後の取り組みを考えているという。

具体的には、検定の多様化を検討しており、例えば、対象者を限らず、もしくは低学年向

けに簡易版のような形で気軽に挑戦できるようなものを作ることなど、様々な検討をして

いる。

また、出席率についても課題となっている。例えば、第 3回の申し込み者数は 1，600人

を越えていたが、実際の受検者数は 1，475人と欠席者数が多くなっており、出席率の向上

策を考える必要に迫られている。「実施時期が夏休み中ということもあり、色々な用事が入

ることもあるとは思うのだが、少しでも出席率を上げるのが今後の課題である。」と主催者

では考えている。

検定実施日は学校とも相談し、出来る限り他の学校行事と重ならない日にして欠席者が

少なくなるようにしているが、今後の方向性は検討中とのことであった。

トジュニアかなざわ検定を広く 一般に知ってもらいたい。そして受検者が今よりももっ

と増えてほしい。J、これが主催者にとっては一番の願いのようである。開始から 3回を重

ね「ジュニアかなざわ検定」の受検者は増えてきており、確実に検定は浸透してきている

と思われる。「より多くの人に金沢を学んでもらうきっかけに」という目標に向けて今後も

「ジュニアかなざわ検定」は続いていくのだろう。
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明石・タコ検定

一ご当地検定の概要一

1.概要

「魚を楽しむまち明石Jが実施する“おさかな通"度を図る検定である。明石で獲

れる魚(タコ、鯛、あなご、イカナゴ)に関する生態 ・産業 ・食文化 ・歴史全般から

出題し、明石の魚を多くの方に知ってもらうために実施している。

2.主催団体

明石 ・タコ検定委員会、明石 ・中心市街地まちづくり推進会議(明石地域振興開発

株式会社)、明石商工会議所

3. 協力団体

明石市、明石市教育委員会、明石市商庖街連合会、明石観光協会、神戸学院大学、

神戸新聞社、明石魚の棚東商庖街振興組合、明石魚の棚西商庖街振興組合、明石浦漁

業協同組合、兵庫県漁業協同組合連合会、兵庫県立農林水産技術総合センタ一、神戸

市立須磨海浜水族園

4. 開始年月日

平成 18年 3月

5.試験区分

l区分

6.受験料

3，000円

7.公式テキスト

明石・タコ検定公式テキストブック 1，000円

8. 実施状況

実施年月 実施回 受験者数(人)

平成 18年 3月 第 l回

平成 18年 7月 第 2回

平成 19年 7月 第 3回

平成 20年 7月 第4回

[取材協力】明石地域振興開発株式会社

上田博さん

530 

580 

272 

196 
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合格者数(人) 合格率(%)

442 83.4 

199 34. 3 

171 62.9 

108 55.1 

明石市役所



一共催・後援等の自治体について-

， 

r 

~何一、伊

イ
1.兵庫県明石市の概要

'-

兵庫県明石市 ! 1 

:面 ‘ 積 49.25krd k j 
ノ

- 人口 291，027人 r 

い い・ (平成 17年度国勢調査)

明石市

明石市は、兵庫県の南側、瀬戸内海に面しており、東経 135度の日本標準時子午線

上に位置している。市の東は神戸市と接し、東西に 15.6k m (海岸線は 15.9k m)、

南北で 9.4kmあり、東西に細長いまちを形成している。また、明石海峡をはさんで

淡路島を望むことができる。

2.所管課

産業振興部商工労政課

3. 地域資源

・観光資源:子午線日本標準時のまち、魚の棚商!苫街、天文科学館 など

-農林水産物:タコ、鯛、アナゴ、海苔、イカナゴ、王子焼き(明石焼) など

4.地域振興事業

・春旬祭 (3月)など

明石市立天文科学館 明石城
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1 明石・タコ検定

(1)魚を楽しむまち明石

明石市には、明石海峡や播磨灘の恵まれた海の

幸が水揚げされる明石港があり、そこにある「魚

の棚商庖街」には、明石鯛、明石ダコなど、全国

でも有名な鮮魚や海産物を取り扱う商庖が並んで

いる。「魚の棚j というの名称は大きな板を軒先に

ずらりと並べ、鮮度を保つために並べた魚に水を

流していた様子から名づけられたのものである。

江戸時代、沿岸沿いの城下町にはどこでも魚の棚

という通称をもっ町があったが、現在ではほとん

どなくなり、今も名の残る魚の棚と言えば、魚の

棚商庖街となっている。ちなみに、地元では「うお

んたな」と発音する。

このように今も昔も魚の名産地として全国に知

られている明石では、地域活性化のために明石 ・中

心市街地まちづくり推進会議を組織するとともに、

「魚を楽しむまち」を宣言し、「魚を買うまち」か

らもっと幅広く発展することを考えている。

「魚を楽しむまち ・明石J宣言文

E 気込目
明石海峡大橋

魚の棚

『魚をおいしく食べられるまち』として発展してきた特性を生かし、これからの明石

を『魚を楽しむまち』として育てていくことを宣言します。

平成 15年 2月宣言

(2 )明石・タコ検定のはじまり

明石 ・タコ検定の主催者は、明石 ・タコ検定委員会(以下、検定委員会という。)及び明

石 ・中心市街地まちづくり推進会議(以下、まちづくり推進会議という。)、明石商工会議

所である。検定委員会は、まちづくり推進会議のメンバーを中心に県漁連、大学教授等を

加えた団体である。まちづくり推進会議は、駅前の中心市街地の活性化やTMO(TMO 

とは、中心市街地の活性化に取り組む「タウンマネージメント機関Jの略称ある。)事業の

内容等を協議検討する任意団体であり、このメンバーの中心でもある明石地域振興開発附

は、平成 12年に中心市街地活性化基本計画及びTMO構想、に基づくリーディングフ。ロ、ジェ
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クトとして中心市街地の活性化に貢献するために設立されたまちづくり会社である。

平成 17年の初め、まちづくり推進会議において、平成 16年 12月にスタートした京都検

定について、地元(京都)の旅行会社やタクシードライパーが多数受験し、地域が活性化

しているという情報を得ていた。また、同様に商工会議所においても、会議所間の情報交

換等により、京都検定や他のご当地検定の評判が良いとの情報を得ていたため、自分たち

も検定を活用し、地域活性化につながる事業ができないか検討された。

当初、「明石検定」という形式で、明石の総合的な検定スタイルについても検討されたが、

京都のように特別な歴史 ・文化をもっ地域以外において総合的なスタイルでの検定は、継

続して実施できないし、他のエリアの検定と同じ事をしても意味がない(明石らしさが出

ない。)との結論に至った。そこで、魚に関する検定という切り口で何か出来なし、かと発想

が出された。魚やタコをメインにした理由としては、事業発案の中心であるまちづくり推

進会議が、そもそも中心市街地の活性化(商業的な活性化)を目的としており、歴史や文

化による活性化ではなく地域物産の振興等による

活性化に力を入れていたためであり、また、歴史 ・

文化的な素材が他の都市より少ないために、検定と

しては取り扱いにくいと判断したのからだと言う。

また、平成 15年には、「魚を楽しむまちjを宣言し

ていることもあり、魚やタコといったユニークな切

り口のほうが検定としての印象が強いであろうと

いう結論になった。魚についてなら、検定における

素材は多数あり、イカナゴのように、鯛やタコに比

明石焼き

ベ全国的に知名度は低いものの、検定を活用して普及できる知名度を上げていきたいもの

もあると考えた。

2 検定の運営

(1)反響の大きかった 「タコ検定」

まちづくり推進協議会では、毎年 3月に官民一体となり、魚をテーマとし、地域活性化

に向けた「春旬祭」を開催している。そこで、春旬祭において、検定をイベントのーっと

して試行的に行ってみることとなる。

そこで、検定を成功させるために重要となったのが広報活動である。基本的には、行政

の広報誌や商工会議所の会報を活用し、報道関係では、各新聞社の広告ではなく、記事と

して取り扱ってもらう手法とした。また、マスコミ (TV局)については、事務局からT

V局の関係者のうち、著名で魚の知識に自信がある人に対して挑戦状を渡すようなことを

した結果、ラジオ局のアナウンサーが受験することになり、ラジオでも報道されることと

-70-



なる。

しかし、実際のところは、第 l回の開催の約 2ヶ月前の平成 18年 1月中旬に市役所で検

定の実施を発表した際、ご当地検定がブームとなりつつある時であり、マスコミの関心が

高く、翌日の朝刊に大々的に取り上げられている。そして、ある新聞の記事が、インター

ネットの検索サイトのトップページに掲載されたことにより、 TV局各局から取材の申込

みが相次ぎ、大きな宣伝につながったと言う。特にインターネットでは、 1日に約 5万件以

上のホームページへのアクセスがあり 、事務局のサーバーがパンク状態になったこともあ

ったそうだ。

このような中、平成 18年 3月に開催した第 l回の検定においては、当初、受験定員は 250

人と設定していたが、申込みが殺到し、募集期間が始まってすぐに 500人以上の申込みと

なった。事務局としては、第 l回目ということもあり、検定運営に対するノ ウハウが少な

く(検定慣れしている商工会議所でも、参加者がこれほど多い検定は経験していなかった。)、

十分な会場を借りることができなかったため、予定していた募集期間を途中で打ち切るこ

とになった。

あまりも反響が大きかったために、当初予定していなかった 2回目の検定を年内に急濯

実施することととなった。そこでも事務局の工夫があった。試験日を 7月 2日の「タコの

日」近日と したことである。それは、タコが旬な時期に検定を実施しつつ、地域の活性化

にもつなげるためであった。その時期に実施すれば、検定を受けに来た市外の人も、旬の

タコを見てるだけでなく、食べることができ、地域の活性化につながると考えられたので

ある。

第 2回においても、第 1回の開催の様子が、 TVなど、の報道機関がニュースとして取り

扱ったため反響は大きく、受験者は増加した。このため、第2回では、試験会場を 5ヶ所、

定員を 500名としたところ、結果として、試験会場までの交通の案内、試験会場への事務

局の移動など、非常に運営コストがかかってしまった。

平成 19年度の 3回以降は、それまでの開催により検定運営のノウハウを得たため、運営

コストを見直し、より質の高い検定にしようとした。年 l回(同様に 7月頃)として固定

し、受験定員をあえて 250名、試験会場も 2ヵ所とすることで、検定運営を堅実なものと

し、この事業を軌道に乗せようと主催者は考えた。

( 2 )地域活性化のための事業の運営

検定を主催する検定委員会は、明石商工会議所

と明石地域振興開発附が事務局を担当する。事務

的な取りまとめは商工会議所が実施し、財政部門

は明石地域振興開発附が担当している。つまり費

用のかかるものは、すべて明石地域振興開発附で

行うこととしている。例えば、募集のチラシや、
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テキストブックの印刷発注 ・支払いなどである。ただし、株式会社なので、検定料やテキ

スト代等における収益は、明石地域振興開発附で受け取る仕組みとしている。行政や商工

会議所ではなく、収益を上げられるため、コスト重視の運営ができるのであろう。しかし、

あくまで、費用のかかる事務を管理しているだけであり、事業内容(定員や期日)を決定

するのは、検定委員会である。なお、第 1回目は、経済産業省からの助成を受け実施した

が、第 2回目以降は明石市の助成を受けて実施している。しかし、明石市からの助成は、

検定に対する助成ではなく、中心市街地の活性化を目的としたまちづくり推進会議が行う

一体の事業に対する助成であり、あくまで、地域活性化の施策としているところに特徴が

ある。

(3 )検定問題ができるまで

問題の作成については、検定委員会の中で、問

題作成チームを立ち上げ、明石浦漁業協同組合の

職員を中心に、商工会議所の検定に関する知識を

加えて、素案を作成している。元々、明石浦漁業

協同組合には、明石のタコや鯛に関する様々な問

いあわせや、子どもたちの社会科見学にも利用さ

れていたため、その質疑応答により、問題の素材

は多かったのである。例えば、「イカナゴをどの

ように炊けばおいしいのか?J Iし1つ解禁するの 公式テキストブック

か?J Iタコを生で購入した場合、どのように調理すればよいのか?J I年間のタコの水揚

げはどれくらし、か?Jなど、地元の子どもから県外の大人の方まで幅広く質問が蓄積され

ていた。それを少しづっ整理したものを、検定の素材として、問題に加工している。

また、検定を始めようとした際にも、誰がどのようにして問題を作成するのかが、課題

であった。しかし、まちづくり推進会議の別事業で、地元の魚を使った料理教室を開催す

るなど、明石浦漁業協同組合の職員で明石の魚に関する知識が非常に深い人物がおり、そ

の方に協力していただくことができたため、課題は解決することができた。

次に課題となったのは、問題作成チームには、水産の研究者などがいないため、 学術的

に否定されてしまう可能性である。例えば 4択で、 Aが正解として設定していたが、文献

をみると Bも説としてありうる場合である。この場合、必ずAが正解になる必要がある。

そのためには、設問の条件として、明石 ・タコ検定ではと付けることとした。そうするこ

とにより、複数の正しい説があった場合でも、明石での説を正解とすることとできるので

ある。課題を逆手にとって、明石での考えを学んでもらうこととしている。
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3 検定の今後

合格者には、認定証やピンバッジが送られる。当初、その外に、市内ホテノレや飲食庖へ

の優待サービスなども考えてはいたのだが、優待サービスを目的にされるのは、明石の魚

の知識を得てもらいたいという本来の趣旨と違うため、採用しなかったとのことだが、将

来的には実施したいと主催者は考えている。

しかし、開催実績 4回を経て、合格者は約 900

人に及び、合格者からは様々な要望がある。例え

ば、上位クラスの検定の設定だ。現在の普通クラ

スの合格者を対象とした上級者編を実施すれば、

検定全体の受験者の増加や新たな事業展開ができ

るのではなし、かと主催者では考えている。

この検定では、受験者にアンケート調査を行っ

ている。平成 20年 7月に開催された第4回での調

査結果によると、受験者の年齢層は、20代で26%、

30代で27%、40代で20%と、これらの年代で約 7

割を占めている。この割合は、第 1回から大きく

変わっていないとのことであり、幅広い世代に受

験して欲しいという主催者の考えと合致したもの

となっている。

まちづくり推進会議が、中心市街地の活性化の

ために行った様々な調査によって、「魚を楽しむま

ち ・明石」でも、若者の魚離れが広がる傾向にあ

るようだ。主催者としては、明石で生まれ育った

子供たちには、「最低でも明石の魚を知ってもらい

認定証(カード)

認定証(ヒ。ンバッチ)

たい。また、明石の小学校を卒業したら、誰でも魚をさばけるぐらいにしたい。」と考えて

いる。第 3回には小学校 l年生の受験者もいたということであるが、今後は、若い世代に

もこの検定を受験して欲しいと考えている。また、市内の小学校に対しては、空いた時間

で検定を活用してもらうよう働きかけ、 小学校側からも一定の理解を得ているようだが、

現実的には、授業のカリキュラムの中に組み入れることは厳しいという。 小学生には、歴

史 ・文化のように難しく考えるのではなく、お魚というユニークな視点から、明石の魚を

楽しく学んでもらうため、公式テキストブックを小学校ごとに一冊ずつ寄贈した。

この検定の根底にあるのは、地域の活性化である。検定というツールを活用して、地元

の特産品の振興に繋げることとしている。そして、主催者としては、検定を契機に、「親子

で明石の魚を学んでもらって、好きになってもらいたい。そして、子どもが大きくなった

ときに、明石の魚を説明できるようになってもらいたい。」と語った。
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津山まつり・だんじり検定

-ご当地検定の概要一

1.概要

岡山県津山市では、毎年 10月に 「津山まつりJが開催されている。城下町の成立と

ともに始まり、 400年の歴史を持つ祭の知識を問う検定である。祭の歴史や参加する

だんじり 48蓋に関するものなど祭に関する様々な問題が出題されている。

2.主催団体

津山だんじり保存会館

3. 開始年月日

平成 19年 3月

4.試験区分

2区分 (1級、 2級)

5.受験料

無料(1級、2級)

6.公式テキスト

なし(ホームページがテキストとなっている。)

7. 実施状況

1級実施年月 実施回 受験者数(人)

平成 20年 8月 第 18回 287 

平成 20年 9月 第四回 304 

平成20年 10月 第 20回 566 

2級実施年月 実施回 受験者数(人)

平成 20年 8月 第8回 166 

平成 20年 9月 第9回 184 

平成20年 10月 第 10回 341 

[取材協力]津山だんじり保存会館

延原誠さん
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合格者数(人) 合格率(%)

109 38.0 

103 33. 9 

226 39.9 

合格者数(人) 合格率(%)

129 77. 7 

137 74. 5 

239 70. 1 

検定風景



一開催地の概要についてー
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:岡山県津山市

:面

:人

積 506.36k nf 

口 110，569人

(平成 17年度国勢調査)

津山市は、岡山県北東部に位置し、北は中国山地で鳥取県との県境をなし、南は中部

吉備高原に接する、都市と自然が融合する表情豊かな地域である。

古くから、美作地区の政治、経済の中心地、 出雲街道 ・吉井川水運などの交通拠点と

して栄えてきたところである。 1603年に森忠政の入国によって築かれた強固な城下町は

今でもその面影を色濃く残している。美しく積み上げられた石垣がほぼ完全な形で残る

津山城跡を中心に、近代的城下町の中に風情を漂わせる旧出雲街道沿いには、閑静なた

たずまいをみせる武家屋敷、神社、仏閣が多く、街には清流が流れ「西の小京都」と呼

ばれる美しい城下町がある。

1 津山まつりだんじり検定のはじまり

(1)津山まつりとは

津山まつり とは、東の大隅神社、中央の徳守神

社、西の高野神社の秋祭りを総称したものである。

400年の歴史を持ち、各町内で守り受け継し、でき

た県指定重要有形民俗文化財のだんじりが 27蓋

と、飾り山車と呼ばれる昭和になって新造された

だんじりの合計約 50塞が祭を盛り上げる。津山

のだんじりの最大の特徴は、「工匠は黙して語ら

ず。だんじりにして、語らしめる。」との精神で

当時の工匠たちが技と精根込めて彫り上げた躍

動感溢れる彫り物と社寺建築を小規模化してそ
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の技を詰め込んだ、だんじりそのものにある。

( 2 )津山だんじり保存会館の誕生

「津山市が津山祭の歴史を研究し

たのは平成に入ってからだ。Jと延

原氏は当時を振り返る。教育委員会

が文化庁の職員を招き、 l年をかけ

て研究し、報告書をまとめた。しか

し、その時既に、口伝えに伝えられ

てきたお年寄り達が亡くなってい

たため、現在に至るまでの祭りの歴

史の一部が失われたのだと延原氏

は悔しがる。研究結果は、現在では

知られていないことが含まれるな

ど、出来上がりは上々であったもの

の、市民にとっては違和感のある点

も多くあったと延原氏は言う。この

ため、昭和 50年頃から独自に行っ

てきた資料収集、研究を本格化させ

IH。釦‘''''・・営 } ライトマョ，~ 1 
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津山だんじり保存会館(ホームページ)
た。

同じ頃、市民には見慣れた津山まつりが他の地域にはない大規模な祭であるにも関わら

ず、県外はおろか、岡山市でもあまり知られていないことに気づいた延原氏は、もっと津

山まつりをPRしていこうと考えた。平成 18年には、岡山県の重要文化財に指定されてい

る 28蓋のだんじりをバーチャノレで、展示するため

のホームページ「津山だんじり保存会館J(以下、

保存会館という。)を立ち上げ、代表を務めている。

また、平成20年5月には、文化財以外の祭に参

加するだんじりも併せて見られるタッチパネノレ式

のデータベースを市内 2ヶ所に設置している。最

近では、まずは県内で祭をPRするために、簡易

版のデータベースを岡山県立図書館の電子図書シ

ステム内の郷土情報データベースでも利用できる

ようにしている。

(3 )正しい歴史を知るために検定を実施

徳守神社だんじり

現在では祇園祭の山車と同じ様にヲ|かれている津山だんじりも、明治時代までは担がれ
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ていたのだが、祭の変遷など、その歴史すら知らな

い市民が多くなっている。また、提灯を灯し、彫り

物をライトアップするための発電機がだんじりに備

えられていることで、津山のだんじりはすべて自走

式であると誤った説明をする観光ガイドが多数いる

ことを延原氏は知った。このため、延原氏は、津山

まつりへの正しい知識と理解を更に深めてもらうた

め、平成 19年 3月に保存会館が主催者となり、「津

山まつり ・だんじり検定」を始めることになった。

2検定の運営・管理

(1)検定の実施方法

津山城

この検定は、インターネット上で実施されており、誰もが無料で、好きな時間、場所で、

保存会館のホームページから受験できる。検定問題は、 l級と 2級をあわせて l万間以上の

問題を蓄積し、データベース化しており、受験する毎にその中からランダムに出題される。

同じ問題が出題されないように、出題比率にも違いを設け、新たに蓄積された問題が出題

されやすいシステムとなっている。

公式テキストはない。保存会館のホームページ自体がテキストだと主催者がいうとおり、

ホームページを見れば、答えか、少なくともヒントが見つかるようになっている。これは、

調べられることでないと出題しても意味がないと考えからだという。祭以外でも、津山市

民であれば常識として知っていると思われる地域の偉人や行政に関する問題もあるが、比

率的には低いものであり、あくまでも祭の検定である。

いずれの級でも出題される問題は 10問であり、 4者択一式である。インターネットでの

検定であるため、採点は自動的に行われ、得点には回答の正否に加え、回答に要した時間

も加算や減点対象として、合否判定がなされる。合格書の交付も直ちにできるものとなっ

ている。また、毎月の受験者のうち、得点が上位 10位以内となれば、保存会館のホームペ

ージで顕彰される。

地域のイベン トでも検定を実施している。インターネットに繋がった端末があれば実施

できるこの検定は、 一定規模の会場や多数の試験官などを必要とする他の多くの検定とは

異なり、手軽に実施できるという利点がある。

( 2 )問題の作成について

検定問題は、全て地域のボランティアの協力により作成されている。l級の問題は、青壮

年連合会の協力により作成されている。青壮年連合会とは、だんじりの総代でもある各町
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内会の青壮年団の団長からなる組織であり、各町

内 ・だんじりの歴史や伝統などを主催者に伝え、

主催者が問題として利用している。

検定の開始時には、受験級はl級だ、けで、あった。

しかし、平成 19年、岡山県の美作地域で開催され

ていた高校生や大学生など幅広い年代を集めた合

同文化祭での出し物として津山商業高校が目を付

け、主催者に提案したことにより、 2級が創設され 取材先について話しあう高校生

た。このため、2級の問題は高校生が作成している。高校

生が神社の神主や町内の長老などを取材し、作成している

ものであり、他の地域の大人達と交流することともなって

し、る。現在では、コンピュータ一部とワープロ部が部活動

の一環として関わっており、現在の部員が卒業しても継続

していくことができる体制となっている。

また、高校生は、地域のイベントなどで検定を実施する

際にも協力しており、イベント会場に並べた端末 1台に l

人がつき、操作方法の説明や検定の受験、合格書の発行ま

でサポートしている。

(3 )受験者を増やす秘策
お年寄りをサポートする高校生

この検定の受験者数は、少ない月でも 300人程度であり、受験者数が多くなる 10月の祭

の間近ともなれば、ひと月でし 000人にも上る。保存会館のホームページへのアクセス数

にいたっては、 9月頃から一日あたり 3，000件となり、祭り間近となれば、一日 10，000件

に迫ることもあるそうだ。

これほど受験者数が多くなったのは、単に実施回数を重ねてきたからではなく、主とし

て 2つの仕掛けがあるからだ。一つ目が、すべての受験者に対して祭嚇子の携帯用着信メ

ロディをプレゼントするという特典を用意していることだ。また、鐘や太鼓の違し、から町

内ごとに祭嚇子は異なるものとなっており、検定の得点が一定の基準を超えないと欲しい

ものが貰えないとすることで、繰り返し受験し、合格を目指すことともなっている。最近

では、祭のシーズン間近ともなれば、津山市民の携帯着信メロディは祭嘱子一色になるそ

うであり、市民にこの検定が広く認知されてきている。

二つ目が、平成 19年から実施しているだんじりの人気ランキングである。このランキン

グでは、上位 5位のだんじりを常時、保存会のホームページで公表し、年間 l位のだんじ

りにはペナントを授与している。大きく目立つこのペナントは、祭の際にだんじりに取り

付けられ、他の町内の羨望の的となっており、検定で月間トップとなった人のいる町内の

だんじりには、この人気ランキングにボーナス得点を加えることでも、受験者の増加に繋
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がっている。

この他、地域のイベントなどで検定を実施する場合には、合格者が出た際、関係者総勢

20名以上で拍手することや、会場で祭曜子を大音量で流すことで市民を多く集め、受験さ

せるよ うな工夫もしている。主催者としては、これまで順調な検定運営が出来てきており、

懸案となっている課題や問題はないそうだ。

3 検定の実施によって

開始から約 2年となった今日では、だんじり運行の中心的な役割を果たす青壮年団など

からの働きかけもあり、強制的なものではないものの、だんじりを説明する観光ガイドは

合格レベルまで達することが望ましいと認知されつつあるといい、検定の目的に一定の効

果があった。また、取材に協力している高校生には、祭の歴史を学ぶことが導入部分とな

り、町全体のことを知りたいと考える人が増えてきており、強制ではなく、楽しみながら

町の歴史を勉強することに繋がっているのだとも延原氏は言う。

さらに、検定の主催者である保存会館がラジオ番組への出演や新聞社、 TV局への祭の

売り込みに力を入れたこともあり 、平成 21年度の祭りでは 1時間の特集番組を地元放送局

が制作 ・放映することが決まっており、祭のPRに大きな効果が期待できるものとなって

いるそうだ。
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熊本・観光文化検定

-ご当地検定の概要一

1.概要

熊本県では、平成 23年度に九州新幹線全線開通を控えており、熊本城本丸御殿の落

成が平成 20年4月に行われる等、今後、熊本県を訪れる観光客の増加が期待されてい

る。そこで、県民を中心に郷土熊本について学び、その魅力に気づき、おもてなしに

役立てることを目的として検定を実施している。

2. 主催団体

熊本商工会議所

3.協力団体

熊本県、熊本市、熊本経済同友会、熊本県商工会議所連合会、(社)熊本県観光連盟、

(財)熊本国際観光コンペンション協会、「熊本城 400年と熊本ルネッサンスj県民運

動本部

4.開始年月日

平成 19年 2月

5.試験区分

3区分(1級、 2級、 3級)

6.受験料

l級 6，300円、 2級 4，200円、 3級 3，150円

7.公式テキストブック

熊本 ・観光文化検定テキスト(本編)2，100円

熊本 ・観光文化検定テキスト(続編) 1，995円

8.実施状況

(総数)

実施年月 実施回 受験者数(人)

平成 19年2月 第 l回

平成 19年9月 第 2回

平成 20年2月 第 3回

平成 20年9月 第4回

[取材協力]熊本商工会議所

橘健治さん

2， 523 

2，007 

858 

489 
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合格者数(人) 合格率(%)

2， 345 92. 9 

1，017 50. 7 

623 72. 6 

162 33. 1 

熊本市内(画像提供・熊本県)



一共催・後援等の自治体について-

作品 J令、M、

ノーイ¥L円1¥. 
~--) ) 

¥J  -... 

1.熊本県の概要

f 

! .J; 

与J、;~('

ト¥片

ハ，-.r-' 

熊本県 h 

面 ! 積 7404.83 k rrf ~ : L: 

:人口1，842， 233人 十

(平成 17年度国勢調査)

熊本県

熊本県は、九州のほぼ中央に位置し、古くから九州の経済、文化、交通の拠点とし

て発展してきた。飛行機で東京から約 1時間 30分のところに位置し、 14市 ・25町 ・8

村(平成 22年 2月 1日現在)で構成され、人口約 183万人、面積約 7，404krrfの福岡

県に次ぐ九州|第2の県である。

2.所管課

熊本県観光物産総室

3.地域資源

熊本城、阿蘇くじゅう国立公園、雲仙天草国立公園 など

熊本城(画像提供・熊本県)

天草四郎像(画像提供:熊本県)
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1 熊本・観光文化検定のはじまり

熊本・観光文化検定は、平成 19年2月から始まり 、

年2回の開催で平成 22年 1月現在で、計4回実施さ

れた。 l級から 3級まで受験者数約 5，800人、合格者

数約 4，100人と非常に人気の高いご当地検定である。

主催者は、熊本商工会議所だ。この検定が始まる 1

年前の平成 18年の初め、九州では福岡県の「博多っ

子検定」がスタートしており、熊本商工会議所では、

この検定が地域活性化に役立つているとの情報を得

ていた。同じ頃、熊本商工会議所では、民間でも地 阿蘇(画像提供熊本県)

域振興に役立てる事業を実施したいと考えており、観光振興委員会においてその手法を検

討していた。当時、熊本では、平成 19年に築城400年を迎えた熊本城を舞台に「熊本城築

城 400年祭j の開催や平成 23年の九州新幹線の全線開通が予定されており 、全国からの観

光客の増加を期待していた。そこで、熊本を訪れる観光客へのおもてなしに役立てること

を目的に熊本に関するご当地検定を実施すべきとなり、本格的な調査 ・検討が始まったも

のである。

約 1年間の調査・検討を経た平成 19年 2月に第 l回の熊本・観光文化検定が実施された。

第 l回については、熊本会場と天草会場の 2ヶ所で開催され、 3級のみの実施であったが、

受験者数 2，523人、 合格者 2，345人(合格率 92.9%) と大盛況であった。

2 検定の運営

(1)問題の作成

公式テキストの編集・製作は、民間企業の編集者に委託し

ている。検定問題も熊本県に造詣が深く、豊富な知識を持っ

たその編集者が素案を作成し、これをもとに主催者が調整し

ている。 問題を作成するのにあたり、最も気を付けたのは、

問題の難易度である。簿記検定のような資格試験とは異なり、

ご当地検定は生涯学習的な要素が高いものであるため、落と

すための試験とするのは好ましくないと主催者は考えた。ま

た、簡単すぎても検定としての価値が下がると考えている。

なお、作成期間はおよそ 1ヶ月半もかかるのだと言う。
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( 2 )実施結果

このようにスター卜した熊本 ・観光文化検定の受験者や合格者の詳細は次のとおりであ

る。

区分:1級
実施日 実施回 受験者数(人)合格者数(人)合格率(%) 合格基準
H19.2 
H19.9 
H20.2 第l回 207 201 97.1 正解率80%以上
H20.9 第2回 142 34 23.9 " 

ぷ仁ふ1、主ロt 349 235 67.3 

区分:2級
実施日 実施回 受験者数(人)合格者数(人)合格率(%) 合格基準
H19.2 
H19.9 l回 1.027 339 33.0 正解率80%以上
H20.2 2回 445 279 62.7 " H20.9 現 3回 163 53 32.5 " 
合計 1，635 671 41.0 

区分:3級
実施日 実施回 受験者数(人)合格者数(人)合格率(%) 合格基準
H19.2 第1回 2.523 2.345 92.9 正解率70%以上
H19.9 第2回 980 678 69.2 " 
H20.2 第3回 206 143 69.4 " 
H20.9 第4回 184 75 40.8 " 合計 3，893 3，241 83.3 

5，8771 4，1471 70.6 1 

検定がスタートした平成 19年2月には、 3級だけであった。2級は同年9月に始め、 l級

は平成20年2月からである。これは、段階を踏まえ受験してもらうために、計画的に行っ

たものである。なお、 2級からの受験、 2級及び 3級の同日受験は可能としているが、 1級

については、 2級合格者のみを受験資格者としている。

平成 19年2月の 3級受験者は、受験者数も多く、合格率も高い。これは、検定の初回と

いうこともあり 、受験者の関心の高さや、意気込みが表れているものと思われる。そして、

平成 19年9月については、 3級の受験者は減少したが、それでも 980名と関心の高さがう

かがえる。しかし、合格率が、 69.2%と大きく低下している。同日に行われた、 2級につい

ても合格率は 33.0%となっており、かなり受験者は苦戦している。これは、初回の 3級の

合格率の高さから、受験者が検定の合格を安易に考えていたのではなし、かと主催者では考

えているとしづ。また、平成20年2月に初めて実施された l級の検定の合格率が 97.1%と

高くなっているのは、 初回から高い関心をもって検定に臨んでいた方々が受験資格を有し

ていたからであったのではなし、かと考えているという。平成20年9月については、 l級、 2

級、 3級と全て合格率は低いが、これは、問題のマンネリ化を防ぐために、大きく問題の内

容を見直したためだ。

つdoo
 



受験者数については、毎年減少傾向にある。これは、全国のご当地検定に言えることで

ある。初回と 2回固までは、関心の高さや、日程の都合で初回に受験できなかった人がい

たため、受験者数は比較的多いが、 3回目以降になると、当初から関心の高い人は既に合格

しているため、受験者が減少していく傾向がみられる。

次に申込者の年代別構成比についてである。

70代 80t一t 
60代 1.2% 0.1首 10代ノ
5.1首 \\/~ 0.5百

20ft 
16.4% 

50代
21.0% 

代nu 
no 代nu 司，

60代
13.8覧

20代

30代
17.9首

30 
29 

40代 /

26.6% 

27.9% 

40代
23.4首

平成 19年 2月開催

※最年少 11歳最年長 82歳

平成 20年 2月開催

※最年少 19歳最年長 83歳

初回の平成 19年2月開催と平成 20年2月開催の年代別構成比をみると、両者とも 30代

""-'50代が大きな割合を占めている。大きく変わったところはないが、 60代が 5.1%から

13.8%へ、 50代が 21.0%から 27.9%と増加傾向にある。

最後に申込者の男女の構成比についてである。

性別 平成 19年2月 平成 19年9月 平成 20年2月 平成 20年9月

1，889人 1，462人 656人 335人
男性

70.4% 67.0% 70.2% 62.4% 

794人 720人 279人 202人
女性

29.6% 33.0% 29.8% 37.6% 

男女別構成比は、初回から男性が約 70%、女性が約 30%である。。

3.検定の今後

受験者数は年々減少する傾向にあるが、合格者は約 4，100人(延べ人数)と多数おり、

当初の目的である築城 400年を迎えた熊本城や平成 23年の九州、|新幹線の全線開通による観
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光客へのもてなしの向上のための役割は十分に果たしている。

県内での知名度も高くなり、地元のFM局が地域活性化のイベントとして行っている「ク

イズラリー」の問題に、熊本 ・観光文化検定で過去に出題された問題を活用するなど、タ

イアップを図っている。また、「今後、更に上級の検定を受験したいJI故郷の見識を深め

故郷に対する愛情や誇りを持てたJI合格したので地域振興の役に立ちたしリなどの合格者

の声も多く寄せられている。

このように、熊本 ・観光文化検定は、当初見込んでいた効果以上のものは、 一定程度あ

げられたと考えることができる。一方で、今後も継続して実施していくためには、課題も

多い。一番の課題は、受験者数である。前述のとおり、受験者数は減少傾向にあるため、

主催者としては、その対策は必要なものと考えている。主催者が地域経済総合団体という

商工会議所の特色を生かし、地元企業への一層の働きかけをするとともに、県内でも、都

市ベースで今後、新たに検定を実施する動きもあるため、広報活動など何らかの連携をし

ていくことや 10代の受験者が少ないこともあり、新たな受験者を獲得するに、学生の受験

者を増やすことも一手であると考えているという。また、商工会議所が主催し、実施して

いる検定でもあり、簿記検定などと同等の社会的な評価を高めていきたいとも考えている。
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(第3章 地域の魅力を発信するご当地検定)





1 ご当地検定について

いま、多くの地域で「ご当地検定j が行われている。そもそも「検定Jというのは、特定

の資格に必要な技術や学力の検査をして、その合否や等級を認定すること。この定義では

ご当地検定も合致している。しかし、その目的を考えたとき、ご当地検定は通常の検定と

は異なっている。つまり、ご当地検定の目的は以下の 6つが考えられる。

1. 地域の認識度向上

2. 地域や地域資源(産業 ・特産品)のPR

3. 地域への愛着や誇りの再認識

4. 地域の歴史 ・文化の伝承

5. 地域のホスピタリティの向上

6. 観光振興等に係る人材育成

一般的な検定は、ある業務等に必要な知識や技術を身につけているかを検査するもの、

すなわち上記の 5.地域のホスピタリティの向上が中心である。ところがご当地検定の場合

は、その他に 5つもの目的を持っている。特に1.地域の認識度向上や6.地域や地域資源、の

PRなどは、ご当地検定にしかない特別な目的といえるだろう。

つまり、通常の検定は受験者の学力を評価し、振り分けることが目的であるのに対して、

ご当地検定というのは、合格者と不合格者を切り分けることではなく、検定によってその

地域資源に対して興味を持ってもらうことを主眼としているのだ。それがご当地検定と、

従来からある資格を与えることを目的としている検定との違いである。

2 検定で地域の魅力を伝える

ご当地検定の出題のテーマになっているものは、その地域に関する歴史や技術、人物、

エピソードなどが多い。これらを出題することで、受験者に認識度を高めてもらおうとい

う狙いだ。

受験慣れした消費者にとっては、「検定j としづ言葉に知的好奇心がくすぐられ、そこに

興味が沸く。アンケート調査の結果で、「地域の認識度向上j を目的に実施する検定のうち

効果があったと実感している検定が 78.9%に上ることからも、この意図は多くの地域で達

成できているようだ。さらに、「検定を実施した効果」と「今後の方向性」の因果関係をみ

ると、「地域の認識度向上」に効果があったとした検定は、今後の検定の方向性として、「新

たな企画、開発は行わず、既存の検定のさらなる発展、活性化を目指す」とするものが多

く、検定そのものの継続化が見込まれているという傾向もみられた。

認識度を向上させるために、受験者用のガイドブック(参考書)を発行するなどの工夫

も見られる。事例調査を実施したすべての検定に、公式テキストブックや予想問題集など、

参考となるものがあった。
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それらを通して、受験者はご当地検定の出題の対象となった観光資源や、あるいはその

地域にある資源(産業や特産品など)に対して理解度を高めることになる。さらに、地元

新聞やタウン誌、地域密着型のローカルマスコミであるコミュニティ FMを利用している

「小田原まちあるき検定Jのようにテレビや新聞、雑誌、インターネットなどのメディア

で検定が紹介されることにより、受験者以外にもその地域のPR効果が生まれることが期

待される。

しかし、検定自体が興味を号|し、たとしても、その対象となっているものへの興味 ・理解

が深まらなければ目的を達成したとはいえない。ご当地検定のブームがあるだけに、テー

マさえ良ければ受験生はそれなりに集まる可能性はある。しかし、重要なのは受験者が検

定を通して、その地域への興味を深め、心の豊かさと娯楽性を感じることだ。参加者本位

に立ち、「どうしたら喜んでもらえるか」を念頭に活動している「小田原まちあるき検定j

は、良い例ではないだろうか。

また、幅広い年代、大人の層にもふるさとを学んでもらい、誇りと自信を持ってもらう

というところに力点を置いている「金沢検定j のように、ご当地検定の場合は、検定がゴ

ールで、はなく、それがきっかけとなって、地域そのものや、その地域の様々な地域資源に

対して興味を持つことが目的だろう。そうした工夫をすることも重要なのではないだろう

か。

3 地域住民への効果も大きい

ご当地検定は地域内の住民の意識を高めるための効果も高い。これは、アンケート調査

の結果で、「地域への愛着や誇りの再認識」を目的に実施している検定のうち効果があった

と実感している検定が 72.4%であったことからもうかがし、知ることができる。しかし、も

っとも効果があるのは、実は受験者ではなくそれを運営する人々であるということだ。つ

まり、検定を実施するにあたり、その設問を考える際に、その担当者や関係者はその対象

となっているものについて徹底的に知ることが必要になる。

歴史を紐解き、現地で徹底的に調べる。中には調べた結果を公式ガイドブックと称して

一冊の本にして出版する。検定を行って受験者の興味を引く前に、自分たちがその資源に

対して興味を抱くことが必要条件になる。「津山まつり ・だんじり検定」のように、検定問

題の作成を通して祭の歴史を学び、これをきっかけに町全体の歴史を知りたいと思う高校

生が増えたということも面白いのではないか。

今回の調査の対象としたご当地検定のほかにも、インターネットで個人が企画した検定

が数多く存在している。それは出題者自身がもっとも得意な分野に対して、それをクイズ

形式にして公表するものだ。出題することによる楽しさ、出題によって多くの人が興味を

持ってもらい、その知識を受験者と共有することによる喜びを出題者自身が感じているわ

けだ。
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つまり、ご当地検定とは出題者と受験者とが共通の情報や知識を持つことにより、お互

いが満足するものなのだ。

ご当地検定のもうひとつ大きな効果は、地域に関する歴史や文化の伝承という面である。

かつては年長者が若者に対して、様々な情報を伝えてきた。年長者が語り部となり、歴史

や魅力を伝えてきたわけだ。こうして歴史は伝えられ、知識が伝承されてきた。

ご当地検定は、形は変われども、歴史や文化などの地域の魅力を伝えるためのコミュニ

ケーション手段となっているという面もある。

4 ご当地検定の課題

このように、ご当地検定には多くの効果が期待される一方で、アンケート調査の結果や

事例調査から検定の現状を分析すると、実施者にはその実施や運営に当たり多くの課題も

残されている。

最も多いのは、アンケート調査で 56.2%が課題とした合格者の活用方法である。人材発

掘の効果がある一方で、、それらを有効に活用できるような仕組みが構築できていない場合

が多い。何百人もの合格者が誕生したときに、その合格者を組織化し、活用することは容

易なことではない。しかし、ご当地検定が持続的な活動となり、地域の活性化につながる

ものとするためには、合格者の活用の検討は不可欠な要素となるだろう。

51%が課題とした検定のPR方法や 32.7%が課題とした受験者数に対しての悩みも比較

的多いようだ。第 l回目の検定は話題性も合って多くの受験者を集めたが、 2回目、 3回目

と回を追うごとに受験者数が低迷してしまうというケースも少なくない。その原因を「広

告 ・宣伝不足」と言い切る担当者もいるようだが、広告や宣伝を行つでもなかなか受験者

が増えないケースもある。これは検定が単なる話題性だけになってしまっているというこ

とではないだろうか。受験する楽しさ、テーマの魅力、そして受験後のフォロ一、これら

がなければ検定は持続的な人気を保つことはできない。

また、「運営上の課題Jと「今後の方向性Jの因果関係をみると、「問題作成が負担j と

している検定は、今後の検定の方向性として、「新たな企画、開発は行わず、既存の検定の

さらなる発展、活性化を目指すjではなく、「既存の検定の中止、廃止を検討しているj と

するものが多いという傾向がみえてくる。

5 検定を運営するに当たって留意すべきこと

全国のご当地検定が抱える課題を考察すると、検定を上手に運営 ・管理し、地域活性化

に貢献するためには 4つのポイントがあることがわかる。

lつ目が、目的を明確にすることだ。検定の実施目的としては r1 ご当地検定についてJ

で紹介したように、主に 6つがある。周囲からの要望に対して、妥当な意見は取り入れる
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が、検定の本質に関わる部分では毅然とした対応も取るとしている「函館歴史文化観光検

定(はこだて検定)Jや実施目的を観光客へのもてなしの向上と明確にしている「熊本 ・観

光文化検定j のように、検定を行う上で、何を主目的とするのかを明確にした上で、運営

の方針や目標を定めることが重要である。

まだスタートして間もない検定の場合は、特に一過性のブームに終わらせず、地域の活

性化に寄与するためには、なぜ検定を実施するのかといった検定の目的や合格者の活用方

法などをもう一度きちんと見直して、そして周囲の関係者を巻き込んで、いくことが必要で

あると考えられる。

2つ目が、伝達手段を考えることだ。検定の認識度向上や集客を、広告や宣伝に依存しす

ぎると費用がかかり、また費用が削減した瞬間に集客力がなくなってしまう。「はこだて検

定Jや「明石 ・タコ検定Jのように、広告を出すのではなく 、記事として掲載されるよう

に工夫するほか、ホームページや広報媒体、そして口コミやブログ(インターネット上で

の日記)などをうまく活用して、 小さな予算で、かっ継続的な手段を活用することが重要

である。このためには、 主催者以外の外部の方々、例えばマスコミ関係者や、 高校生等の

ボランティアといった方々を巻き込んで、魅力を日ごろの広報活動や住民活動を通じてP

Rしていくことが重要である。

3つ目が、持続的な取り組みとなるような仕組みを作ることだ。受験者の減少対策として

は、合格者に明確な特権を与えることであり、「はこだて検定Jのように受験料の割引や合

格カードに合格回数を表示し顕彰する「合格回数積算表示制度」を創設すること、「金沢検

定」のように市内の企業に団体受験を働きかけるなども有効ではないだろうか。

また、合格者にはその地域に愛着が強く、知識も豊富な人が多く含まれる。こうした人

材をその地域や業界の活性化のために活用することが出来れば、その本人にもまた地域に

も大きなメリットになり得る。それが、持続的な取り組みとして成功するための近道であ

るだろう。

最後の 4つ目が、 地域全体の取り組みにすることだ。ご当地検定は、その地域の魅力を

凝縮したもの。つまり、地元のFM局が地域活性化イベントとして行う「クイズラリー」

に検定問題が利用されている「熊本 ・観光文化検定」のように、行政や各種団体などが単

独で行うのではなく、地域住民や事業者、他団体の関係者などを幅広く取り込み、地域全

体の取り組みとして実施することが望ましい。

また、収支的な状況を考慮すれば、 6事例すべてで見られるように地域住民にボランティ

アとして協力してもらうことも必要であろう。そのためにも運営組織もこうした関係者か

ら幅広く参加できるような構造にしておくようにしたほうが良い。

地域の中で盛り上がりがない検定に関しては、受験者の興味も半減してしま う。し、かに

地域全体の取り組みにするかが重要であり、 これらのポイ ントをクリアしていくことが、

ご当地検定の効果を最大限に引き出すことにつながるのだろう。

株式会社ブランド総合研究所代表取締役社長 田中 章雄
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6 指導教官の紹介

田中章雄氏

昭和 34年、福井県生まれ。東京工業大学理学部を卒業後、日経BP社に入社し、雑誌記

者、新雑誌の企画、新事業開発などを担当。開発部次長、調査部次長、日経 BPコンサルテ

イング調査部長、日本ブランド戦略研究所代表取締役社長などを経て、 2005年 11月に地域

ブランドおよび企業ブランドの戦略立案、調査、 PR、商品開発などに総合的に取り組む「ブ

ランド、総合研究所」を新たに設立し、代表取締役社長に就任した。

地域ブランドアド、バイザ一、地域中小企業サポーターのほか、地域食品ブランド確立総

合検討委員会委員、知的財産と普及活動研究会委員、岐阜県、埼玉県、栃木県などのブラ

ンド戦略関連委員に就任。「地域ブランド調査J、「地域ブランドNEWSJ、「地域食とものづく

り総合展Jなどでも各地のブランド戦略をサポートしている。

2008年に地域ブランドと地域団体商標の普及促進 ・発展への功績が認められて知財功労

賞経済産業大臣表彰を受賞した。

主な著書として「事例で学ぶ!地域プランドの成功法則 33J(光文社ペーパーパックス)

などがある。
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地活センタ一発第358号

平成20年 11月 14日

(ご当地検定実施団体名) 様

財団法人地域活性化センター

理事長 石田直裕

(公印省略)

「ご当地検定」に関するアンケート調査について(依頼)

拝啓 貴団体におかれましては、ますますご盛栄のこととお喜び申し上げます。

私どもは、「活力あふれ個性豊かな地域社会を実現するため、まちづくり、地域産業

おこし等、地域社会の活性化のための諸活動を支援し、地域振興の推進に寄与するj こ

とを目的に、すべての都道府県及び市区町村(以下、全地方公共団体という。)と多く

の民間企業が会員となり、昭和 60年に設立された総務省認可の財団法人です。

さて、当センターでは、毎年、地域活性化に向けた有効施策を調査研究しており、今

年度は、「地域の魅力を発信するご当地検定」をテーマに、近年急激に増加し、地域振

興や観光振興など様々な目的で実施され、観光案内人の育成や学校の授業教材など様々

な場面で活用されているご当地検定が、真に地域活性化を推進するものとなるために必

要な方法等について調査を進めているところです。

そこで、ご当地検定の運営等に関わっておられる皆様にアンケート調査へのご協力を

お願いし、全国で展開されている検定の現状を把握したいと考えております。調査報告

書は当センターのホームページ上で公開するとともに、全地方公共団体等へ配布し、地

域の活性化の推進のために役立てていただくこととしております。

つきましては、ご多忙の折、誠に恐縮ではありますが、本調査の趣旨をご理解し、ただ

きご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

なお、ご回答いただいた内容については、調査報告書の作成の目的でのみ利用します。

敬具

※このアンケート調査については、株式会社ブランド総合研究所に委託して実施してお

ります。このため、調査に関するお問い合わせは当センターまたは同社までお願いしま

す。

(実施主体 (委託先)

干103-0027東京都中央区日本橋2-3-4 干105-0001東京都港区虎ノ門1-8-5

日本橋プラザビ、ル13階

財団法人地域活性化センター 株式会社ブランド総合研究所

担当 :渡部 担当 :関口 ・永野

TEL 03-5202-6138 TEL 03-3539-3011 

HP http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or. jp/ HP http://tiiki.jp 

司
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<ご記入にあたっての注意事項>

-はじめに
・このアンケート調査は、ご当地検定の実施団体を対象に実施しています。なお、実施

団体とは、ご当地検定の事務局を担われている団体とさせていただきました。

-調査ならびに分析結果は、後日、ご回答いただいた団体にお送りすることとしており

ます。また、当センターのHPI地域づくり百科」で公表するとともに全地方公共団体等
へも配布いたします。

-ご回答いただいた内容については、当該調査報告書の作成の目的でのみ利用します。

-ご回答方法

・ご回答は、平成 20年 11月 1日現在でご記入下さい。

-特に断りのない限り、該当する番号を O で囲んでください。
・「その他j を選ばれた場合は、( )内に具体的内容などをご記入下さい。

なお、( )に書ききれない場合は、調査票の欄外や別紙を添付してください0

・日付は、すべて和暦(昭和 ・平成等)にて記入してください。

-調査票の返信方法

11月 26日(水)までに同封の返信用封筒に入れ、郵便ポストにご投函いただくか、

メールにてご回答いただきますようお願いします。(調査票は次の URLよりダウンロー

ドいただけます。)また、よろしければ、ご当地検定の試験問題やパンフレット、チラ

シなどを同封し1ただきますようお願いします。

なお、回答は、株式会社ブランド総合研究所宛にお願いします。

<回答先>

株式会社ブランド総合研究所 担当:関口 ・永野

干105-0001東京都港区虎ノ門1-8-5

TEL:03-3539-3011 

E-mail : nagano@tiiki.jp 

<ご当地検定調査票ダウンロード専用 URL>
http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/7_consult/kenkyu/chosa.html 
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ご当地検定に関するアンケート

実施している検定の名称と概要、実施団体の概要について、ご記入ください。

く検定の概要>

検定の名称

財団法人地域活性化センター

検定の概要

く実施団体>
.実施団体名称

連絡先 住所

Tel 

円

d

x
刊

職

名

h

E
役

氏
者当担-」

で
日
H
H

瓦ツ
ト
ソJ福」逗4

↓

孟
品
ιl
」

l
L
弔
刻

。

R
-
d
い

U
一のヨ

定
一
疋

α

検
蒋
入

け
押

t-4tb
-TE一

は
一
当
ご

斗
=
一
ご
を

こ一
※
×

されない場合は、

問1 r昭和」か「平成」をお選びいただき、検定の開始年月をご記入ください。

昭和・平成( )年( )月から

問2 検定の実施頻度について、該当する番号をお選びいただき、具体的な実施月などをご記入ください。

1 .年1回(具体的に:

2.年2回(具体的に:

3.年3回以上(具体的に:

4 不定期(具体的に:

問3 検定の受験対象者の制限について、該当する番号をお選びください。(複数回答可)

1 .特になし

2 年齢要件を満たす者のみ( )歳以上・以下、 ( 

3 地域在住者のみ・在勤者のみ・在学者のみ

4.資格を有する者のみ(資格名:

5 その他

「体的lこ)

)歳~( )歳

問4 検定の目的について、該当する番号をお選びください。(複数回答可)

1 .地域の認識度向上 6.地域や地域資源(産業・特産品)のPR

2.地域への愛着や誇りの再認識 7.その他
3.地域の歴史・文化の伝承 代具体的に)

4 地域のホスピタリティの向上 | 

5 観光振興に係る人材育成 L 

問5 検定の難易度等による区分(上級・中級・初級等)について、該当する番号をお選びください。
また、 1を選択した場合は、何区分に分かれているかもご記入ください。

1 .している ( )区分 2.していない

-99-



ご当地検定に関するアンケート 財団法人地域活性化センター

問6 検定試験問題の出題形式について、該当する番号をお選びください。(複数回答可)

1 .選択式 6 その他

2 記述式 戸(具体的に 'i

3.面接式

4 論文式

5.研修会等を受講すれば合格 人 ノ

大問6 で1~4、 6と回答された方にお伺いします。 ( 5と回答された方のみ問8へお進みください。 )
問7 過去3回以内の検定の受験者数、合格者数、合格率及び合格基準をご記入ください。
※合格基準の欄には、正解率(00%、O問中O問)や合格者数を受験者のうち100名と定めているなどとご記入ください。
また区分()級のない場合は、一番上の表にご記入ください。

区分(級

(実施年月 j実施回(第O回): 受験者数(人) 合格者数(人)合格率(%): 合格基準
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:実施年月 j実施回(第O回): 受験者数(人) 合格者数(人)合格率(%): 合格基準
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:実施年月:実施回(第O回): 受験者数(人) 合格者数(人)合格率(%): 合格基準

問8 検定の受験費用について、該当する番号をお選びください。

1 .有料 2 無料

SQl ι主主主を選んだ方に伺います。
検定料はいくらですか。受験級によって異なる場合はそれぞれの費用をこ、記入くた、さい。

1 .検定料は一律 ( )円

2 受験級ごとに費用は異なる ( )級 ( )円

( ) 級( )円

( )級( )円

問9 検定の共催、後援、協賛団体について、該当する番号をお選びください。(複数回答可)

1 .特になし 7 民間企業

2 自治体 8 大学等の教育機関

3 一部事務組合等 9.その他

4 商工会議所等 代具体的に)

5 観光協会等 | 

6. NPOや住民団体等 L 
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問10検定試験問題の作成に関わっている方について、該当する番号をお選びください。(複数回答可)

1 主催者 5.その他

2 大学等の教育機関 (具体的に)

3 住民等からの募集(公募)

4.民間企業(業者)への委託 L 

問11検定試験問題の内容について、該当する番号をお選びください。

1 毎回同じ内容である 5 その他

2.一部分を年度によって変更している (具体的に)

3 毎回違う内容である | 

4.複数の内容を使い分けている L 

問12検定試験の実施場所について、該当する番号をお選びください。(複数回答可)
※現地会場とは、検定内容の対象地域にある会場と定義します。

1 .現地会場 4 その他

2 他都市会場(叩 ) [c具体的に J
3 インターネット上

問13検定を受けるにあたって事前に準備するための問題集、参考書や受験対策として実施しているサービスがある
場合は、該当する番号をお選びください。(複数回答可)また、有償の場合は、それぞれの料金を記入ください《

1 公式テキストがある ( 円)

2.事前の公式セミナー・講習会がある ( 円)

3 当日、現地での講習がある ( 円)

4 通信教育課程がある ( 円)

5.その他

戸体的ω ] 

間14検定の試験問題・解答の公表の有無について、それぞれ該当する番号をお選びください。

試験問題( 1 公表する 2 公表しない)

試験解答( 1 公表する 2 公表しない)

I境
問15検定合格者への特典について、該当する番号をお選びください。(複数回答可)

1 .認定証、力一ド、バッチ等の発行・配布

2.観光施設や飲食屈での優待・割引や特産品や商品券等の授与

3.フォローアップセミナーや合格者懇談会などへの参加

4.資格認定されたガイドとして従事できる

5.その他

「体的!こ)

SQ1 検定合格者への特典について、今後導入しようと考えていることがあれば、具体的にご記入ください。
なお、その特典が問 15の1~4番のものであれば、該当する番号をご記入ください。

(具体的に)
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問16検定合格者を活用した取り組みをご記入ください。(例:観光ガイドとして活用しているなど )

(具体的に)

問17検定を実施した効果について、問4でお選びいただいた目的ごとに効果の有無をお選びください。
また、効果を実感した具体的な内容をご記入ください。(複数回答可)

検定の効果(問4の項目と同じ)効果の有無 具体的な内容

1 .地域の認識度向上 1 .有 2.無

2.地域への愛着や誇りの再認識 1.有 2.無

3.地域の歴史・文化の伝承 1 .有 2.無

4.地域のホスピタリティの向上 1.有 2.無

5.観光振興に係る人材育成 1.有 2.無

6.地域や地域資源のPR 1.有 2.無

7.その他

問18検定の運営にあたっての年間総事業費(人件費を除く。)をご記入ください。なお、金額は概算で結構です。

昭和・平成( )年実施分 年間事業費( 千円)

SQ1 事業費の財源の内訳のうち次の4つをご記入ください。なお、金額は概算で結構です。

受験料収入( 千円) 実施団体の負担金( 千円)

講習会やテキスト収入( 千円) 共催団体等の負担金( 千円)

問19検定の実施や運営にあたっての問題・課題について、該当する番号をお選びください。(複数回答可)

1 .運営面での人手不足 6.検定のPR手法

2.予算がない 7 問題作成が負担

3 会場の確保が困難 8 その他
4.受験者数が伸び悩みゃ質の低下 い具体的に

5 合格者の活用方法

問20今後の取り組みの方向性について、該当する番号をお選びください。

1 .新たな検定の企画、開発を行ってし1く予定

2.新たな企画、開発は行わず、既存の検定のさらなる発展、活性化を目指す

3.これまでどおり実施していく

4.既存の検定の見直し、改革(改善)を行う

5.既存の検定の中止、廃止を検討している

6.その他1具体的同 ] 

問21その他、ご当地検定の特徴的な取り組みゃご意見、ご感想などございましたら、ご記入ください。

(具体的に)

ご協力いただきありがとうございました。
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No 検定名称
主催者

団体名 所在地

札幌シティガイド検定試験 札幌商工会議所 北海道 札幌市

2 函館歴史文化観光検定 函館商工会議所 北海道 函館市

3 函館イカマイスター認定制度 函館水産物マイスター養成協議会 北海道 函館市

4 おたる案内人検定試験 小樽観光大学校 北海道 小樽市

5 旭川|大雪観光文化検定 旭川|大雪観光文化検定運営協議会 北海道 旭川市

6 稚内観光マイスター検定 稚内観光マイスター推進委員会 北海道 稚内市

7 風蓮湖・春国岱自然パッチ検定 根室ワイズユースの会 北海道 根室市

8 「ぐるっと羊蹄まちしるべj検定試験 真狩村商工会(羊蹄山麓商工会広域連携協議会) 北海道 真狩村

9 はぼろ検定 はぼろ学講座実行委員会 北海道 羽幌町

10 十勝ワインパイザー認定試験 池田町ブドウ ・ブドウ酒研究所 北海道 池田町

11 中標津町体験観光ガイド初級資格認定講座 ・試験 中標津町体験観光連絡協議会 北海道 中標津町

12 あおもり検定 青森県商工会議所連合会 青森県 青森市

13 下北検定 下北検定実行委員会(青森県下北地域県民局) 青森県 青森市

14 津軽ひろさき歴史文化観光検定 社団法人弘前観光コンペンション協会 青森県 弘前市

15 太宰治検定 特定非営手111舌動法人おおまち第2集客施設整備推進協議会 青森県 五所川原市

16 盛岡もの識り検定試験 盛岡商工会議所 岩手県 盛岡市

17 みやこもてなし観光文化ひとつ星検定 社団法人宮古観光協会 岩手県 宮古市

18 奥州おもしろ学検定 特定非営利活動法人奥州おもしろ学 岩手県 奥州市

19 青葉区検定クイズ、フリー 財団法人仙台ひと・まち交流財団、青葉医中央市民センター 宮城県 仙台市

20 だてな仙台検定 だてな仙台検定運営委員会 宮城県 仙台市

21 宮城マスター検定 宮城県 宮城県 仙台市

22 ふるさと石巻観光検定 石巻商工会議所 宮城県 石巻市

23 港まち気仙沼おもてなし検定 気仙沼市おもてなしのまちづくり推進協議会 宮城県 気仙沼市

24 SHIROISHI-<イスター「白石ものしりi専士J検定試験 白石市 宮城県 白石市

25 ナマハゲ伝導士認定試験 社団法人男鹿市観光協会 秋田県 男鹿市

26 花火鑑賞士認定試験 特定非営利活動法人大曲花火倶楽部 秋田県 大仙市

27 最上川検定 最上川検定実行委員会 山形県 山形市

28 庄内ガイドフイパー認証検定 庄内ガイドフイパー協議会 山形県 ニ川町

29 ふくしま検定 ・福島検定E 株式会社ァレビ、ユー福島 福島県 福島市

30 会津ものしり検定 特定非営利活動法人会津の文化づくり 福島県 会津若松市

31 須賀川ふるさと検定 特定非営利活動法人チャチャチャ21 福島県 須賀川市

32 ふるさと日立検定 目立商工会議所 茨城県 目立市

33 常陸太田の黄門様検定 常陸太田の黄門様検定会 茨城県 常陸太田市

34 宮のもの知り達人検定 宮のもの知り達人検定実行委員会 栃木県 宇都宮市

35 さいたま市けんてー さいたま市 埼玉県 さいたま市

36 小江戸川越検定試験 小江戸川|越検定委員会 埼玉県 川越市

37 ちちぶ学検定 秩父市 ・秩父商工会議所 埼玉県 秩父市

38 のすっこ検定 のすっこの会 埼玉県 鴻巣市

39 和光市検定 和光市職員自主研修ク‘ループ和光市検定研究会 埼玉県 和光市

40 吉川検定 吉川|ー庖逸品カタログワーキング委員会 埼玉県 吉川市

41 房総(千葉)学検定 特定非営利活動法人ふるさと文化研究会 千葉県 千葉市

42 ]IMBOUニスト認定クイズ 東尽商工会議所千代田支部 東尽都 千代田区

43 中央区観光検定 中央区観光協会 東/'T--都 中央区

44 東京シティガイド検定 財団法人東尽観光財団 東京都 文京区

45 知のミュージアム多摩 ・武蔵野検定 社団法人学術 ・文化 ・産業ネットーワーク多摩 東尽都 立川市
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No 検定名称
主催者

団体名 所在地

46 かながわ検定 かながわ検定協議会 神奈川県 横浜市

47 川崎産業観光検定 川崎商工会議所 神奈川県 川崎市

48 鎌倉観光文化検定 鎌倉商工会議所 神奈川県 鎌倉市

49 小田原まちあるき検定 小田原まちあるき検定協議会 神奈川県 小田原市

50 ふるさと秦野検定 秦野市教育委員会教育研究所 神奈川県 秦野市

51 新潟清酒達人検定 新潟清酒達人検定協会 新潟県 新潟市

52 新潟市観光 ・文化検定 新潟市観光 ・文化検定実行委員会 新潟県 新潟市

53 上越市「謙信 ・兼続」検定 上越市 「謙信 ・兼続」検定実行委員会 新潟県 上越市

54 湯沢町観光 ・文化検定 特定非営利活動法人ゆ 新潟県 湯沢町

55 越中富山ふるさとチャレンジ 越中富山ふるさとチャレンジ実行委員会 富山県 富山市

56 黒部マチヂ、カフ検定 黒部商工会議所 富山県 黒部市

57 射水ふるさとチャレンジ検定 射水市 富山県 射水市

58 金沢検定 社団法人金沢経済同友会 石川県 金沢市

59 ジュニアかなざわ検定 ジュニアかなざわ検定実行委員会 石川|県 金沢市

60 ふるさと七尾学検定二七尾城検定= 能登畠山家創立600年事業実行委員会 石川県 七尾市

61 津幡ふるさと検定 津幡町観光協会 石川県 津幡町

62 考福学検定 「考福学」 推進協議会 福井県 福井市

63 敦賀みなと歴史検定 敦賀港みなと観光交流促進協議会 福井県 敦賀市

64 御食国若狭おばま検定 若狭おばま観光協会 福井県 小浜市

65 富士河口湖町公認ネイチャーガイド 富士河口湖町 山梨県 富士河口湖町

66 松本検定 松本検定実行委員会 長野県 松本市

67 飯田線検定 東海旅客鉄道株式会社飯田支庖 長野県 飯田市

68 すわこおもてなしアカデミー検定 諏訪湖エリアおもてなし向上推進会議 長野県 諏訪市

69 飯山ふるさと検定 飯山市総合学習センター 長野県 飯山市

70 御柱 ・原村検定 原村生涯学習推進委員会 fi割l柱・原村検定j専門部会 長野県 原村

71 王滝検定 王滝村 長野県 王滝村

72 ぎふ飛騨 ・美濃じまん検定 岐阜県 岐阜県 岐阜市

73 岐阜市まちなか博士認定試験 岐阜市 岐阜県 岐阜市

74 中山道中津川かいわい認定試験 中津川商工会議所地域認定試験実行委員会 岐阜県 中津川市

75 兼山歴史検定 可児市兼山公民館 岐阜県 可児市

76 下目検定 下目検定実行委員会 岐阜県 下呂市

77 静岡学検定 静岡市 静岡県 静岡市

78 熱海ふれあい検定 熱海市社会福祉協議会、第21Xふれあいのまちづく り推進会 静岡県 熱海市

79 いただきます検定 富士宮市市民協働食育検定実行委員会 静岡県 富士宮市

80 し、わた検定 し、わた検定実行委員会 静岡県 磐田市

81 やってみつかやいづ検定 焼津商工会議所女性会 静岡県 焼津市

82 中部9県観光検定 中部広域観光推進協議会 愛知県 名古屋市

83 なごや四百年時代検定 なごや四百年時代検定実行委員会 愛知県 名古屋市

84 いっきてもホッ I r ほの同検定J ~パスで巡る耀美宇品編~ 愛知県東ニ河広域観光協議会 愛知県 豊橋市

85 おおはま検定 チームへきなん検定 愛知県 碧南市

86 務郡観光交流おもてなしコンシェルジュ検定 蒲郡観光ビジョン推進委員会 愛知県 蒲郡市

87 田原市検定 田原市教育委員会、特定非営手1)活動法人たはらみ;舗 愛知県 田原市

88 きらのまち歴史検定 吉良町教育委員会 愛知県 吉良町

89 検定『お伊勢さん』 伊勢商工会議所 二重県 伊勢市

90 桑名ふるさと検定 桑名ふるさと検定実行委員会 二重県 桑名市
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、- 当 地検定
医e

F邑

No 検定名称、
主催者

団体名 所在地

91 亀山検定 亀山商工会議所 二重県 亀山市

92 伊賀学検定 伊賀学検定実施委員会 =重県 伊賀市

93 びわ湖検定 びわ湖検定実行委員会 滋賀県 大津市

94 歴史の道東海道検定 特定非営利活動法人歴史の道東海道宿駅会議 滋賀県 甲賀市

95 花と観音の里歴史文化検定試験 特定非営利活動法人花と観音の里 滋賀県 両月町

96 京町家検定 株式会社八情京町家検定委員会 尽都府 京都市

97 京都 ・観光文化検定試験 尽都商工会議所 京都府 尽都市

98 尽野菜検定 社団法人尽のふるさと産品価格流通安定協会 京都府 尽都市

99 大江山鬼検定 世界鬼学会 尽都府 福知山市

100 かめおか ・ふるさと検定 かめおか ・ふるさと検定委員会 尽都府 亀岡市

101 北尽都丹後ふるさと検定 丹後広域観光キャンベーン協議会 Ji'，都府 尽丹後市

102 大阪検定(仮称) 大阪商工会議所 大阪府 大阪市

103 Sakai検定、 KidsSakai検定 内川|・土居川|まつり実行委員会 大阪府 堺市

104 池田学検定 池田市、池田市教育委員会 大阪府 池田市

105 だいとう検定 特定非営利活動法人大東夢づくりコミュニティ 大阪府 大東市

106 古市古墳群検定 フィーノレドミュージアムトーク史遊会 大阪府 羽曳野市

107 せっつ検定 摂津異業種交流研究会 大阪府 摂津市

108 さやま検定 狭山池まつり実行委員会 「さやま検定委員会」 大阪府 大阪狭山市

109 神戸学検定 神戸商工会議所 兵庫県 神戸市

110 龍馬検定 ・神戸編 神戸両知県人土陽会 兵庫県 神戸市

111 姫路観光文化検定試験 姫路商工会議所 兵庫県 姫路市

112 明石 ・タコ検定 明石 ・タコ検定委員会 兵庫県 明石市

113 西宮検定 西宮市、関西学院大学、西宮検定学生実行委員会 兵庫県 西宮市

114 芦屋検定 芦屋市商工会 兵庫県 芦屋市

115 いたみ学検定試験 伊丹商工会議所 兵庫県 伊丹市

116 但馬検定 財団法人但馬ふるさとづくり協会 兵庫県 豊岡市

117 かこがわ検定 加古川観光協会 兵庫県 加古川市

118 にしわき15(し、ちご)検定 西脇市教育委員会 兵庫県 西脇市

119 おの検定 小野市教育委員会 兵庫県 小野市

120 二回米ミニ検定 さんだ農業まつり実行委員会 兵庫県 二岡市

121 うりぼう師範検定 篠山市教育委員会 兵庫県 篠山市

122 丹波篠山黒まめ検定 丹波篠山黒まめ検定委員会 兵庫県 篠山市

123 丹波市検定 丹波市商工会青年部 兵庫県 丹波市

124 香住!カニ検定 香住!カニ検定実行委員会 兵庫県 香美町

125 奈良まほろばソム リエ検定 奈良商工会議所 奈良県 奈良市

126 紀州みなべ検定 紀州みなべ検定実行委員会 和歌山県 みなべ町

127 日本ナシ検定 特定非営利活動法人よなご知財活用支援センター 鳥取県 米子市

128 境港妖怪検定 境港商工会議所、境港市観光協会 鳥取県 境港市

129 岡山文化観光検定試験 岡山商工会議所 岡山県 岡山市

130 津山まつり ・だんじり検定 津山だんじり保存会館 岡山県 岡山市

131 検定 晴れの国おかやまの食一 岡山県食の安全 ・食育推進協議会、岡山県 岡山県 岡山市

132 倉敷検定 ネイァィブ倉敷実行委員会 岡山県 倉敷市

133 まにわっこ検定「まに突けん」 真庭市 岡山県 真庭市

134 「ひろしま通」認定試験 「ひろしま通」認定試験実行委員会 広島県 広島市

135 尾道検定 広島県立尾道商業高等学校 広島県 尾道市

- 105-



-、・・4・
、ーー 当 地検定 覧

No 検定名称
主催者

団体名 所在地

136 福山知っとる検定 福山知っとる検定実行委員会 広島県 福山市

137 宮島検定 廿日市商工会議所 広島県 廿日市市

138 太田川通検定大会 安芸太田町 広島県 安芸太田町

139 やまぐち歴史 ・文化 ・自然検定 山口商工会議所やまぐち歴史・文化・自然検定実行委員会 山口県 山口市

140 萩ものしり博士検定 萩ものしり博士検定実行委員会 山口県 萩市

141 ほら吹き検定 上勝自然体験学習研究会 徳島県 上勝町

142 山彦認定士試験 上勝自然体験学習研究会 徳島県 上勝町

143 小豆島オリーブ検定 オリーブ植栽100周年記念事業実行委員会 香川県 小豆島町

144 四国鉄道ぽっぽや検定 「四国鉄道ぽっぽや検定」実行委員会 愛媛県 松山市

145 松山観光文化コン、ンェルジェ検定 松山商工会議所 愛媛県 松山市

146 いまばり博士 今治商工会議所 愛媛県 今治市

147 タオルソムリエ資格試験 今治商工会議所 愛媛県 今治市

148 とっておきの新居浜検定 新居浜検定事業運営協議会 愛媛県 新居浜市

149 山内資料館江戸時代検定 財団法人土佐山内家宝物資料館 両知県 高知市

150 北九州市環境首都検定 北九州市 福岡県 北九州市

151 九州観光マスター検定 福岡商工会議所 福岡県 福岡市

152 ほとめき人検定 財団法人久留米観光コンベンション国際交流協会 福岡県 久留米市

153 太宰府検定問題 財団法人古都大宰府保存協会 福岡県 太宰府市

154 伊都検定 前原市 福岡県 前原市

155 唐津・呼子イカ検定 唐津 ・呼子イカ検定実行委員会 佐賀県 唐津市

156 伊万里市歴史と文化のコンシェルジェ検定 伊万里を感じる街並みづくり実行委員会 佐賀県 伊万里市

157 有工ふるさと検定 佐賀県立有田工業向等学校 佐賀県 有田町

158 長崎歴史文化観光検定 長崎商工会議所 長崎県 長崎市

159 ながよ検定 長与町教育委員会 長崎県 長与町

160 熊本・観光文化検定 熊本商工会議所 熊本県 熊本市

161 みやざき観光 ・文化検定 宮崎商工会議所 宮崎県 宮崎市

162 かどがわクイズ 門川町 宮崎県 門川町

163 高千穂観光ガイド検定 両千穂町観光協会 宮崎県 高千穂町

164 かごしま検定~鹿児島観光 ・文化検定 鹿児島商工会議所 鹿児島県 鹿児島市

165 奄美大島検定 奄美大島体験受入連絡協議会 鹿児島県 奄美市

166 ばいぬ島検定ひんぶん級 竹富町観光協会 沖縄県 石垣市
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札幌のことを多くの方々が学び、観光で訪れた人々や、未来を担う子供達にその魅力を伝えるための検定。札幌の歴史
や文化、自然環境や観光名所などを総合的に学ぶことで、札幌の魅力を自信を持って案内できる人材育成を目指す。

<f，章~.要〉

検定開始年月 平成16年10月

事前準備 公式テキスト 1，890円

共催・協力・協貧困体

自治体 観光協会 民間企業 教育機関

事前の公式セミナー・講習会 8.400円

2 

街への愛着やE寄りを再認識し、函館の魅力を全国の方々へおもてなしの心をもって紹介できる人材を育成。
特色 1)割引制度の種類を多く用意 2)r合格回数積算表示制度』を実施、リピーターを一定規模確保。
3)市立高校1年生の郷土学講座(必修科目)の集大成として当試験を採用。

ぐ'1tJt16Jf>

検定開始年月平成19年3月

事前準備 公式テキスト 2，100円

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会

3 111え¥γ .以下':..~: '/.' ，'， . "'，，， ，，，it::'.~! ，~. . :叩 つご ぺ 「川-長官_ 1
l- 誌と!こ山一一……叫.. ぷょ-一一入…川弘二ι:一二一ーら ¥11
函館の代表的な水産物で、「市の魚Jでもあるイカについて熟知する「函館イカマイスター」を養成、認定することで、食育、
魚食普及、また地域ブランドの強化とPR(こ努め、正しいイカの理解と消費を促進し、函館の水産業，流通加工業，魚介類
小売業および観光業の活性化と地域の振興に貢献しようというもの。

<IkJt16Jf> 

検定開始年月平成20年1月

事前準備 公式テキスト

事前の公式セミナー・講習会

無料

無料

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所 その他

4 

各地で実施されている「観光ガイド検定試験jの枠を超えたものであり、「ひとづくり」はもとより「まちづくり」や「地域を誇る
文化の醸成Jを組み込んだプログラムで、小樽に対する幅広い知識を有した地域に誇りを抱く市民や産業人の育成を目指
していくもの。1級は5講座受験が条件、マイスター級は1級取得者が条件と本格的。

<IkJt16Jf> 

検定開始年月平成19年1月

事前準備 公式テキスト 2.100円

事前の公式セミナー・講習会 5.000円 (2級用任意)

事前の公式セミナー・講習会 15.000円 (マイλト用、 1級、全5回必須)

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会 民間企業 教育機関

通信教育課程 20，290円

_*UI司L
勉JII大・・~文化倹定.曾・・・ 4主勝 記舗E遮細川市常盤遭1TII ~・JII.Z*_野肉

旭川地域の魅力度を高める決定的役割を担うのは、地域住民一人一人であると考え、旭川|と大雪圏域の魅力を自信を
持って案内できる人材の育成を目指すことを目的に創設。旭川・大雪圏域を総合的に学ぶことで、おもてなしの心を磨き、
観光都市として発展を目指す。

ぐIk.定'161>

検定開始年月平成21年3月

事前準備 公式テキスト 2.100円

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会 教育機関 その他

事前の公式セミナー・講習会 5.000円

円
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6 

臨議識語鵠鎚臨錨冨議議離論龍欝欝鶏麟翻
稚内市民一人一人に「わが町を知るJための学習機会を提供するとともに、稚内の街に鰐りを持ち、胸を張って「わが町を
語るjガイド役となってもらうために、稚内が認める「ガイドの達人Jとして認証、登録し、稚内観光振興に寄与するための制
度として位置づける。

ぐIkJEIIf:要〉

検定開始年月平成19年3月

事前準備 公式テキスト 検定料に含む

事前の公式セミナー・講習会 無料

共催・協力・協賛団体

商工会議所 観光協会

7 

風蓮湖、春国岱の自然に関する知識や認識の習熟度・理解度について鼠験を実施し、正解率に応じ、上級、中級、初級
にランク付けしパッチを交付する。

<!;tJE16Jf> 

検定開始年月平成18年10月

事前準備 公式テキスト 当日現地講習 その他

共催・協力・協賛団体

その他

8 

日藤明;EEFJ潜在.主主謀議粧品11
羊蹄山麓の歴史や自然、文化、産業のほか、各地のイベントなどの知識を待った観光ガイド育成を目指す。より知識を高
めるため次年度以降は上級誤験も実施。

ぐ'!;tJE16Jf>

検定開始年月平成19年12月

事前準備 公式テキスト 無料

事前の公式セミナー・講習会 1，000円 (中級用)

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所 観光協会 NPOなど

民間企業

9 

羽幌の魅力を紹介できる人材育成が目的。北海道じゃらん編集長による特別講座からはじまったはぼろ学講座。その卒
業試験として行われている。合格者は「はぼろガイド」として観光協会に釜録され、研修を重ねた後、観光パスなどの要請
により有料でガイドを行うことができる。

ぐ'!;tJE16Jf>

検定開始年月平成19年3月

事前準備 事前公式セミナー講習会

共催・協力・協賛団体

特になし

手副ヲ平~i(平手函館定館副
治国園町ブドウ・ブドウ漕研究所

圏内のワインメーカーとして初めて独自に認定するワインの呼称資格。本資絡はあくまで十勝ワインに限定した有識者の
ための資格。合格者は各種イベント手伝い、共催、協賛ワイン会への参加、新商品開発に伴う企画の提供、ラベルコンペ
の参加などができる。

ぐIkJEIIf:要〉

検定開始年月平成16年11月

事前準備 公式テキスト

共催・協力・協賛団体

当日現地講習 特になし

11 ~倹定名 中榎緑町体験観光ガイト羽・3隆裕寵定蹟鹿・鼠験 ・定U札
，E胞団体名 中橿湾町体・・光連絡也・a軒山台 V 立， 位殿 精細嶋崎細川署?岨1ft側輔噌...  削}

平成20年2月に第一回が実施され、合格者は現在研修中。一部個人的lこNPO団体としてガイド業務を行なっているものも
いる。内容はr1.概論Jr2なかしベつ学/北海道学Jr3ガイド妓術Jr4自然Jr5景観/格子状防風林Jr6.リスクJ。

ぐお'JE16Jf>

検定開始年月平成20年2月

事前準備 公式テキスト

当日現地講習

4，000円

1，000円

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会

。。ハU
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多分野にわたり、青森通を認定する検定鼠験。観光関連事業者をはじめ、県民ひとりひとりが青森県の魅力を再認識して
いただき、本県を訪れるお客様に「もてなしの心」を持って、本県の魅力を積極的に伝えられる人材の育成と、青森を正しく
理解し、次世代に語り継いでいくことを目的に実施。

ぐ'l;tJEIII要〉

検定開始年月平成20年8月 共催・協力・協賛団体

事前準備 公式テキスト 1，785円 商工会議所民間企業

事前の公式セミナー・講習会無料(講座)， 1500円(セミナー)

13 

|一.十三γ一一一一一一一戸時調11
一 内 Jf :，hi'Jqt:;JI 川、みγ11ベ掛I伴者五三十11

忌…也、‘ー -i 1B..v_~....MtfL~ J I 

「下北カルタJを教材とした『下北検定」。下北の歴史・文化・自然などの魅力をかるたにしたもの。合格者は観光ガイドとし
ての活用も検討されている。合格率は35%と雛易度高め。

ぐ'I;t;.ぎ'.:11>

検定開始年月平成20年2月

事前準備 公式テキスト

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所

14 .\三二士主-----~ ι| ぺ ， 一 、 f点ぐミ宍:宗F持ダ-、. 隼2羽悶-品Rトf 寸 7有守マ.... 一 ，η旦一電?守lIíIIij宍ま滑-円~伊t伊伊胃宮更tì 一鍾雪穿零 11 
-川川、川川λ九I!!IIエI!I!IIHり.，νいいy九ルh川¥.υfι)川山げ，

Lけ丸-三?日:子 よ 2乞三‘ ヂ 引にF一- ず 衛 白巾リ""川凶ι-、ν_11
弘前を中心とした周辺地域に関する歴史・文化・産業・地理・人々の暮らしなどの学習を通じて地域に対する愛着や誇りを
再認識、再発見するとともに弘前の魅力を全国に発信することのできる人材を育成することを目的に実施している。

ぐ'l;tJEIII更〉

検定開始年月平成20年3月

事前準備 公式テキスト

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所

教育機関

NPOなど 民間企業

15 '. ':: '~h~je;'..γE a.仰向?手郎容需零悉号、宗ウーで事?押収南部2 伊丹南小iIIiiiiiI寝薄明1・.，.ν&L&liじ....日-い下山組.でI約:τ ルル悩11-~--~日・・~よ. ...，冶 ~塗ち'!K__酎・色.民ぽ込ムエ且~‘迦~回f_U苫ì:!I" '-fH聖~II司I ~ 1 1 

太宰治を通して、当地出身の大作家太宰治の作品をより多くの方々に読んでいただくこと。また、太宰治に関わる人物、
土地、エピソードなどを知ることにより津軽への郷土愛をはぐくむとともに、多くの方々人この地を訪れていただくことを目
的とする。

ぐ'IkJE.:II>

検定開始年月平成21年6月

事前準備 公式テキスト (H21.1発売予定)

事前の公式セミナー・講習会 (H2L5発売予定)

共催・協力・協賛団体

自治体 NPOなど

その他

16 

臨語講説顛覆議議議轟塁塁望議蒜議議事議註!
盛岡市に関する歴史、文化、産業、観光、自然、風土など多分野にわたり盛岡通度を認定する検定詰験。通称『もりけ
ん』。各級、対策講座を開催、また満点合格者に対して記念品を添えて表彰。

ぐ'l;tJE.:II>

検定開始年月平成18年12月

事前準備 公式テキスト 1，800円

事前の公式セミナー・講習会 3，500円

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会

17 

宮古市lま、「もてなし交流観光都市Jを宣言。「もてなし交流観光都市J宣言のまち「宮古」をつくりあげるため、市民一人一
人が観光客を温かく迎え入れられるよう、知識を高め、もてなし意識を向上させること、また、市内外に宮古ファンを増やす
ことを目的とする。

(!kJE.:II> 

検定開始年月平成20年2月

事前準備 その他 (宮古市のものしりガイドブックより出題)

共催・協力・協賛団体

自治体

ハ
U
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.鍋おもしる婚輪憲:
縛..  普制活泊康人島側お私;6司自

H18年、 2市2町1村が合併し奥州市となったことから市全域にわたる歴史、文化、芸術などについて市民が幅広く新市を理
解し郷土愛を育むことを目的とした。H18年12月に法人登記。検定に先立ち講座も開催。7割以上の合格者には、認定書
のほか、国立天文台などにちなんだ星形バッジを進呈。

ぐ'MJE16要〉

検定開始年月平成20年2月

事前準備 公式テキスト 1，000円

事前の公式セミナー・講習会 1，050円 (1回あたり)

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所 観光協会 民間企業

青葉区中央市民センターが募集した一般市民作成の問題を使った市民による市民のための青葉区検定クイズラリー。
「青葉検定クイズラリー」でクイズを解きながら(チェックポイント)検定内容の対象地域を回る。

ぐ損害'JE16要〉

検定開始年月平成20年8月

事前準備

共催・協力・協賛団体

商工会議所

仙台に関するあらゆるジャンルから幅広く出題。当面lまWeb上でのみ実施し、原則として無料。現在宮城県では仙台・宮
城デスティネーションキャンペーンを実施。仙台を愛する姿勢で長く続けて行きたい。

(f，章宏'.11>
検定開始年月平成21年4月

事前準備 その他 (Web上で公開)

共催・協力・協賛団体

特になし

h世D:/Iwww.DtfJ干mhl・aiDlm昨・kar唯雌/

宮嶋蛸・倒臨澗許..  融持?
県内外に宮城県について広〈紹介するもの。生まれ育った地域を知って社会に出てほしいという考えから、次回より小中
高校など学校での授業利用した受験を働きかける。3段階で、 1級は合格率3%とかなり難問。鼠験方法は1級は会場諒
験、2級3級はWebと郵送獄験の2種から選択でき、期間中いつでも受験できる。

ぐお'JE16要〉

検定開始年月平成19年11月

事前準備 その他 (県発行のパンフレットを参考!こ)

ふ事さと有種観克積書 喝、 彼定u札

共催・協力・協賛団体

特になし

寄‘槍エ獲量.".--"-・ ザ Sーブ b 崎 れ 健.~ぃ 湾繊_ _  :'-"T.8Fn 
石巻市に関する歴史・文化・産業・自然・暮らし・方言など多岐に渡り右巻の『観光通』度を認定する検定詰験。実施済みの
1回2回共に合格率100唱。合格者には観光ボランティアへの登録呼びかけをしている。

ぐ後'JE16要〉

検定開始年月平成20年2月 共催・協力・協賛団体

事前準備 その他 (申込者に練習問題配布) 自治体 観光協会 民間企業

23櫨.45 港まち気仙沼おもτなむ検定 倹.u札
団体名 気仙沼市おもてなしのまちづ〈り縫Ja..  金 金原 宮....沼市I¥E華街-TIiI1.t.

観光振興による地域の活性化を図るため気仙沼市民をはじめ、全国の気仙沼を愛する方に港町気仙沼に関する知識を
深め、気仙沼の魅力を再認識していただくとともに気仙沼を訪れたお客様へ「おもてなしの心』を持って気仙沼の魅力を紹
介できる人材育成を目的に実施。

制定'.11>
検定開始年月平成19年2月 共催・協力・協賛団体

事前準備 その他 (事前に問題集と回答配布) 自治体 商工会議所 観光協会 NPOなど

110-



24 

25 

26 

検定説験実施で、市民に地元の魅力を発掘・再認識してもらい、市外在住の方に対しても白石市の魅力を広くPRすること
が目的。検定は足軽編(初級)、侍大将編(中級)、家老編(上級)と難易度により3段階に区分し、受験者は足軽編から受
験し、合格者のみが次の段階を受験できる。

ぐ#Jflll，要〉
検定開始年月平成20年7月

事前準備 その他 (ガイドプリ 1，050円など)

共催・協力・協賛団体

特になし

男鹿半島独自の文化、ナマハゲを深く知ることで内外に対して保存伝承意識の高揚とサポーター育成に繋げ男鹿の観光
振興を目的として平成16年より実施。試験当日、実際に地域行事に携わる方や造詣が深い方の資料に基づく講義や現地
視察を行うため、行事の本質や意味合いを正しく伝えることができる。受験者の半数が県外受験。

ぐlAJfIll:要〉

検定開始年月平成16年11月 共催・協力・協賛団体

事前準備 公式テキスト 検定料に含む 自治体 民間企業 教育機関 その他

当日現地講習 検定料に含む

取副一環嘉蔵 ..u乱 ;地~II_~，個目.....+'n'uh血血抽叫

...-曾制緩鋤湾人大砲稽火倶議侮 伎際 秩田県文仙耳慣大横須和田町1-1・制

花火を知的にかつ楽しく鑑賞するための技術向上を図り、市民レベルでの花火の普及を目的とする。

ぐS章1吉'1IIJ1>

検定開始年月平成15年11月

事前準備 公式テキスト 検定料に含む

事前の公式セミナー・講習会

共催・協力・協賛団体

その他

27 ~..4S 最上JII検定 検定υRL

実..体4s ・.t.JlI~・定奥行自島員会 住所 白書'県山修市成沢盲目T目3-'55

山形県の母なる川として親しまれている「最上)11J。最上川の歴史や環境、舟運によりもたらした文化や治水事業の重要
性について、より多くの人に知ってもらう事により関心を深め、最上川への愛着を持った方々を増やしていくためのきっか
けとする。

ぐlAJfIll，要〉

検定開始年月平成19年11月

事前準備 公式テキスト 無料

庫内ガイドライパ申認艇績定
庄内ガイドライパー也・会

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会 NPOなど

倹定U札 ht也:11_.11叫 k園田o.netl..uidriver/in由1I..htmt

住所 白書匝鼠鷲l"lft眠湖町文字割仙字4・.1制鍵肉.先恥?湘増禽拘】
県ハイヤー協会鶴岡・回川地区協議会、酒田・飽海地区協議会23社及び庄内観光コンベンション協会で組織する「庄内ガ
イドライバー協議会」が、協議会に所属するタクシー会社乗務員を対象として、庄内地減をガイドできるタクシードライバー
を育成するために、百十3回の研修を行い、第3回研修修了後に習熟度の確認として検定を実施している。

ぐ'~Jflll:更〉

検定開始年月平成19年10月

事前準備 公式テキスト 検定料に含む

ふくL<<故意・福島檎定E
.式会主tテレビュー梅島

総.U~

住所

共催・協力・協賛団体

観光協会

徳島県福島市宮中央1-1

福島県には歴史・文化・自然において他県に自慢できるよいものがあるにもかかわらずPR不足のためかあまり知られて
いない。福島県のよさを再認識するとともに、このよさを内外lこPRし、『福島通」の人たちを作り、交流人口を増やすことを
目的にしたテレビ番組。

ぐ'~JfIllJl>

検定開始年月平成19年3月

事前準備

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所 教育機関



30 .川十=タヨ祈れ モ-♂Iι..ぷ三 九ぷ-句-今後ふ-三、-ヤ}
叫，.，.....，ω.中途ん一川--ムιιιt叫ム?んJふ=-町長以.叫二…叫ん
もっと会津を知ろう。跨りある会津をと全国のご当地検定に参加。会津17市町村をエリアとし、初級、中級、上級を行う。

<MJE16，更〉
検定開始年月平成18年10月

事前準備 公式テキスト 800円，2000円

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所 観光協会 民間企業

事前の公式セミナー・講習会 2，000円

31 I吋可子守~今 地-川ミメ--γケ.......，、""""""'"ぐいtaI持III!勾I!TW とやい --汁叫ん勺A
11主計2 パ J訂ラ -べ-" ~ -' -". ~~;: ~と4 ム ¥ち E 
fい--引 川 iι.-守山ι日 占・ A ‘いでぶ qムヘドバユム-九& 九九 土 ケ μ ョに τ在--心・
当法人が段置している「物語ボックスJの中でふるさとの「偉人」を題材とするボックスが17基ある。その17人の偉人に関す
る問題を50問出題、70点(35問)以上を合格とした。初級、中級、上級の3段階で構成するが、初回の今年は初級のみ実
施。

ぐ'MJE16，要〉
検定開始年月平成20年11月

事前準備 公式テキスト 検定料に含む

共催・協力・協賛団体

自治体 民間企業

32 
ド ......... 今~-1llI!正!Ii喰!マ写す円WiIiIチ~吋e湾照明!"JlIItil明智iIIIIíiタ甲骨喝容菅害時七同時禰附!IIi5\IW'lIIIIi!I!!却問削掛川河町市世相 ν--北九州ィliiIIIlIi!Ii戦lIIiim I 
h守会l/iiaI三ィケト守‘f宅、七-wazペh浮..主lIIi!ゆ ふ: 川、」ム 、ノ、何7七-川、了(梧一υ(
h叫‘i ム-， 亙温-叫a一z刈斗泡弘岨-引寸 寺やιVぜJ斗!IJIII色h 三J、 ず て主弘一...叫刊Aじ-ιl1liふ"'"μ £心外...九}畠“Q ぐ主今丞1凡弘日 噌卸 tι 岩 --、~山r噂 --ιμイ..，守い - ぶ-い、 し ケ?心..‘.
「ふるさと」には、きらきらと輝くものがあり、精りをもって紹介できるたくさんの語り伝えたいものがある。「ふるさと目立検
定Jは、忘れかけようとしていた心を動かす手伝いをしたいと思っている。目立市の成り立ちについてのセミナーもあり。

ぐ'MJE16J1>

検定開始年月平成20年12月

事前準備 公式テキスト 1，000円

事前の公式セミナー・講習会

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会

33 m附.甘い~~吋十川…-mV { 3 
醐働問r判官斗山部平常~ーよJ制品ゐ刷附ωe iE 
」ι一三..  よ正二三中~&34費急ま事曾;犬伝?干潟， ..:.i.:o<!， ~.~"， ' fc- c ..:. r， ~~片.ム九j料開υ~

常陸太田の西山荘(徳川光国公隠穫の地)に因む、光国公について検定を探り学ぶ。

<MJEI6J1> 

検定開始年月平成20年1月

事前準備 公式テキスト (青少年200円一般300円)

共催・協力・協貧困体

自治体 その他

34 

臨議鑓甥鰭鱈際錦龍翻臨翻蹟輯麟購鱒輔翻
宇都宮についての理解を深め、身近な観光案内人として宇都宮の魅力を伝える「おもてなしカ』の向上を図り、産業や観
光の振興につなげることを目的とする。今年度中に小中学校へ公式テキストブックを配布し、検定への取り組みを奨励。ま
た、合格者には観光ボランティアガイド活動への参加を呼びかけている。

<MJEI6，要〉

検定開始年月平成19年8月

事前準備 公式テキスト 1，050円

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所 観光協会 その他

35 

さいたま市の地域資源のPRを目的として、本市に所在する鉄道博物館の開館1周年に併せ、ウェブサイトを開段。通常
のご当地検定とは遣い、ウェブ上で実施、ユーザーから自由に問題を投稿できる仕組み。サイトの運営については、さい
たま市、さいたま商工会緩所が連携して実施。

ぐ'MJEI6J1>

検定開始年月平成20年10月

事前準備 その他 (Webサイトlこ過去問題など公開)

共催・協力・協賛団体

商工会議所 観光協会 民間企業

q
L
 



36 15将明石;王将整理院濯で雪ZZ252芯翠難~ I
小江戸川越が持つ様々なジャンルの財産を継承し、 rJII越大好き人間』を婚やしていくことを目的として実施されるrJII越
学Jの検定説験。合格者は今後何らかの形で観光振興に貢献できる人材育成を目指したい。

ぐ'I1iJEIJfJf>

検定開始年月平成20年2月

事前準備 その他 (ガイドブック、問題集はあるが公式ではない)

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会

37 

ちちぶ学検定は、「ちちぶ通」を賦して楽しむ「ご当地検定」。秩父の良さの再認識が目的。今後、合格者は資格認定され
たガイドとして従事できることも検討。また、平成21年度に中級者向けのテキストを発行し、中級検定を行う予定。

<#JEIJfJf> 

検定開始年月平成20年2月

事前準備 公式テキスト

共催・協力・協賛団体

2，000円 自治体

38 

鴻巣の歴史と今についての検定。主催者の機関紙にて回答および解説掲灘、また最高点獲得者を「のすっこ博士」と認
定、機関紙にて紹介。

ィ'I1iJEII更〉

検定開始年月平成19年11月

事前準備 その他 (タウン誌掲載の情報から出題)

共催・協力・協賛団体

特になし

39圃・組制 和光市犠定 糟重品工繍甑胤

-a・・...・・"ル『プ靭.... 窃*・ 像機 鱒事E義二四』二二二号..ーーー帽曹三金
和光市の5つの魅力から出題(和光市に関すること全般)①都心に近く、交通アクセスが便利。②恵まれた自然環境。③古
代から育まれてきた文化がある。④未来に続く最先端技術が生まれている。⑤和光市で活躍している人が素晴らしい。

<#JEIJfJf> 

検定開始年月平成18年12月

事前準備 その他 (市発行の広報など)

共催・協力・協賛団体

特になし

40圃園町'/1) 冒 jfill東 鎗定U肱

為住暢 鍵ヨE縁部制晴晴制ー1

地減の情報誌で行われる検定。吉川一庖一逸カタログワーキング委員会が集めた問題。難問・奇聞を広〈募集。答えは
同誌に掲載されているため合格、受験などの基準は無い。

<#JEIJfJf> 

検定開始年月平成20年11月

事前準備

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所 観光協会 民間企業

41櫨睡眠'IIU ..伺司1>..定 敏定U礼

調晦榔瞳輔濁・.人ふるさと:th 賓金 銭勝

地域学の確立と普及を目指す総合的検定。本格的なテキスト『房総(千葉)学検定』と『房総(千葉)学検定学習帳』の販売
の鉱充による経費の黒字化を目指す。

ぐ'I1iJEIJfJf>

検定開始年月平成18年7月

事前準備 公式テキスト 各2，730円 (2冊あり)

事前の公式セミナー・講習会 11，000内

共催・協力・協賛団体

特になし

丹
、

υ



43 

44 

本の街・神保町に愛着を持たれ、神保町に精通している人を“JIMBOUニスト"として認定する事業。将来的には仮想コ
ミュニティrJIMBOU村」を設立し、“JIMBOUニスト"の方々にも村民になっていただき、遊び心満載な試みを計画してい
る。

ぐ~JÊIIII:要〉

検定開始年月平成20年11月

事前準備 なし

共催・協力・協賛団体

NPOなど その他

中央区観光協会が中央区の江戸以来培われてきた歴史や文化、まつりや伝統、次代をリードする情報など地域のことを
他分野に渡って知ってもらい、今以上に関心を持ち、そして多くの方々に「中央区ファン」になってもらいたいという思いをこ
めて23区初となる「中央区観光検定」を実施。

ぐ8害'JEI!If:更〉

検定開始年月平成21年2月

事前準備 公式テキスト 2，100円

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所

東京が全国に先駆けて実施している検定。合格者は当財団とは別法人にてシテイガイドクラブを結成し、ボランティアガイ
ド等の自主活動が展開されている。

ぐ'1~JÊIIIIJf> 
検定開始年月平成15年11月

事前準備 公式テキスト 2，200円

事前の公式セミナー・講習会 20，000円

共催・協力・協賛団体

商工会議所

45瞳室温 !IIi'錨f>bゆ •. ..，1.審.~鶴指揮組定 J 嶋踊鳳て、 量幽均値削醐由也由i.h'i

畿圏浪人学術・文化..a:t匹ヲい;.?ータ.・ 4量勝 鷹羽E・立川市繍鱒防毒-2-1栂ピル3F
産官学連機の活動を通じて地域を知り、地主義活性化につながる人材育成と地域に対する愛着と誇りを醸成していくことで
「多摩・武蔵野が大好きJといえる人を一人でも多く育てるための検定詰験。実施団体は多摩地区各市町の各方面からの
人材を集め、多摩地区全体の活性化を目指す。

ぐ~JÊIIIIJf>

検定開始年月平成20年10月 共催・協力・協賛団体

事前準備 公式テキスト 2.100円 自治体 商工会議所 観光協会 民間企業

事前の公式セミナー・講習会 8，400円 教育機関

46(..6 績定U札

.鎗障体4& 住所 縛禽川県.漢市中区%11町2-23

テレビ神奈川、神奈川新聞社、横浜商工会議所の3者が平成18年7月に設立したかながわ検定協議会が主催。神奈川
ライセンスと横浜ライセンスの2本立て。

ぐl~JÊIIIIJf> 
検定開始年月平成18年9月 共催・協力・協賛団体

事前準備 公式テキスト 1，500円 自治体 観光協会 NPOなど 民間企業

事前の公式セミナー・講習会 1.000円-7.000円 教育機関

47 ~・窓名 制崎産泉観光検定

実施闘停4s拠1崎礎工会館際 金跡 神様減蟻j時..m・.. 本町11-1
市民および多くの人たちに川崎市の産業のもつ幅広さ、奥行きの深さ、魅力について理解を深めていただくために実施。
初級試験では川崎の産業観光に関する基本的な知識を、 20年度より実施する上級ではより高度で専門的な知識を問う。

ぐ綬定続安〉

検定開始年月平成20年3月

事前準備 公式テキスト 1.680円

事前の公式セミナー・講習会 3.150円

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会 その他



48 織禽鰻鼻高4t検定
.. *a:t .. 網野

ぐお'Ji!1I6:要〉

検定開始年月平成19年6月

事前準備 公式テキスト 2，100円

事前の公式セミナー・講習会コースで異なる

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会 民間企業

49噛国 扇面車両扇毒積重 雌腕踊位'"酬胤岨醐町叫_.ID

柑曾駒魯締鱒棚倉句“ 。 住所 帽原補償肉叩

小田原を目で耳で舌で学ぶ観光型ご当地検定。午前はガイドの解説付きで小田原の老舗、名所旧跡をまちあるき。お昼
は小田原ご当地グルメを堪能、午後はまちあるきしたからこそわかる検定試験で腕試し、合否判定はなし。ご当地のお土
産付き。

ゆ害'Ji!1I6:要〉

検定開始年月平成19年11月

事前準備 公式テキスト

共催・協力・協賛団体

2，000円 自治体

当日現地講習 検定料に含む

501・定‘ ふ吾妻と華麗種奮 い 鎗定開L 拙配II!蜘酬• .NIaII岨，.aiDIIOo蜘品剖.111酬蛍抽首

実‘045.野市....禽・kWlf究所 住所 持事訓練湯量fi!f・町1-3唱

秦野市教育研究所刊行の3種を元に子どもたちにふるさと秦野について知り、さらに秦野を愛する気持ちをはぐくむために
実施。難易度により1級より3級がある。 1級は市長表彰「はだのつ子アワード』の表彰対象となる。対象は小学校入学時か
ら中学まで在住者。

ぐ'I~JtIl6J1>

検定開始年月平成20年1月 共催・協力・協賛団体

事前準備 その他 (出題元となる刊行物を図書館等にて無料で貸し出し) 特になし

..URL 
住陽 厳縄県富時濁市中央区東申遺2

新潟清酒遣人検定

'E縄線濁纏人舗禽也会
新潟清酒、食文化の振興を目指す。

ぐ#JtIl6J1>

検定開始年月平成19年3月

事前準備 公式テキスト 1，680円

共催・協力・協賛団体

自治体 民間企業

52圏直. '. 遇面画司聞置畳.']l"4~橿曹 、 .動尚一 勧段位/ノ開削'.niiIrata-bnt盆，aam

住所 主白筋..薮湯布申失区J¥予f悟+1締町内

新潟県観光復興戦略会議提唱のご当地検定制度「ニイガタ検定』の新潟市編として実施するもの。 1級から3級の3段階。 1
級合格者は、各種イベント参加・認定パッチの贈呈などのほか、実行委員会の特別委員として企画運営に参加も可能。

ぐ歳定'.更〉

検定開始年月平成19年3月

事前準備 公式テキスト 2，100円

共催・協力・協賛団体

自治体 その他

53 本部指f鰻慣・聾蜘棟建
.tb'，..・織蝿雌虐湧傍.録会

横風胤 加盟Eノノ凶酬'Joet血P畑町昔話1喧ν
厳姉崎柑蜘1二・1同崎闘捕腸内

上越市ゆかりの偉人である上杉謙信公・上杉景勝公・直江兼統公の遺徳・精神・上越市の観光・文化等を認識し、多くの
人に伝え広め、興味、愛着を生み、育むために実施。上越市は平成21年NHK大河ドラマ「天地人」の舞台。

ぐ8き'Ji!1I6:要〉

検定開始年月平成21年3月

事前準備 公式テキスト 1，000円

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所

民間企業 教育機関

観光協会 NPOなど

に
J
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55 

56 

57 

58 

59 

河台:"~{ ~，-;，ç ...-t;.. -J"""'~__'，，，，:~'" ~ . '.:' ，.， -.，""， ~ "，f' z， c!.{l '/: ~'''''"可ア..，吋頭間11

2-
湯沢町に住み、働〈人たちはもとより、湯沢町を訪れる人たちに、湯沢町の知識を深めてもらい、湯沢町の魅力(自然・歴
史・文化)を発見、再発見、認識することによって、湯沢町への興味、愛情を生み育んでもらうための検定。商工会内のNP
O法人で実施。合格率4劃未満で総易度高め。

<MJE16Jl> 

検定開始年月平成20年6月

事前準備 公式テキスト 1，500円

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所 観光協会

l.三 五ζ.ささ二:71!!!?5112空軍関l
同時期に県内観光施設や文化施段、地元産品を扱う飲食庖や物販庖を対象にスタンプラリーを実施。スタンプラリーの得
点が検定の得点に加算される。ジュニア級もあり小学生以下でも楽しみながら参加できる検定になっている。

ぐ'MJE16Jl>

検定開始年月平成18年11月 共催・協力・協賛団体

事前準備 公式テキスト 1.000円 自治体 事務組合 商工会議所 観光協会

その他 (新聞社発行「受験対策特集号タブロイド版J) 民間企業

器醤器盟塑態論蕗舗路端詣韻鵠錯錨髄藤誠|
黒部商工会議所50周年記念事業の一環として、『マチヂカラ』アップのために実施。富山県黒部市に関する風土、観光、
特産品、産業等様々な分野の知識を問う。この検定の発端は地域や特産品等の紹介であり、現地を訪ねる人を増やすこ
と。

ぐ#JE16:要〉

検定開始年月平成20年9月

事前準備

共催・協力・協賛団体

特になし

丹羽仔-今日碍存者震ご土台沼野稽持費11
市内外の方がインターネットを利用し、射水市の歴史、文化、資源、産物、都市基盤などの知議を深めるとともに、ふるさと
への親しみや愛着を高めることにより交流人口を高めることが目的。年4回程度更新し、何度でも挑戦できる。

ぐ'MJE16Jl>

検定開始年月平成20年6月

事前準備

共催・協力・協賛団体

特になし

金沢に関する様々な分野から出題し、「金沢通Jの度合いを認定。あわせて金沢の魅力を内外に発信し、ブランドカを高め
ることが狙い。合格させるための簡単な問題とはしない方針を貫いている。そのためか、ボランティアガイドでは検定合格
が一種のステイタスになっている。

ぐ#JE16Jl>

検定開始年月平成17年11月 共催・協力・協賛団体

事前準備 その他 (地元出版社が問題集発行) 自治体 商工会議所 教育機関

瞳鑑嘩壇画壇歯髄越路舗画面罷露議議議題騒
年1園、小学4年生から中学生を対象l二、金沢の歴史や文化、自然、産業、まちづくり、偉人などの分野から択一式で50
問出題する。70点以上にカードを発行(90点以上ゴールドカーに80点以上シルバーカーに70点以上ブロンズカー
ド)0100点満点はジュニアかなぎわ博士に認定する。

ぐ'M;'ぎ'16Jl>

検定開始年月平成18年11月

事前準備 公式テキスト 無料

共催・協力・協賛団体

特になし

-116-



60 

| 主主主沼盟F盛纏開震予と:竺究明11
まちづくりはまずその地域を知ることから始まる。歴史、文化、産業などを翻ぺ、その地域の素晴らしい宝物を見つけてふ
るさとの歴史や文化を再認識していただくことを目的に今年度は「能登畠山家創立600年』の節目の年であり、七尾市を代
表する史跡「七尾城Jおよび「畠山家Jの検定を実施した。

ィ#Jt16J1>

検定開始年月平成20年10月

事前準備 事前公式セミナー講習会 無料

共催・協力・協賛団体

自治体 NPOなど

61 l:二一:三二二三I閣議遍益域安j喝容安主治時員長11
津幡町に関する歴史、文化(方言、風習含む)自然、観光(物産含む)産業などさまざまな分野から「つぽた通』の度合いを
知る検定詰験。

(MJt16J1> 

検定開始年月平成20年12月

事前準備 公式テキスト 500円

共催・協力・協賛団体

その他

62 

L:11dl-
福井県の魅力について県民自身が改めて発見、再認識し、さらに次の世代へと引き継ぐ「考福学Jの一環として検定コー
ナーをポータルサイト肉に開設し、常時実施。また、期間限定で行う「考福学チャレンジ検定」を同サイト肉で年1回実施し、
高得点者に合格置を交付。成績は相撲の番付で表され、解説も充実。

(MJt16J1> 

検定開始年月平成19年3月

事前準備 その他 (希望者には小冊子配布)

共催・協力・協賛団体

自治体 事務組合

その他

商工会議所 観光協会

63 lニムJJJ}常時ZiP3宇中首竺む怒沼11
敦賀港と鉄道の関わりや国際港として多くのユダヤ難民やポーランド硯児を迎えた史実など敦賀港の歴史に関して他分
野にわたる検定詰験である。合格者には認定柾を授与。またボランティアスタッフ(ガイド)に登録でき「敦賀ムゼウムJ(資
料館)にて、主に観光客に説明することもできる。

ぐ"MJt16J1>

検定開始年月平成19年12月

事前準備 事前公式セミナー講習会

共催・協力・協賛団体

自治体

64 

ll二一一IJ与さぷ辺長議員三品五日空室長越11
小浜の有する観光資源「歴史・文化・自然・食Jを中心として小浜に関する幅広い分野から出題される。特典として「特別
賞」および「最高得点賞」を設けているほか、第二回(今回)より、検定詰験受験者限定寄席(落語会)を行なう。今回は笑
福亭三喬氏(他1名)を招く。

(MJt16J1> 

検定開始年月平成20年1月

事前準備 公式テキスト 500門

共催・協力・協賛団体

観光協会 NPOなど

65 l 込山.議鋭機i設的智伊勢謹
富士河口湖町が、自然環境にできるだけ負荷をかけずに樹海の魅力を楽しむために、利用者に正確な情報を伝えながら
樹海を案内する公認ネイチャーガイド制度を創設。そのネイチヤーガイドを公認するための検定。フィールド鼠験もあり、合
格すると公認ツアーガイドとして活躍できる。

ぐ"MJt16J1>

検定開始年月平成16年3月

事前準備 その他 (検定資格要件の有無後講習会へ参加)

共催・協力・協賛団体

自治体 NPOなど 教育機関

月

i



66 

67 

松本の歴史や文化、観光名所などを総合的に学び、知識を深めることで郷土への愛着を深め、松本を訪れる方をおもて
なしの心で向かえる人材育成を目指す検定。ジュニア・基本・上級の3段階。上級は合格率5.5%の灘開。

ぐ品書'JEII6J1>

検定開始年月平成19年2月

事前準備 公式テキスト 1，200円

共催・協力・協賛団体

特になし

飯田線の魅力アピールのため実施。飯田線や飯田線沿線の歴史、文化等に関する50問。

ぐ#JE16:要〉

検定開始年月平成19年8月

事前準備

共催・協力・協賛団体

自治体

調蝿・・・・小嶋備.1‘一?
観光ガイドを養成するに当たり、知識レベルの確認の詰験として検定を実施。

<!kJEII6J1> 

検定開始年月平成18年10月 共催・協力・協賛団体

事前準備 公式テキスト 事前の公式セミナー・講習会 自治体 商工会議所 観光協会

当日現地講習

4食定URl

住所 ....鎗由市夫牟飯山1481-1

小学生および一般の部。各50間選択式で出題。一般の部は3段階(初級、上級、マイスター)で各級を合格しないと上位は
受けられない。飯山市の自然、文化、歴史を中心に出題。

ぐ#JE16:更〉

検定開始年月平成19年10月

事前準備 公式テキスト

共催・協力・協賛団体

特になし

70[..4 御柱・原村被定 ι 被 URl lIIIII;l品目岨---......~.11BU1_凶

71 

擁鎗lIt事4.材生..... 鍵員会r・4量・厩"..J・円・会 住所 長...  勘Utt，“s・.f'"・・むらづ明・・・...
「御柱・原村検定」の問題づくりや編集を通して、原村の良さを共有し、私達自身がもう一度原村を見つめ直すことによって
郷土愛を深め、私達が住む原村に詩りを持つことが出来る。平成22年は御柱の年。原村は、諏訪大社上社の山出し出発
地点として、沢山のお客様をお迎えするとともに、圏内外多くの人に情報を発信し、御柱祭を盛り上げる。

ぐ#JEII6J1>

検定開始年月平成22年2月

事前準備 公式テキスト 1.000円

事前の公式セミナー・講習会 3.000円

Web上でのみ実施。内容は随時更新される。

<!kJEII6J1> 

検定開始年月平成19年1月

事前準備 なし

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所

.定U札
醤.--‘..*，・・草.緑鳩S

共催・協力・協賛団体

特になし

-118-

観光協会
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岐阜県では、「飛騨・美濃じまん運動Jを推進。インターネットを介し県内外の方々に「飛騨・美濃のじまんJ(こ関する知識を
習得し、岐阜に関する理解者を増やすことが目的。また、官公庁では初めてとなるrYahoo!みんなの検定』のオフィシャ
ル出題者として開設。延べ3，440人の受験で、岐阜県の認知度向上に効果。

ぐl~JÊIIf:.要〉

検定開始年月平成20年3月

事前準備 その他 (燥の観光パンフレットやHPなどから出題。)

ぐl~JÊIIf:.要〉

検定開始年月平成18年2月

事前準備 公式テキスト 事前の公式セミナー・講習会

共催・協力・協賛団体

特になし

共催・協力・協賛団体

特になし

地爆を知る事業の一環として、中津川の中山道かいわいを中心とした公式テキスト『もっと知ろう中山道中津)11~を発刊。
更に、中津川を「知ってる度』を確かめるため、テキスト範囲内から出題する『地域認定試験』を企画。これまで3回の認定
試験を実施し、多くの人が挑戦した。

ぐl~JÊ16Jf>

検定開始年月平成19年10月

事前準備 公式テキスト

ぐ品電'JE16Jf>

検定開始年月平成20年9月

事前準備

1，000円

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会

共催・協力・協賛団体

その他

その他

事前に作成したテキストを元に、「下呂通」になってもらい、市民は下Eへ来るお客機をもてなすために、また、観光客の方
にはより下呂を楽しんでもらえるようにといった目的で開催。事前に配布するテキストからおおむね出題。検定にあわせて
「検定直前温泉合宿」を開催しているのも特徴。

ぐ8電'JE16Jf>

検定開始年月平成20年2月 共催・協力・協賛団体

事前準備 公式テキスト 検定料に含む 事務組合

事前の公式セミナー・講習会 8，000円(合宿参加費、テキスト料含む)

静岡なんでも博士を目指すもので、各年にテーマ設定し、平成20年度は「地場産業Jをテーマに実施。

ぐお定'16，更〉
検定開始年月平成21年1月

事前準備 事前公式セミナ・講習会

共催・協力・協賛団体

特になし
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..空きざブnr_可J霊型軽費堅.1"1ア古郡官三w:rnr吋片片..  可:ですでち府内.
[-で三._-γ控斗為.て?:jfrJネ;恥!?U:::it;7E
地減福祉の第一歩である「地域を知る」ことを目標とした検定を実施。

(!kJE16Jf> 

検定開始年月平成20年10月

事前準備 なし

共催・協力・協賛団体

特になし

幽岨..・ ¥ 缶詰温凶闘虚司.唱曲!!". 、 a・・阻血園 』幽岨0.11.1晶画，110ム 温 ~品.. :..".. t-，_'k!岬 埠 L・0弘よ忠雄晶訟肱i

市民の“食"を見る目を培うことを目的とした、市民の手づくりによる“ご当地検定"。 世に“ご当地検定"なるもの数々あれど、
市民が(全くのボランティアとして)手づくりで企画、運営しかっ、単なる筆記検定だけではなく実地検定まで実施し、その結果が
行政の政策・施策lこ(直接)反映される…という稀有な“ご当地検定"であることが、マスコミ等にも評価されている。

ぐ"lkJE16;要〉

検定開始年月平成18年4月 共催・協力・協賛団体

事前準備 その他 (Web及びチラシで問題候補公表) 自治体 NPOなど 民間企業

合否を認定するものではないため、合格置ではなく、参加賞を造営。点数上位者は市のHPで公表。

ぐ"lkJE16Jf>

検定開始年月平成21年1月

事前準備

検定U札

蓬生

共催・協力・協賛団体

自治体

焼津の歴史、文化、民俗、人物、建物などジャンルを問わず認搬・再認議してもらうことを目的とした自由に楽しんで実施
してもらう検定。合否は決めず、愛着度を判定する。スケールも小さく合否判定もしない、誰でも気軽に時間があるときに
実施してもらう。ホテルの従業員教育に役立った。

(!kJEIIf要〉

検定開始年月平成20年5月 共催・協力・協賛団体

事前準備 その他 (回答後、解説書を見ながら再認識してもらう) その他

中部9件(富山、石川、福井、長野、岐阜、静岡、愛知、三重、滋賀)を対象とした観光に関する検定で、今回は産業観光を
テーマとして出題した。

ぐ1IlJE16JT>

検定開始年月平成19年12月

事前準備 公式テキスト 1，575円

事前の公式セミナー・講習会 無料

共催・協力・協賛団体

特になし

多くの方に愛知、名古屋の歴史、文化など多角的な知識を学んでいただき、地績への関心や愛着を高めていただくととも
に、大交流時代に対応しうるおもてなしの貨を向上させることを目的として検定を実施。

(!kJE16要〉

倹定開始年月平成20年3月

事前準備 公式テキスト 事前の公式セミナー・講習会

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会

-120-
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臨舗鑓趨露盤鱒関鶴離鱒臨醸醤髄麟
愛知県東三河の豊富な観光資源を多くの方に知ってもらい東三河の魅力を再発見してもらうのが目的。参加型検定で渥
美半島をパスでめく・り、その後豊橋に戻り、検定試験を受ける。諒験のみではなく、現地をパスツアーでめぐり楽しみなが
ら受験できることが参加者に好評。

ぐ'#JE16:.要〉

検定開始年月平成20年11月

事前準備 公式テキスト 1，000円

共催・協力・協賛団体

特になし

85 

碧南市大浜地区を題材にした25問で実施。参加者は大浜地区を各自散策しながら解答する。解答が終わったら、本部に
提出し、スタッフの採点後点数に応じて組品をプレゼント。

ぐ'1kJE16:.更〉

検定開始年月平成20年10月

事前準備 その他 (自由に散策して回答、無料)

共催・協力・協賛団体

特になし

璃..  講義涜おも吃なt.;ロンシ:C，1l"oュ検定
拘制闘醐晦説

蒲郡のことを知り、蒲郡の魅力をE寄り、訪れた人をおもてなすことができる方を認定する制度。当方の検定はご当地検定と
は遣うと認識している。「おもてなしJrホスピタリティ」に力を入れている。
ぷ通章宏1<<要〉

検定開始年月平成20年9月

事前準備 公式テキスト 事前の公式セミナー・講習会

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所 観光協会

871・2凶 田原市輪躍
.. ‘団体.'田原市...員会・特定*嘗剥港a治人たはら本書.

.定問L

俗調時

田原市の自然・文化・産業などを楽しく学んでもらおうと開催。田原市に関する様々な分野から100聞を出題。80間以上
で合格。第1固となる今年度は初級問題のみで、第2回以降は、中級と上級問題を予定。

どお'A:.:更〉

検定開始年月平成20年11月

事前準備 事前公式セミナー講習会 無料

共催・協力・協賛団体

自治体 NPOなど

きらのまち歴史検定

wa町・w・濠会
夢とロマンあふれる吉良の歴史に関する問題o

<!kJE.JF> 

検定開始年月平成17年8月

事前準備 公式テキスト 事前の公式セミナー・講習会

共催・協力・協賛団体

特になし

横定『お伊脅さん』
...エ会鴎所

棟建υRL

住所 主盤...術盛測t'T1i17.1701号

豊かな自然と温暖な気候に恵まれ、神宮のおひざ元として独特な文化を育んできた伊勢の魅力を広く発信するとともに、
市民におもてなしの心を一層高めてもらうことを目的に創設。上級・中級があり、それぞれ神宮編、歴史と文化編、ものづ
くりとくらし編がある。各編、各級の併願も可能。

<!kJEIJ1要〉

検定開始年月平成18年11月

事前準備 公式テキスト 1，365円

事前の公式セミナー・講習会各500円

共催・協力・協賛団体

自治体

円
ノ
臼
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恵まれた自然を持ち、多くの観光資源を有する桑名を市民自らが好きになり、市内外に情報発信するとともに、来客に対
するおもてなしの心を育み、観光の振興、ひいては桑名市の今後の街づくりに資することが目的。

ぐ'1kJE16:.要〉

検定開始年月平成20年3月

事前準備 公式テキスト 1，800円

事前の公式セミナー・講習会

定

共催・協力・協賛団体

特になし

三...山司町東... 町羽田昌

地域活性化事業の一環として、市民や市内の観光事業関係者が亀山の歴史文化や産業・地岐に関する情報を知り、地
元身愛着を持つとともに、豊かな地域風土作りを目的として実施。亀山市内のイベント(関宿街道まつり・亀山大市)でも
PR活動を行っている。

ぐ8章1ぎ'16Jf>

検定開始年月平成20年3月

事前準備 公式テキスト 1，000円

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会

伊賀の歴史や文化が伝承され、また人材の育成に寄与することを目的としている検定。初級・中級・上級の3段階あり、今
年実施された上級試験会場の崇康堂は、全国的にも稀な国の史跡(藩校)。合格率9%とかなりの灘易度。

ぐ'Ik;.吉16:.要〉

検定開始年月平成18年3月

事前準備 公式テキスト 1，000円

事前の公式セミナー・講習会 1，000円

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所 観光協会

4食蜘也植田I/WtIM..a雌--盆崎創曲ν
住所 滋賀県大海市俗本1-2-1(財}量臨海環繍保全財圏内

宝物の再発見をテーマに滋賀の歴史、文化、自然、環境、観光、くらしの各分野についての知識を問う検定。

ぐ'lkJE16:.要〉

検定開始年月平成20年11月 共催・協力・協賛団体

事前準備 公式テキスト 1，260円 自治体 商工会議所 NPOなど 教育機関

941・...史の道東海道績定 倹定URL

実鎗園.名 特定寡曾制活動量人E史の道東海道宿駅舎鐙住所 滋賀..賀市土山町本土山1701

東海道五十七次に関する基本的な知識を正確に理解し身に付けるための契機をととのえ、またその到達点として検定制
度を設けた。内容は東海道53次、 57次の歴史に関すること。東海道の宿場町である横浜市、静岡市、名古屋市と滋賀県
の草津市にて実施。

ぷ通電'JE16Jf>

検定開始年月平成20年3月 共催・協力・協賛団体

事前準備公式テキスト 特になし

95 ~・定. 花と観奮@星座史文化横定鼠験 検定URL h也ゾ/糊雌--也山ldI'l..IIdJI岨MUmnI

i実鎗個体. 特定券S利活・浪人aと・奮の皐 住所 量鹿賀鳳伊・.高月町文字.，事.1騎-1

国宝+一面観音菩薩をはじめとする多くの観音様が点在する高月町は「観音の里Jと呼ばれる。通称『観音検定」は観音
織に関する知識や「観音の里」の歴史・文化・信仰などを問う検定詰験。「検定」を通して「観音の里」を愛する人々の交流
を深めることを目的としている。試験時間1時間。

ぐ8章宏'16Jf>

検定開始年月平成18年8月

事前準備 公式テキスト 100-300円

その他 (試験持込可)

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所 観光協会

-122-
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ιL什寸¥)川ぺhベ叫刊7三~川:川川川w机W川ιポ付叩叩J一告切叩-符…ぷ-戸ぷぷ♂(シウI戸ηI均:プ持;蒋鵡嬬訴悶零問略一中戸止?アア!川川川F戸門m川川'弘.川川仇i!lliiIIl抑rけ門電gρ- 叫一一守弘与
{叩 e_由畠公 Lい仏"".... 0:)ぷ酌t叫立 止二』品邑 .... _ .... _l'IIJ1T'lf~SlfI'.~<:"~i~.....-'......，)':r:!"'l也凶酷h山泡山晶ι込一晶卜…ι川-‘、-ム;ムら~“;ムヒ中t島番叫一...，ι心 岨一』劃v明』品由由毛喧ム晶~詰島弘2手i必迄d品甜.

京都の伝統住宅である「京町家J(こ関わる歴史・意匠・建築・生活の4分野の知絡を認定する検定詰験。公的機闘が運営
しているのではなく、不動産会社が独自で運営している点が最も特徴的。さらに、集客力が弱いことを補うため、WEB上で
の開催と無料であることも特徴。

ぐIkJEIIIJI>
検定開始年月平成18年3月

事前準備 その他 (参考テキストを紹介・販売)

共催・協力・協賛団体

特になし-ヲ主十→ 刊日戸一一iJR|l
::ぐこっと.三官倣磯野部:…I一一-れ_111
京都検定は京都に関する歴史、文化、産業、暮らしなど多分野に渡る京都通度を認定する諒験。観光関連企業における
社内奨励実施報告有。 1級合格者には京都産業大学特別客員研究員への応募資格有。

ぐIkJEIIIJI>
検定開始年月平成16年12月

事前準備 公式テキスト 2，100円

事前の公式セミナー・講習会 6，000円-24，000円

通信教育課程 17，000円-21，800円

共催・協力・協賛団体

自治体 その他

京野菜の生産、流通、料理とそれぞれの歴史や京都の歳時、食文化など京都の生活とのかかわりを問うもので、京野菜
の範囲を44品目に決めている。出題数は60問、制限時聞は90分。

ぐIkJEIIIJI>
検定開始年月平成20年1月 共催・協力・協賛団体

事前準備 その他 (参考テキストの指定、京野菜ツアー実施(一部講習会)) 自治体 その他

- にこI三11支持持斡-忠空間イ斡ボI三?とぎよ:己都111
L . 2&&=一十」ぷ駒込j挺;拠品、位fυiII!玉三一髭包出品品込みら-午、以内
“大江山鬼検定"は、酒呑童子祭りの一環として、地減と鬼文化の一層の振興を目的に実施。日本の鬼に関する問題を中
心に出題。回答時聞は60分。100点満点で90点以上は鬼博士、 80点以上は鬼学士として認定。

(!.tJEIIIJI> 
検定開始年月平成18年11月

事前準備

共催・協力・協賛団体

特になし

ド 日叩吋lIl'IIii梯明 が.......明苛判官...  司加胴胃?古旬知1 吋胃"貯v町守吻雪穂雪 f一-寅神ゲ顎明守炉r吻吻帽'守内旬F問慣帯軒?可広.... 
I 九凧「 JF》71i11記長11芯 ゴ 行 111叫..手会 γ.1111ペグ-ご ι ド f千五、リ- 小川 L イ 入 三ぜ子 〆 ふ 町 ? わいよ戸 Y トペ n l 

M ι ‘l!lIlII弘 1IIIIIIIIーとど待雪害11K 九 、 二弘 、11マ ミ♂ 匂 -ψ ご-¥子¥小-づlIiIIIIてきI1
かめおか・ふるさと検定は亀闘を学ぶことで亀岡の豊かな自然景観、その自然に育まれたおいしい食材、そして地域に受
け継がれてきた歴史的文化遺産や産業など、亀岡の魅力を再発見し、地域振興や街づくりに活かしていくことを目的とし
て実施する亀岡力を認定する詰験。

ぐIkJEIIIJI>
検定開始年月平成20年4月

事前準備 公式テキスト 1，000円

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会 教育機関 その他

|73(::;7三 品開-山川ーで古川町叶内寄付11
れバ川 ι " . ' -? j J~;lr#\ :川-一日一 刈 .IITIII 

L~ ..... ・・~晶..-.:r'白銅M‘込..n皿占ーーー喧--.Jこι一一← _*'1*_ *，---ii‘二二~門.-珂"'"幽畠田 1・

丹後の海、里、山の豊富な自然、その自然が育んだおいしい恵み、丹後王国を街繍させる古境、遺跡など多くの地域資源
を再発見、再認識し、その魅力を誇りに丹後に愛着を持っていただくとともに、丹後の奥深い魅力を地域以外の人々に向
けてPRするきっかけとする。

ぐIkJEIIIJI>
検定開始年月 平成19年10月

事前準備 公式テキスト 1，500円

事前の公式セミナー・講習会 500円

その他 (DVDの貸出 300円

共催・協力・協賛団体

特になし
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年1回の公開鼠験として実施予定。

ぐ"!kJEII.要〉

検定開始年月平成21年6月

事前準備 公式テキスト 2，000円 (予定)

事前の公式セミナー・講習会

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所 観光協会 教育機関

. .ぺずイ守刀流三 ト ぺ:六 11
rゴト?6 今一 「 ヘ-守--三 古 111 吋 y 沖 ¥.・
‘ふり-今 与 -二、ーハ時 f11 

堺市の歴史、文化などから問題を作成し実施。 Sakai検定は検討として主催者が実施し、 Kids Sakai検定は各学校、学級
で学習教材として活用する。

ぐ"!kJEI6Jf>

検定開始年月平成18年9月

事前準備 その他 (受験者に参考資料を教示)

共催・協力・協賛団体

特になし

池田にかかわる自然・歴史・文化・経済・社会などあらゆる領域を包括する概念として「池田学」を段定。「池田学」を生涯
教育のひとつとして位置づけ、体系的に学ぶ場として「池田学講座」を開般し、さらに「池田学検定」を実施することによっ
てその習得度を図る。

(!kJEI6Jf> 

検定開始年月平成20年3月

事前準備 公式テキスト 1，000円

事前の公式セミナー・講習会 500門 (10回講座分)

共催・協力・協賛団体

特になし

[71:rlfJ7ぺ三三三七"..~ ~~..，，~ ..;.c， '.~ 
大阪府大東市をテーマに、歴史、風俗、グルメ、教育など10のジャンルから地元資源の再発見と産業活性化を目指したご
当地検定。小学生からでも受験できるように内容を吟味している。 NPO法人大東夢づくりコミュニティはインターネットラジ
オ局を運営。

(!kJEII.要〉

検定開始年月平成21年2月

事前準備

|ド

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会 NPOなど 教育機関

古市古墳群をその時代に関する問題を出す。ランク付けや合格証ということではなく、当地の歴史遺産への関心、認織を
高めていくことが目的。但し、上位3名は表彰し副賞を贈る。

(!kJEII.要〉

検定開始年月平成19年7月

事前準備 公式テキスト 300円

I明 ?γ巧 ι 日Fι弓弓1_汁戸
:Iン.

共催・協力・協賛団体

自治体

被津市の歴史、文化などの内容について検定。合格者はふるさと掻津大使として年1回ほど市内名所めぐりを実施。

ぐ"!kJEI6，要〉

検定開始年月平成17年4月

事前準備 公式テキスト

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所
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108 

i.' ミ.い干.二.三11
狭山池祭りの一環として実施。『狭山博士JからrlO級Jまで100点満点で10段階に区別し『認定級」を授与。「優秀賞Jは(一
般の部)(小学5・6年生の部)(小学4年生以下の部)(中学生の部)の5部門で最高得点者に授与。表彰式は『狭山池まつりJ
の2日目に行う。

ぐlkJElJIl1>

倹定開始年月平成20年4月

事前準備 公式テキスト

共催・協力・協賛団体

300円 自治体 商工会議所 民間企業

109 I 7u:そf内 伊 … Jr <<寺山1・
~ペ ~時間判肋仲村ヤ I明=ti.. ょ;二.-四元三紅白江守

神戸の観光援興を図るためには、観光関連事業者はもとより広〈一般市民が来神者をより温かく迎え、神戸を紹介してゆ
く“おもてなしの心"を広めることが重要。そこで、神戸の魅力を再発見、再認識する機会として実施。

ぐ#JElJIl1>

検定開始年月平成19年10月

事前準備 公式テキスト 2，000円

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会 民間企業

110 ιム止:人山三-川-，
惇符ι れ-ν一 U¥  仇い寸 -γい i 札γグ切吟たも バ:‘ピJ引円

Jι.川 ¥ .  主 s 忌いへ可勺 干引! λ ι 叱 、 γ 「 〆Jτ tム¥-1・
日本最初の人物検定であり日本最初の簡馬検定である。ほとんどの問題が文章を読んで答える形式とあって、時聞が足
りない受験者が続出。80分の制限時聞を急きょ15分延長した。新聞紙よでも“鍵関"と評判。

(MJElJIl1> 

検定開始年月平成18年4月

事前準備 なし

共催・協力・協賛団体

自治体 民間企業 その他

1
 
1
 
1
 「九執羽子押問頴搬間恥ふーでil

ア人.三Iトμ2Jj11 
姫路の歴史・文化・産業などに関する知織を深め「われわれの街・姫路』を再発見する機会を創出するため実施。検定を
通じて広く姫地地織の方々におもてなしの心をもってお客織を出迎える意訟を高めていただくことが目的。

ぐlkJEIJIJf>

検定開始年月平成18年3月

事前準備 公式テキスト 1，500円

事前の公式セミナー・講習会 3，000円

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会

112 
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EEEい て圏直平!IICI圃画且iアニJLl吉町一二ムム..-.... 理::!.':2屯 些里恒哩里塑塑里喧喧塑里里瞳』晶曲昌一白血.....--ー』

「魚を楽しくまち明石」が実施する“おさかな通"度をはかる検定。明石で獲れるお魚(タコ，鋼、あなご、イカナゴ)に関する
生態・産業・食文化・歴史全般から出題し、明石の魚を多くの方に知っていただくための検定。検定が認定した新商品が発
売された。

(MJE16Jf> 
検定開始年月平成18年3月

事前準備 公式テキスト 1，000円

共催・協力・協賛団体

自治体 事務組合 商工会議所 観光協会

事前の公式セミナー・講習会 1，000円 民間企業 教育機関 その他

113 I ぷ 7 F T W1F  r 山一町内てIN子三次計三亡く-子科手吋.1
巧抱一~いとふ五I品川l11li恥Dli\ 山川川今町川一式ぃV漁川斗語E

h且叫』ι-“一ー企日直---.也且也九早川由主~，叫比p 斗IIWMJBII!一位虻叫九四一....且~íι 山日凶lIIII'i守也!"'I通過必il' i幽園

西宮市におけるご当地検定の有効性検Eのため、授業で「西宮検定」の実施に取り組んでいた関西学院大学とタイアップ
して今年10月鼠験を鼠行実施。市民は、地元西宮に対しての理解を深め、愛着を持つ。また、全国!こPRし、市外の方も
受験すれば、西宮の観光や産業の活性化のきっかけになるものと考えている。

ぐ#;.宮'1611>

検定開始年月平成20年10月

事前準備 公式テキスト 事前の公式セミナー・講習会

共催・協力・協賛団体

教育機関 その他
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115 

116 

117 

118 

119 

基礎編と上級編の2段階。上級合格者上位20名は、芦屋観光協会認定「芦屋観光ボランティアJ登録ができるが平成20年
の実績では合格率14%の難関。

(#JEII1:要〉

検定開始年月平成20年2月

事前準備 公式テキスト 500円

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会

伊丹を訪れる方に伊丹の魅力を広く知っていただくナピゲーターを認定する検定。伊丹には、清酒をはじめ、さまざまな歴
史、文化がある。それらに関する知識を深め、伊丹の魅力を再発見していただけるきっかけにしたいもの。伊丹をもっと知
りたい方、仕事に知識を活かしたい方にお勧めの検定。

ぐ'#JEII1:要〉

検定開始年月平成18年10月 共催・協力・協賛団体

事前準備 公式テキスト 1β00円 自治体 商工会議所 観光協会 その他

吋吋明11γ.......討も明 智明.で無現切liiIlIIii向型?網間附?話相叶

fI了主主:三三二三ぶ諸説こンぷご-三;こ111二二--
但馬に関する他分野にわたる知識を学び、但馬を再発見するとともに、但罵通・但馬ファンを増やしてし、くために但罵検定
を実施。但馬を訪れる人々に対する但馬人のホスピタリティを高めるきっかけ作りとする。次世代を担う小学・中学・高校
生が受験した。

ぐ'#JEIJI#>

検定開始年月平成19年3月

事前準備 公式テキスト 1，000円

共催・協力・協賛団体

商工会議所

加古川観光協会、かこがわ市民団体連絡協機会、すっきゃ加古川が主催するまちに関する知識を検定し、合格者を「かこ
がわ人Jとして認定する検定試験。多彩な講師陣による講習も魅力。平成20年から中級も始めた。

ぐ'#JEII1:要〉

検定開始年月平成19年3月

事前準備 公式テキスト 1，470円

事前の公式セミナー・講習会

共催・協力・協賛団体

自治体

西脇市の名所、関市などふるさと西脇にちなんだ内容で、市内外の誰でも参加できる手軽な検定を目指している。

(#JEIJI:要〉

検定開始年月平成20年11月 共催・協力・協賛団体

事前準備 公式テキスト 無料 自治体

小野市教育行政顧問の川島隆太東北大学教授の脳科学理論に基づき、脳の健康や親子のふれあいを目的としている。
漢字・計算・音読・スピード計算を中心に全92段階あり、 3年間で延べ2万人以上が受量食している。また加古川刑務所受刑
者、視覚障害者、認知症患者など多岐に渡っている。

ぐ'#JEII1:要〉

検定開始年月 平成17年7月

事前準備 公式テキスト 各300円

共催・協力・協賛団体

特になし
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121 

三回の農産物に理解を深め、三田で生産・出荷・販売される米についての正しい知識を身につけ、子供から大人までが自
らの食生活や日本の農業を考え、日本食の見直しなど食に対する理解を深めるのが目的。

<6tJE16J1> 

検定開始年月平成20年11月

事前準備 公式テキスト

共催・協力・協賛団体

特になし

平成20年度より「第一回うりぼう師範検定Jを実施するにあたり、平成19年3月21日に「プレ検定』を実施。

ぐ'6tJEIII，要〉
検定開始年月平成19年3月

事前準備

共催・協力・協賛団体

その他

122四‘ 語草賓山融面検定 健 URL

123 

124 
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丹波篠山が跨る特産物はもとより、笹山の歴史や伝統、文化、自然、観光イベントなど篠山のすべてを盛り込んだ筆記諒
験と実地鼠験。実施は地元篠山と東京2会場で行い、いずれも祭りの会場にて行う。実技は黒亘箸つかみ移動ゲームで、
高得点者には得点も用意。

ぐ'6tJEIIIJI>

検定開始年月平成20年6月

事前準備 公式テキスト 2，000円

共催・協力・協賛団体

商工会議所 観光協会 NPOなど 民間企業

教育機関

丹波市通・丹波市ファンを増やし、丹波市についての知識を学び、『丹波市』のすばらしさを再認織し、「丹波市検定」を通
じて、市民の一人ひとりが身近な観光案内人として丹波市の魅力を積極的に伝え、丹波市を訪れる人々に対する「ホスピ
タリティ(おもてなしの心)Jを高めるきっかけにしたい。

<6tJEIIIJI> 

検定開始年月平成19年11月 共催・協力・協賛団体

事前準備 その他 (事前に公開問題をインターネットやテキストで 自治体 商工会議所

受講者に配布(3級・キッズのみ))

全固有数のカニの待ちである香美町香住区をPRするために始まる四者択一問題全100問でそのうち5間程度は地元のカ
ニや魚を利用して回答を導く実践問題。試験後はぺにずわいがに(香住ガニ)食べ放題。

ぐMJEIIIJI>

検定開始年月平成19年10月 共催・協力・協賛団体

事前準備 公式テキスト 500円 自治体 観光協会

奈良ファンや奈良に精通している人々を認定するための検定。3段階の級があり、ステップアップしていく。奈良通2級合格
者を対象に体験学習プログラムを24種を実施。また各級に応じた認定支撮セミナーを実施。

<6tJEIIIJI> 

検定開始年月平成19年1月 共催・協力・協賛団体

事前準備 公式テキスト 2，100円 自治体 商工会議所

事前の公式セミナー・講習会 4，200-6，300円
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みなぺ町商工会が中心となり各種団体(漁協、森林組合、農協)、学識経験者、行政等で実行委員会・企画委員会・問題
作成委員会を組織し取り組む。参加賞として特産品をプレゼント。

ぐ#;.吉'.JF>
検定開始年月平成19年11月 共催・協力・協賛団体

事前準備 その他 (平成20年現在、テキスト作成予定) 特になし

ナシの歴史、品種改良、などについてテキスト・スライドを元に講義を受ける。また奈良~平安の今日に至るまでの日本ナ
シ40-50品種の展示、2式食を通して、各時代の味覚の変還を体感する。他の検定に無いユニークなもので評判は上々。
鳥取特産文化の検定であり、受講者は限定され真訟な取り組みが多い。

ぐ#JE.JF>
検定開始年月平成19年9月

事前準備 事前公式セミナー講習会

共催・協力・協賛団体

特になし

〉 J 九 I
水木しげる氏の妖怪考察に基づいた妖怪の理解度を問う検定鼠験。平成20年度は初級および中級鼠験を実施。合格者
には合絡liE書とピンバッジを授与し、“妖怪1尊士"の称号を与える。

ぐ'#JE.JF>
検定開始年月平成18年10月 共催・協力・協賛団体

事前準備 公式テキスト 共通900円、中級用1.365円 事務組合 観光協会 NPOなど

129 「…一一一一一一……一一1ぷ 噌州市闘世 e→-- 恥 j 均九百予lI!iIiIiで!iIiilヂペト へe 件 .............. ル..吋lII'.lIぶ-
宅久.... ィマ

岡山を学びたい人、観光関係などの仕事に知識を活かしたい人にお勧めの検定詰験。2級対策講座がある。

ぐ#JE.JF>
検定開始年月平成17年12月

事前準備 公式テキスト 2.100円、 1，470円

事前の公式セミナー・講習会 3.000円

共催・協力・協賛団体

自治体

130 |竺一一一一町一 円河 川内川
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131 

毎年10月に行われる「津山まつり」時に実施。ジャンルを当地の祭りに絞った検定。2級の問題作成は地元高校生が行な
う。津山市民であれば必ず聞き覚えのある「津山だんじり磯子」の携帯電話・着メ口、着歌を現在、唯一入手できる方法
が、検定受験。現地会場受験とWeb受験を併用していることで、受験者の年齢層に偏りがない。

ぐ#JE.JF>
検定開始年月平成19年3月 共催・協力・協賛団体

事前準備 その他 (HP自体を公式テキストにしている) NPOなど 民間企業 教育機関

岡山の特産品や郷土料理などの食文化、食品衛生や食育などについて学んでいただくことが目的。一般の検定と親子な
どの2人1組で受験できる科目を実施。

ぐ品電'JE.JF>
検定開始年月平成19年10月

事前準備 公式テキスト 1.365円

共催・協力・協賛団体

特になし
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「集客・定住・連携Jを基本とし、集客手段のーっとして、インターネットでの情報発信に加え、ネット上でいつでも誰でも無
料で受けられる「倉敷検定』を実施。インセンティブ付合格貧『倉敷パスポート」が倉敷検定への関心を高め、観光客のみ
ならず、地減住民のアイデンティティーを高め、中心市街地の活性化にもつながった。

ぐ'lkJE16J1>

検定開始年月平成19年9月

事前準備

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所 観光協会

133 
戸 二a ・吃別11

に.、.吟削-をと 寸三-二て:;;;tfiJ53M114jzjjがI嘱~ I
『まにわっこ検定Jは検定日を殴けて点数を競ったりする検定ではなく、真庭の町の宝を再認識し、次世代を担う子供たち
に楽しく知ってもらうためのツール。平成18年度地域づくり人材養成講座肉のワークショップにて、市民有志で作成。CD-
ROMを各学校に配布。その後新しい問題などは作成していない。

ぐ'lkJE16J1>

検定開始年月平成19年3月

事前準備

共催・協力・協賛団体

134 …… sa .炉11J. 九 - 三きと-乙-ιょニ.ミ.ふ-支持11
市民や観光関係者などのホスピタリティの醸成ならびに観光ビジネスの拡大を図るとともに広島に精通した、ひろしまファ
ンの増加を図ることを目的とする。『ひろしま通J認定者が広島記念式典で広島を訪れる多数の来訪者のためにJR広島駅
で臨時案内所を設け、式典や観光について案内を行った。

ぐ'1kJE16J1>

検定開始年月平成19年2月

事前準備 公式テキスト

共催・協力・協賛団体

1，440円 自治体 商工会議所
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|ニー-….均四二十壁一一三.. 由民金品11
全国でも珍しい高校生が検定問題を作成し、HP上で実施する検定。教育の一環として検定作成に取り組んでいるため、
実際にフィールドワークも行っている。今後は市や商工会、観光協会などで実際の検定として尾道検定が行われることを
期待している。

ぐ'1kJE16J1>

検定開始年月平成19年7月

事前準備

共催・協力・協賛団体

特になし

136 l μ ち可?円γ:ι円-υ山1三乙明Jバ恋ドι川十片与m何戸炉寸 河心川..  行可;ι乞U一J川予刊吋刊山匂吟叩抑..  ヤJ伴均.咋(棺鴨時
竺仁rι-己:コ(コ.川二:工沌d鴎縫札札.ι11にに.. ににCじえにU己に:土三三U下三三山必一.了 〉γ-ym畑 γ:開.な..1-授捻説a=組 11
福山の魅力あふれる歴史・文化・自然などに関する知識を深め、市民の方々lこ「おもてなしの心Jを待っていただくととも
に、福山ファンの増大と観光サボータ一、ボランティアガイドなどの人材発掘、育成を目的に実施。

ぐ'Ik.定'IIlJl>

検定開始年月平成20年2月

事前準備 公式テキスト 1，440円

共催・協力・協賛団体

商工会議所 観光協会

137 I一戸 γ円マケ一 l掛耐一押科5繍硝硝硝研郁義震i ケ川竹人ー と2七三_1・
ト111吋 _ 1
~-司-町 Z1・・宮島検定は年1回、世界文化遺産の島「宮島Jの歴史や自然・文化などを楽しく学び、宮島の魅力を再発見することを目

的に実施。楽しく学び、宮島を知ってもらうことが目的で、合否を競うものでないため“級"は設けていないが点数により認
定カードが変わる。(通常、シルバー、ゴールド、プラチナ)

ぐ'lkJE16J1>

検定開始年月平成19年1月

事前準備 公式テキスト

共催・協力・協賛団体

2，000円 自治体 商工会議所 観光協会 その他
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[竺野史瓦J手通滞騒沼存関問.存主衣腎
広島市に流れる太田川について理解を深める検定。イベント型のため自己採点のみで合否はない。参加賞として観光情
報冊子がもらえる。

ぐ'MJEIA要〉

検定開始年月平成20年3月

事前準備 公式テキスト

共催・協力・協賛団体

300円 NPOなど

(日暫留守主主定時:iF?で三.と1.器開l
山口検定を実施することにより、郷土を愛する心を育み、山口の歴史・文化・風土を再認識、再発見することで山口の教
育、文化、産業の振興に役立てることを目的とする。無料事前倹定セミナーあり。温泉旅館関係者などが団体受験した。

<MJE16Jf> 

検定開始年月平成20年3月

事前準備 公式テキスト 1，000円

事前の公式セミナー・講習会 無料

共催・協力・協賛団体

自治体

臨議譜鱒臨館跡輔鞠臨調鷹顛購轍繍
萩の歴史や文化、自然の遺産、それにまつわる物語をクイズ形式で楽しみながら学べる。合格者は観光ガイドとして活
躍、またまちづくりの取り組み、行事などに参画している。

<M;.き16Jf>

検定開始年月平成17年11月

事前準備 公式テキスト 1，000円(修士・博士)、500円(子供)

共催・協力・協賛団体

特になし

lまら吹き検定は、ヤッホ一調査およびヤッホ一体験の時のヤッホーグッズとして用いられる「ホラ貝」を吹く能力を鼠すため
に行われるものである。

ぐ#JE16Jf>

検定開始年月平成14年11月

事前準備

共催・協力・協賛団体

特になし

142[鎗怠名 出..意志鼠融

143 

; .. ‘旬体4s .t...島体....究会

山彦認定士鼠験は、上勝町ヤッホー調査における「ヤッホ一ポイントJを認定する者の資格であり、同時に、ヤッホ一体験
における、山での正しい山彦の楽しみ方や山彦の科学について参加者を指導する立場として位置付け、山彦に関する知
識や体験活動としての安全管理の知織を有した者に、町の正式認定により資格を与えるものである。

ぷ遇t;.ぎ'JE16Jf>

倹定開始年月平成14年11月 共催・協力・協賛団体

事前準備 公式テキスト 500円 自治体

事前の公式セミナー・講習会 500円

当日現地講習 500円

12盤ヰl三二ご盟議長ギ丘二三五三:長dL唾塁塁11
小豆島の貴重な地減資源であるオリーブを島内外にアピールし、オリーブの魅力を知ってもらうとともに、島内の人にオ
リーブを再認識・再理解する機会を作り、小豆島オリーブの魅力を発信できる人材づくりに寄与する。

<MJEIA要〉

検定開始年月平成20年6月

事前準備 公式テキスト 1，000円

共催・協力・協賛団体

自治体

-130-
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四国の鉄道の持つ魅力や各沿線にある機々な魅力の再発見のため、鉄道ファンだけでなく一般の方が見てもわかりやす
い仕上がりの検定ガイドブックを作成。前半のテキスト部分を見ながら、巻末に添付されている専用回答ハガキに記入し
て事務局に郵送すると、『初級認定桓』が送られてくるシステム。

(M;.宮'.:IF>

検定開始年月平成19年12月

事前準備 公式テキスト 1，050円

共催・協力・協賛団体

NPOなど 民間企業

145 
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コンシェルジェの言葉通り、『おもてなしJを重視した検定。初級用の検定公式テキストも観光産業従事者向けに。中級は
松山大学での市民公開講座の形をとり、所定の出席回数をクリアすると与えられ、観光ボランティアガイドに釜録申請でき
る。

(MJE.:IF> 

検定開始年月平成18年3月

事前準備 その他 (ガイドブック) 1，050円

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会 教育機関

146 l己主五i三五都立辺監Eぷ竺222LJJぷム.1
平成17年の市町村合併により誕生した新今治市の地援資源の魅力を再認識し、郷土愛の醸成やホスピタリティ溢れる人
材を育成するとともに、全国に向け地峨情報を発信することを目的とする。

ぐ#;.ぎlJl:要〉

検定開始年月平成20年5月

事前準備 公式テキスト 1，200円 (予定)

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会

147 lF??「:竺'，，:~::，.~， ': ..'，' t-':，翠藍玉霊詩門学仲"zpF5W'叶11g山tlImIilい.品川ふモ九マ 呼応 _______1
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今治商工会蟻所と四国タオル工業組合などでブランド化を推進している「今治タオルプロジェクトJ(平成18、19年度中小企
業庁rJAPANブランド育成支援事業」に採択)の一環として行われている検定。地場産業である『タオルJの魅力を発信して
いくことが目的。

ぐ'M;'き'.:IF>

倹定開始年月 平成19年9月

事前準備 公式テキスト 3，000円

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所

148 .一扮ムι一Uトべ一ι‘母内ヤ:乃~畑tæ事~符7竺ゐぞ~勾干ρ一寸t 吋 γliiI円w川-一i占川...... 川仰
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新居浜についての多くの知識を市民が身につけ、地域活性化や観光振興、子供たちへの地域教育、人材育成などが目
的。新居浜商工会議所や新居浜市、および各種団体で組織する「新居浜検定事業運営協議会」を設立し、実施。

ぐ#JE.:IF>

検定開始年月平成20年2月

事前準備 公式テキスト 1，050円

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会

教育機関

NPOなど 民間企業
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土佐山内家宝物資料館が、土佐藩や江戸時代の歴史に親しんでもらうきっかけ作り、及び館の講座や展示等を通して得
た知織の確認の場として実施。毎年テーマを設定して設問し、初級・中級各1回を実施。参加者は公募。自己採点式。点
数はポイント換算し、貯めていくことができる。

ぐS電1宮'.:IF>

検定開始年月平成18年4月

事前準備 その他 (参考書籍を紹介)

共催・協力・協賛団体

特になし

q
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平成20年7月“環境モデル都市"に認定され、「美しき環境首都Jという目標を目指して取り組んでいる北九州市ならではの
検定。楽しみながら“環境力"が高まるもの。 50問マークシート方式。

ぐ'1kJEIIJf>

検定開始年月平成20年11月

事前準備

共催・協力・協賛団体

特になし

九州の観光産業復興・発展につながる分析力・企画力を発揮する人材の育成を支揮するために創出。3級では入門を、2
級ではより広い知織とビジネスに必要な知織、 1級では総合的な理解度と応用力を問う。

ぐIkJEIIJf>

検定開始年月平成17年10月

事前準備 公式テキスト 3，990円(1級)、2，100円(2級)、1，890円(3級)

事前の公式セミナー・講習会

共催・協力・協賛団体

自治体 商工会議所 観光協会 民間企業

行詩ヤ一イ叩叩?一jι1勾干τ手.ご一下U九均ぷι川.川J三一£ぶぷ主亡I今 ?干山;川叩r♂一I¥.γ-ψ 
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久留米ものしり辞典から出題し、一定以上の正解者を合格者として認定する。

<#JEII:要〉

検定開始年月平成19年3月

事前準備 公式テキスト 1，800円

新たな大宰府の魅力の発信のために実施。

ぐ'#JEIIJf>

倹定開始年月平成22年

事前準備

共催・協力・協貧団体

自治体

共催・協力・協賛団体
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福岡県西部に位置し、古代国家「伊都圏」が存在したとされる前原市、ニ丈市、志摩町に関する問題を出題。第一回は
NPO法人と共催し、問題数500問、試験時間5事件の耐久詰験を行った。第二回は平成20年10月に開催した「前原市民ま
つりJにおいて、親子参加方イベントとしてクイズ形式で行った。

ぐ'#JEII:要〉

検定開始年月平成20年3月 共催・協力・協賛団体

事前準備 その他 (HPI二て参考情報を公開) 自治体 商工会議所 観光協会 NPOなど

教育機関

門Y狽蝉附議~!"'，.吋-察夜蕩端溺婦漏桝編断事.帝京漏積約酬が級輸必誠泌接点漏~紘~禄糊硲州将ぬ酬蝋梅機動
や〉 μ弘山-吋11入手ペ γベモ 事 可理1

唐津市の産物でもブランド力のある『呼子のイカ』を核とした検定。唐津市内のホテル、旅館、イカ料理唐では、今回のイカ
検定試験に合格した従業員さんが、唐津・呼子イカ検定詰験合格認定パッチを胸につけている。

ぐIkJEIIJf>

検定開始年月平成19年2月

事前準備 公式テキスト 1，0∞円

事前の公式セミナー・講習会

共催・協力・協賛団体

自治体 観光協会
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伊万里市内の商庖主らでつくる「伊万里を感じる街並みづくり実行委員会Jの若手メンバーが中心となり実施。各方面から
の協力もある。まずは郷土の歴史や文化を知ることが街づくりの出発点と考え企画。目標は古伊万里文化の香る町並み
作り。合格者には合格笹として伊万里焼製の携帯ストラップを進呈。

ぐ"MJEIIJF>
検定開始年月平成21年3月

事前準備 公式テキスト (HP上からダウンロード可無料)

共催・協力・憾貧困体

自治体 商工会議所 民間企業 その他

| えと C日六 日; 汁11
i ょ;\門叫ヤ~ゾ~ム二コiTa括tfj.jう11
在籍中の高校3年のために学校が企蘭した検定。進学・就職などで故郷を厳れる生徒たちから、故郷の良さを再認撤した
との声がある。本校生徒の居住地や佐賀県に関する問題や当地の地場産業、陶磁器に関する問題、本校に関する問題
などを100問掲織した問題集より30聞が出題される。

ぐ品書1宮'11，更〉
検定開始年月平成20年2月

事前準備 公式テキスト 無料

共催・協力・協賛団体

特になし

't-~ ，， 'Y' ~ _~.. ブ 実可|目
J&1 S!dm噌伊?一ムiムム，..ニ-4E17dA二一一JL玉三I1

長崎の歴史・文化・観光に関するスペシャリスト“長崎通"を生み出す検定鼠験。本検定実施に当たり、商工会議所観光部
会に「長崎検定検討委員会』を設置。各方面の方が委員に名を連ねている。

ぐ"MJEIIJF>
検定開始年月平成18年3月

事前準備 公式テキスト 1，890円

事前の公式セミナー・講習会 3，150円

共催・協力・協賛団体

自治体 民間企業

l.泊三土.盗争議締戚-とf主主I畑出ii~型1 1
小中学生版を学校で、町民版を公民館で実施。小中学生には基礎学力の向上、家庭学習の習慣化など。町民には脳の
活性化、家族とのコミュニケーションの充実などを目的lこ「漢字検定Jr計算検定Jを実施している。対象は地域在住/在勤/
在学者のみ。

ぐお'JEIIJF>
検定開始年月平成20年7月

事前準備 公式テキスト 各100円(全8種類)

共催・協力・協賛団体

特になし

平成23年に九州新幹線全線開通を控えており、熊本城本丸御殿公開が平成20年4月に行われるなど、今後熊本を訪れる
観光客の増加が期待されている。そこで、県民を中心に、郷土熊本について学び、その魅力に気づき、おもてなしに役立
てていただくことを目的に実施。

ぐS章』宮'IIJF>
共催・協力・協賛団体検定開始年月平成19年2月

事前準備 公式テキスト 2，100円(本編)、1，995円(続編)自治体 商工会議所

事前の公式セミナー・講習会 1.050円

観光協会

宮崎県民一人ひとりが宮崎県全体に関する幅広い知識をもち、訪れる観光客を温かくもてなす心を持った人材を育成する
ため、知識の習得とスキルの向上、観光復興への意識とホスピタリティの向上を図ることを目的に実施するもの。

ぐSき1吉'IIJF>
検定開始年月平成20年2月

事前準備 公式テキスト 1.890円

事前の公式セミナー・講習会 1.050円

共催・協力・協貧困体

自治体 商工会議所 観光協会
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162 

163 

164 

165 

166 

子どもを対象として、門川町のクイズ10題を選択形式で出題する。解答後、「解説Jのボタンをクリックすると、詳しい解説
がでる。最後に採点結果がでる。インターネット上で、いつでも何回でも受験可能。合格や級の訟定はなし。

<!;t;.ぎ'16'>

検定開始年月平成17年 共催・協力・協賛団体

事前準備 なし 自治体

観光ガイド認定を主目的としているが、ご当地検定だけの受践として、筆記鼠験のみの受厳も可としている。有償ガイド希
望者は筆記鼠験合格後に実施鼠験を行い、認定する。

ぐ'!;tJEl6lF>

検定開始年月平成20年9月

事前準備 公式テキスト 500円

その他 (ガイド希望者には実地講習を行っている)

共催・協力・協賛団体

観光協会

鹿児島の県内外を問わず、一人でも多くの方に鹿児島ファンになっていただくために実施するもの。合格者は関係機関・
観光施設等の協力で、合格者本人および同伴の方が県内観光施般等を利用する際の入犠料が割引になる。

ぐ'!;tJE16，>
検定開始年月平成18年4月

事前準備

共催・協力・協賛団体

特になし

l 十-寸十f 勺~μ 1一一:三.ぞ.戸γ咲叫一Rヤ千I コ行刊 : シ 」べJ什父 - 、山J汁、 寸い叫... 円 - 、t持ごな-ネウ_ 1
--寄付Jいか111111

奄美の「宝」である自然や文化について学び、奄美の魅力を紹介できるように、観光に対する知機を身につける。事前研
修会では、講師がポイントについて、詳細に解説してくれる。

ぐ'!;tJE16，>
検定開始年月平成19年2月 共催・協力・協賛団体

事前準備 事前公式セミナー講習会 1，500円 自治体 事務組合

--一-一一?ケ一吋γ一吋γIブ一γ?γ一γγγγ¥-γj一一一f一一一一?一一一?一一?一一守一一I吋?で竹Iγ門叶竹竹11門叶汁什「門門小一一ヤザ竹竹小?ペIIヤ?叩一11吋吋吋Iザ?一jザ一.一ちヤ戸仲内I門門?マ?寸ヤIホVγ巳IドVγ11♂fη1子♂引川川えV吋叱引イ1川川.. 昨町
帆 す 川J 噌.ν勺川合九μ昆虫人人γ-七いもfII‘ィ12 zaと山1111・

この検定を通して、竹富町の自然や歴史、文化などへの知携を深め、竹富町観光をより楽しんでもらいたいと思い創段。

<!;tJE16，> 
検定開始年月平成19年8月

事前準備 その他 (1 ~ンフレットから出題)

共催・協力・協賛団体

特になし
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4 参考資料

函館商工会議所HP(http://www.hakodate.cci.or.jp/jigyo/hakodatekentei.htm) 

函館市HP (http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/) 

社団法人函館国際観光コンペンション協会HP (http://www.hakodate-kankou.com/) 

小田原市HP (http://www.city.odawara.kanagawa.jp/index. html) 

小田原箱根商工会議所HP (http://www.odawara-cci.or.jp/) 

小田原まちあるき検定 (http://machien6.exblog.jp/)

NPO法人小田原まちづくり応援団HP (http://w附.machien. net/) 

NPO法人小田原ガイド協会HP

(http://www.city.odawara.kanagawa.jp/kanko_guide/guide. html) 

金沢検定HP (http://www.kanazawa-kentei.com/) 

金沢経済同友会HP (http://www.kanazawa-doyukai.or.jp/) 

金沢市HP(http://www4.city.kanazawa.lg.jp/39026/j_kentei/index. jsp) 

明石市役所HP (http://www.city.akashi.hyogo.jp/) 

明石 ・魚の棚商庖街HP (http://www.uonotana.or.jp/rekishi.htm) 

目指せ!お魚通!明石・タコ検定HP (http://www.tako-kentei.com/index.htm) 

明石中心市街地まちづくり推進会議HP (http://www.akashi-info.jp/) 

津山だんじり保存会館HP (http://danjiri -jp. net/) 

津山市HP (http://www.city.tsuyama.lg.jp/) 

熊本県庁HP (http://www.pref.kumamoto.jp/) 

熊本商工会議所HP (http://www.kmt-cci.or.jp/2003/kmt-cci/ index. php) 

熊本 ・観光文化検定公式テキストHP (http://www.mind-k.com/kentei/index. html) 
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